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プロローグ





　千ち紗さと、キスをしてしまった。



　それは事故のようなモノで……っていうか事故そのもので、僕と千紗が意図した結果ではなかった。

　感じるのは千紗の重みと体温。そして、唇に触れたその温かさ。

　はんぺんのように柔らかく、コンニャクのように弾力があって、ちくわぶのように……って、僕は何をアホな例えをしようとしているんだ。

　超至近距離にある、潤んだ目。驚いていつも以上に大きく見開かれたその瞳ひとみの上では、長い睫まつ毛げが小刻みに震えていた。

　お団子からにょろんと伸びた千紗の黒髪がはらりと落ちて、さらさらと僕の頬ほおをなでる。

　この彼女の髪からほのかに漂ってくる桃のような甘い香りは、シャンプーか何かの香りだろうか。香水というほどきつくない、っていうか今まで側そばにいて意識したこともないそれは、もしかしたらこんな状況に酔った僕の幻覚なのかもしれない。

　僕の両手は千紗の背中に回ることも、肩を掴つかんで引き離すこともせず、できず、ただ所在なく宙で固まってしまっていた。

　どくん、どくん、どくん。

　自分の心臓の音が耳の中で響いている。それに重なるように、千ち紗さの鼓動まで聞こえる気がした。

　キスをしてしまった。キスを……。

　頭に血が上る。

　顔が熱くなる。

　驚きと、照れと、困惑と、……そして、ほんの少しの残念さも感じていた。

　何を隠そう、これが僕にとっては生涯初めてのキスだったのだ。

　過度な期待や幻想を抱いているつもりもないけど、本来キスっていうのはお互いの愛情を確認し合う行為であるはずで、そりゃまあ事故なんだから数には入らないのかもしれないけど、最初のキスはきちんとした形でしたかったなあ、とは思わずにいられなかった。

　ただ……白状すると、ラッキー、とも思っていた。

　僕だって男なワケで、可愛かわいい女の子とキスをしたいっていう願望はあるのだ。そして、千紗は申し分なく美少女目もく可愛い科に分類される女の子なわけで。

　まして今現在、僕と千紗は折り重なるように倒れ込んでいる。つまり、仰あお向むけになって下になった僕に重なるように千紗の体があるってことで。



    

  
    
      



    

  
    
      　したたかに打った背中の痛みもほとんど気にならない。ただ、唇に、胸の中に感じられる千ち紗さの存在感に感動しまくっていた。

　柔らかい。唇のみならず、色々と、全体的に。

　閃せん光こうのように脳裏によみがえるのは、ラプンツェルの白い身体からだ。

　ごまかしの利かないあの衣装をまとった姿を何度も目にしている僕は、メリハリのある千紗の身体のどこがどれだけメリっていてハリっているのかをよーく知っている。

　その身体が、今僕の上に乗っかっているのだ。

　つまり、胸板に押しつけられたこのむにむに感は間違いなく女性特有のあの隆起……とか、きっとこの辺のむっちり感が太ふと股ももなのかな……とか、容易に想像できて……いや、ごほん。なんでもないです。

　ほら、僕は千紗……っていうかラプンツェルを散々背中に乗せたりしてはいたけど、リンドヴルム状態では硬く分厚い鱗うろこのおかげで何も感じられずにいたからさ。それってつまり、ずっとお預け状態だったに等しいってことで……。

　言い訳だね。はは、情けない。

　いやしかし、……まさか、こんなことになってしまうとは。

　時間が止まったような感覚の中、ドキドキしながらそんなことを考えていた。

　そして、こうなる原因をつくった仔こ猫ねこが、僕らの頭上で「にゃあ」と鳴いた。



    

  
    
      


第一章　ご近所統治狂想曲





　僕と千紗の身に降りかかってきた事故の発端について説明するには、一週間くらい遡さかのぼらなければならない。



　それは、日本人なら誰だれもが知っている一人勝ちのテーマパーク『オトギーランド』で起こった謎なぞの爆発事故から何日か後のことだった。

　オトギーランド・コーポレーションの社長であり、僕らのクラスメイトでもある龍りゆう造ぞう寺じ八や都と子こさんは、記者会見で公言した通りデーモンテイルの清掃活動に積極的に参加した。それこそ会見の当日から連日、誰かさんたちのために一時頓とん挫ざしていた河か川せん敷じきの清掃を、大勢の社員と一緒にやってきては手伝ってくれている。

　……いや、ご本人は作業に従事する社員たちを鼓舞したり指揮したりしているだけか。

　何でも、現在オトギーランドが休園中のため、人手が余っているのだとか。まあ、助かることは助かるんだけど……。

「人の上に立つ者として、有言実行は基本中の基本ですわ」

　取材に来ていたテレビ局のリポーターたちに向かって、スーツ姿の龍造寺さんは堂々と言い放った。

　僕らも目立つ存在ではあるけど、『オトギーランド』の名前だって充分すぎるインパクトを持っているのは言うまでもなくて、だからその両者がタッグを組んで行っている河か川せん敷じきの清掃はイヤでも目立つ。当然、マスコミだって放ほうっておいてはくれない。

　龍りゆう造ぞう寺じさんは、カメラ目線でバサッと長い栗くり色いろの髪を後ろに跳ね上げた。

　お馴な染じみのその仕草は、彼女に似合っていてとてもカッコいい。ただでさえ足が長くてモデル顔負けのスタイルだったりするものだから、颯さつ爽そうとした立ち居振る舞いは絵になるの一言だ。

「それに、企業というものは、社会に対してどのような貢献ができるのか、ということを日々考えていかなければならないと思いますの」

　なおも龍造寺さんは、ご高説を気持ちよさそうに語っている。

　こうしてみるとすごく有能に見えて、事実、企業を切り盛りする人としてはリーダーシップや責任感のみならず、企画力や実行力も天性の切れ味を持っているのだという。ただ、実際には酷ひどくバランスの悪い人で、学校での勉強はｂｅ動詞の使い方や九九さえおぼつかない可哀かわい相そうな感じだったりする。

　しかし、この河川敷の清掃に関してはその切れ味を証明するかのように、

「キャラクター目当てに人が集まれば、手伝って下さる人も増えるはずですわ」

　と、自社のキャラクターである狐こ太た郎ろうや茶ちやヶが丸まるを伴ってきたりした。

　オトギーランドが休園中の今でも、この河川敷に来れば人気のキャラクターに会うことができる、と世間にアピールしたのだ。

　その様子を見物しにやってきた親子連れが二度目には作業を手伝ってくれるようになり、そうした動きが広がってくればその様子がもっと大々的に報道されるようになり、報道される回数が増えればますます人が集まってくる。

　そしてついにその騒ぎに行政も重い腰を上げ、粗大ゴミを運うん搬ぱんする車両を手配したり職員を派遣したりするようになってきた。

　見るだに悲ひ惨さんだったゴミまみれ河川敷も、それだけの人の手にかかれば実に呆あつ気けなく片づいてしまう。もう僕らが一生懸命頑張る必要もなく、余裕たっぷりに談笑しながら作業を進めても今日中にはゴミが一掃されるところにまできていた。

「……えっと、正体って、案外バレないものですね」

　龍造寺さんを見やって、ラプンツェルこと久く喜き島しま千ち紗さが僕に呟つぶやいた。

　今日ももちろん、清掃には不似合いな大胆なコスチューム。

　大きく開いた胸元に覗のぞく白い谷間は、容よう赦しやなく僕の視線を引き寄せようとする。その胸元のタトゥーは実に色っぽく、お尻しりから伸びてくねくね動いている小悪魔の尻尾しつぽは実に可愛かわいらしい。

　ゴミを拾うために伸ばしたピンク色の髪の毛も、ゴミ袋を持った手も、完全に止まってしまっていた。……が、まあいいか。どうせ放ほうっておいても終わるだろうし。

「完全に開き直ってるよね。いい根性してると思う」

　リトル・レッドフードこと片かた桐ぎりありすも相づちを打った。

　白いブラウスにベージュのハーフカーゴパンツ、革製のロングブーツに真っ赤なフード付きケープ。首から提げた大きな金色の懐中時計は、我らがデーモンテイルが誇る超秘密兵器『認識偏向時計』だ。

　しかし、もう七月になろうとしている今日この頃ごろ、何とも暑そうな格好だ、と思う。ハーフカーゴパンツはともかく、フードとかが。

「まあ、彼女が暴れていたときは報道も来ていなかったし、ご近所の皆さんにもすぐに避難してもらったからな。顔はもちろん、『竜りゆう宮ぐうフォース』の存在そのものが世間的にはあまり興味がないのかもしれんな」

　龍りゆう造ぞう寺じ八や都と子こご本人としてカメラに撮られている女子高生社長は、数日前までここで『竜宮フォースの乙おと姫ひめ』と名乗って大暴れしていた張本人なのだ。それも、戦車砲を搭とう載さいした機動兵器まで持ち出して。

　ただ、物騒ではあったものの、僕らに対して絡んできただけで、世間様にはさほど迷惑をかけていないのだ。その分、僕らが被こうむった迷惑の度合いは、それはそれは大変なものだったけれど。

　ぶっちゃけ、僕らの清掃活動の手伝いも、それで散々迷惑をかけたことに対する埋め合わせって気がする。

　と、そこにテレビへの取材を切り上げて、噂うわさの張本人が、

「リンドヴルム様！」

　と僕の名を呼びながら駆け寄ってきた。

　今さら事こと細こまかに説明するのもアレだけど、もちろんリンドヴルムっていうのは僕の本名じゃない。千ち紗さの『お願い』を聞いたことで、僕は改造されて胸元というか鎖骨の間あたりにスイッチを設置されてしまった。それをオンにすることで変身するドラゴン、その名前がリンドヴルムなのだ。スイッチがオフのときの僕は、どこにでもいるような一高校生、赤あか尾お竜りゆう太たに過ぎない。

　ちなみに、似たようなスイッチは千紗の手首にもある。ありすの場合はただのコスプレだけど。

　さて、それはともかく。

「ホホホ、ご覧になりまして？　わたくしの手にかかれば、この程度の河か川せん敷じきなど瞬またたく間に綺き麗れいになってしまうのですわ！」

「……いやいや、アンタの手にかかってないし。アンタ、一個も自分の手でゴミ拾ってないから」

　すかさずリトル・レッドフードがツッコミを入れるが、

「これがわたくしの実力のごく一部ですわ。お側そばに置いて下されば、他ほかにも色々とお役に立ってご覧にいれますわよ？」

　聞いちゃいないし。

「無視すんなっつーの」

　言いながらリトル・レッドフードが投げた空のペットボトルが、こん、と龍りゆう造ぞう寺じさんの頭にヒットする。龍造寺さんはムッとした顔でリトル・レッドフードを睨にらみつけて、

「いたずらはいけませんわね。まったく、最近の小学生は……」

「誰だれが小学生だッ！　ってか、今さらわざとらしくそーゆー間違い装うか!?」

「ほら、お嬢ちゃん、あっちに狐こ太た郎ろうや茶ちやヶが丸まるもいますわよ？」

「しつこいッ！」

「何でもいいですわ。邪魔です、あっちへ行ってらっしゃい」

　龍造寺さんはシッシッと犬を追い払うように手を振って、何事もなかったかのように笑顔を僕に向けた。ありすが地団駄を踏んでいるが、もちろん龍造寺さんは気にしない。

「ねえ、リンドヴルム様。わたくし、理想的な伴はん侶りよとは、対等のビジネスパートナーでもあるべきだと思いますの。お互いの夢や野望を実現するための最大の協力者になりうる、という関係こそがベターですわ」

　いや、伴侶とか言われても。

　半ば呆あきれ気味の僕を置き去りにして、龍造寺さんは頬ほおを染めてちょっとモジモジしながら指で髪の毛をくるくるやって、

「つまり、わたくしを娶めとって頂ければ……はっ、殺気!?」

　瞬間、龍造寺さんがくるりと振り返って身構える。またリトル・レッドフードが何か投げようとしていたのかな、と思ったら、空き缶を投げようと振りかぶっていたのはラプンツェルだった。……何をやっているんだか。

　と、そこへ、

「若いモンはいいのう。青春じゃのう」

　などと笑いながら、お爺じいさんが歩み寄ってきた。

　完全に白くなった髪の毛を短く刈り込んでいる。軍手にスニーカーなのは清掃作業のためだけど、それでも真っ赤なアロハを着こなしてサングラスを着用する粋いきなお爺さんだ。河か川せん敷じきのみならず、以前に公園の清掃をやったときから何度も手伝いに来てくれている。もちろん、もうすっかり顔かお馴な染じみだ。

「それにしても、ここがこんなにサッパリする日が来るとは思わんかったわい。まるでワシの若い頃ころに戻ったようじゃ」

　しみじみと河か川せん敷じきを見渡して、お爺じいさんは嬉うれしそうに言った。

「それもこれも、お前さんたちデーモンテイルのおかげだ。礼を言わんとなあ」

「いえ、そんな……」

　ラプンツェルは若干照れ気味に恐縮したが、そもそもこの活動の当初の目的は河川敷一帯を占拠することだったわけで。それを忘れてませんか、総帥閣下。

「いやいや、謙けん遜そんすることはないぞい。公園のこともそうじゃが、この町の住人がこんなに積極的に奉仕活動をするなど、信じられん。現に、お前さんたちがここの掃除を始めるまでは、ここのことを気にする人間なんぞ一人もおらんかった」

　お爺さんはためらうようにそこで言葉を切り、僕らを順に見て、最後にラプンツェルで視線を留めた。

「……確か、頭目はそこの色っぽいお嬢ちゃんだったかな？」

「え？　あ、はい」

「どうじゃ、町内会長をやってみんかね？」

「はい？」

　ラプンツェル同様、僕もリトル・レッドフードも驚いて「はあ？」と声を上げていた。

　龍りゆう造ぞう寺じさんは他人事のように成り行きを見守っていたけど。

「ワシも歳としでな。いいかげん次の世代に役職を譲りたいんじゃが、どいつもこいつも面倒くさがってなり手がおらん。それでやむなくずっと引き受けてきたんじゃが……おぬしらがやってくれるなら、みんなも率先して動くじゃろうて」

「いやしかし、行政が認めないのでは？　こう見えて我々は悪の秘密結社だ。そうでなくとも、国民の範はん疇ちゆうに入るのかどうか……」

「でも、あの、納税はしてますよ？　利益は出ていないので今のところ所得税はないですけど、相続税はちゃーんと払いました」

　ああ、そういえば、改造されたときにそんな話を聞いたような……。

「納税って……。デーモンテイルってさ、よく素性が隠し通せてるね」

　呆あきれ気味にリトル・レッドフードが言った。まったく同感だ。そういう真面目まじめさは、とても彼女らしいとは思うけど。

「というかな、ラプンツェル。そういう問題ではないだろう」

　僕の言葉にお爺さんは哄こう笑しようして、

「なに、人望のある町内会長がおらんで困るのは行政の方じゃよ。ワシが責任を持って市に認めさせるわい。伊だ達てに二〇年も町内会長をやっておらんよ」

　二〇年って。長ッ！

「……やります！」

　ラプンツェルが、キッパリと言いきった。

「やります！　喜んでやります！　絶対やります！」

　目をキラキラさせている。うわ、この子がこういう目をするときって、ろくなことがないんだよなあ……。

「もう冗談だったって言ってもダメですからッ」

　拳こぶしを握りしめて、ラプンツェルはやる気をみなぎらせている。

「うむ、よう言った！　それでこそワシが見込んだお嬢ちゃんじゃ！」

「はい！　もう、どーんと任せて下さいッ！」

　なんだかなあ。要は面倒な仕事をラプンツェルに押しつけたいだけなんじゃ……。

　ま、そう心配することもないか。いくらなんでも、得体の知れないデーモンテイルを町内会長に、なんて市が承認しないだろう。

　……と、思ったんだけど。

　甘かった。

　どういう交渉をしたのか、本当にお爺じいさんはあっさりと市側に町内会長の交代を認めさせてしまったのだ。

　今、この場で。

　それも、携帯で、ものの数分話しただけで。

　まあ、もちろん、諸もろ々もろの手続きは後日に回されたわけだけど。

「やりました！」

　ぐっ、と拳を握りしめてガッツポーズをし、ラプンツェルは無邪気に僕に笑いかけた。

「一気にご町内を制圧完了ですッ！」

　はあ？

　一瞬、呆あつ気けにとられて放心してしまった。

　……つまり、何か。

　自分が町内会長になった、ということは、町内で一番偉い、だから町内は自分の制圧下にある、と……。

「いやいやいやいや、ボス、それはちょっと違うから」

　リトル・レッドフードがツッコミを入れるが、ラプンツェルは耳を貸そうともせず、

「大躍進です！　頑張った甲か斐いがありましたよ、リンドヴルム！」

　僕もリトル・レッドフードの意見に賛成なんですが。

「ほっほっほっ、いや、喜んでもらえて何よりじゃわい。なに、嬢ちゃんなら立派に町内会長をやり遂げられる！　ワシが保証する！」

「はいっ！」

　根拠もなしに保証されても。っていうか、お爺さん、あんまりラプンツェルを煽あおらないで下さい。

「……大丈夫かなあ」

　リトル・レッドフードが不安げに呟つぶやいた。

　僕は、やれやれ、と溜ため息を一つ。

「ま、何とかなるだろう。というか、なるようにしかならん」

　言い換えるなら、諦あきらめた、ということだけど。

「世界征服が進んだから、今日はご町内制圧記念日です！」

　僕らの憂うれいを知るよしもなく、ラプンツェルは高らかに脳内記念日の制定を宣言したのだった。



　　　＊



　そのご町内の地下深くにあるデーモンテイルの秘密基地では、町内会長を兼任することになった悪の総帥閣下が上機嫌で息巻いていた。

「ついに！　わたくしたちは、ご町内を制圧することに成功しました！　世界征服に着実に近づいています。この一歩は人類にとっては小さな一歩でも、デーモンテイルにとっては果てしなく大きな一歩です！　皆さん、この調子で頑張りましょう！」

　洞どう窟くつを模した広い空間に、そんな総帥のありがたいお言葉が響き渡る。

　目出し帽に赤い野球帽、都市迷彩の軍服の一団、レッドキャップ隊の面々もすでにデーモンテイルのペースに慣れつつあって、円卓に着いて適当に聞き流している。

「でも、気を抜いてはダメです。統治は征服より難しいって竜りゆう太たさんが言ってました。なので、デーモンテイル領土の統治には細心の注意を払おうと思います！」

　町内会長に統治云うん々ぬんいうほどの権限は与えられてないけどね。まあ、千ち紗さが支配者気分を味わって満足するならそれでいいか。

「統治ねえ……」

　円卓に頬ほお杖づえをついて、ありすは、

「で、具体的には何をやんの？」

　と訊きいた。

「え？　えーと……」

　すぐに千紗が言葉に詰まる。要するに深く考えてはいなかったわけだ。

「とりあえず、ご町内の皆さんの意見や要望を聞いてみてはどうですか」

　とレッドキャップ隊の良心、一〇号からの提案。実にまともな意見だ。

「では、それをやりましょう！」

　千紗が即決した。

「でも、どうやんの？　小学校の学級会じゃあるまいし、目安箱の設置ってわけにもいかないでしょ。専用の電話とか、ここに用意する？　あ、でも基地が探知とかされちゃうとまずいかな？」

　ありすの言葉に、回答が円卓の遥はるか上にある虚空から返ってきた。

『問題ありませんよ。こっちでキッチリとプロテクトをかけておきます』

　千ち紗さの祖父にしてこの基地と一体化したマッド・サイエンティスト、ドクター・フォートレスこと久く喜き島しま善ぜん治じ郎ろう氏だ。マッドというには性格が穏やかだけど、でも、油断してはいけない。少なくとも、了解もなしに僕をドラゴンに改造してしまうくらいにはマッドなのだから。

「どうせだったら、メールでも受けつけられるようにしようぜ」

　そう言ったのは、元々はネットを使って色々と他人には言えないことをやっていた経歴を持つ一号だった。

「そうだな。一軒一軒聞いて回るよりはそっちの方が効率的だ」

「あとはその電話番号とアドレスさえ配れば機能するもんな」

「それなら、回覧板に記載しておけばいいかも。あとは、町内会管理の掲示板とかも何カ所かあるはずだから、それでかなりカバーできると思うよ」

　レッドキャップ隊の面々の提案に、僕もそう意見を述べた。

　ぶっちゃけて言えば、おかしな悪事を計画されるより、こういう内容の方が心が穏やかでいられる。少なくとも、統治と言っている以上は、悪事には結びつかないだろう。どうせ上う手まくいかないとはいえ、やっぱり銀行強盗だの誘拐だのの話は気持ちがいいものではない。

　こうしてトントン拍子で会議は進行し、翌日にはすべての準備が完了していた。

　かくして、デーモンテイルによるご町内統治作戦が決行されたのである。



　記念すべき第一号の電話は、僕らが考えていた内容と大きくかけ離れていた。

『テレビがね、点つかなくなっちゃったのよ。おかしいわねえ、昨日まではちゃんと映ってたのに。ほら、年寄りには、何ていうの？　配線？　とか、難しいでしょう？　ちょっと見にきてくれないかしら』

　そして、対応したのが千紗だったのも運命だったかもしれない。

「それは大変ですねえ。わかりました、すぐに何とかしますから」

　断れよ！　デーモンテイルは電気屋さんかよ！

　たぶん、その場にいる全員が心の中でそうツッコミを入れたに違いない。しかし千紗は総帥なワケで、レッドキャップ隊にお給料を出している雇用主でもある。その権力は、デーモンテイル内では絶対なのだ。

　まあ、確かに『要望』ではあるんだろうけど……。

　結果、電子機器に強い六号が出張って事態を解決してきたのだった。

「参ったよ、行ってみたらさ、電源が入ってねえでやんの。足に引っかかったかなんかでコンセントが抜けてたんだな。まあ、面倒な故障とかじゃなくて助かったけど」

　そんなことが二、三度続いた結果、ご町内の皆様の間に「デーモンテイルが無料で便利屋をやってくれる」と口コミで伝わってしまったらしい。

　そのおかげで、

　蜂はちの巣を駆除してほしいとか。

　電球を取り替えてほしいとか。

　おとなりのピアノの音がうるさいとか。

　天井裏のネズミを何とかしてほしいとか。

　逃げ出した飼い犬を捕まえてほしいとか。

　自転車がパンクしてしまったとか。

　腹が減ったから焼きそばパンを買ってきてとか。

　そんな『要望』のために、連日、東とう奔ほん西せい走そうすることになってしまったのだ。主にレッドキャップ隊が。

「……おかしいだろ、何で便所掃除しに俺おれらが出向かなきゃならないんだ」

「おいらは電気屋じゃないっつーの！」

「ゴキブリが出たくらいで呼びつけられてもなあ」

「一号はいいよなぁ、『パソコンの使い方教えて』とかそんなんばっかりで」

「いやいや、『クリック』の意味から説明すんのはかなり苦痛だぞ？」

「俺、楽しい」

　何でも、腹が減った、と言う人のところに出かけて作った中華料理が絶品だったとかで、出張料理人的に中国人である五号の人気が急上昇中らしいのだ。特に水すい餃子ぎようざとあんかけチャーハンが美お味いしいのだとか。

　うーん、人は見かけによらない。っていうか、かなり意外な特技だ。実は料理人でも目指していたのだろうか。そのうち僕も教えてもらおう。

　ともかくそんなこんなで、統治開始から数日、連日の御用聞きで、その日も夕方には全員がぐったりと疲れ果ててしまっていた。

　しかし、

「へっちゃらでしょ、どうせアンタら暇なんだから」

　隊長であるありすにそんなことを言われてしまっては、もう不平さえも言い出せないレッドキャップ隊なのだった。

「……隊長、気になるメールが来ていますよ」

　レッドキャップ隊で唯一涼しい顔をしていた一〇号が、一号のノートパソコンを横からいじりながら言った。

「どれ？　……娘がおかしな集会に行くようになって困っています。なんとかやめさせてもらえないでしょうか……って、これは今までのよりちょっと優先順位高いかもよ？」

　覗のぞき込みつつ、内容をありすが読み上げた。

　というか、これまでの『要望』がどうでもよすぎたの間違いでは。ただ、この段階では何とも言えない。『おかしな集会』の内容によって深刻度ががらりと変わってくる。

「集会ってなんでしょう？」

　千ち紗さが口元に人差し指を当てて、首を傾かしげる。

「集会って言うからには暴走族か。チーマーとか？」

　そう言う八号に、ありすは、

「いやいや、このあたりにそんな物騒なのはほとんどいないし」

「ちょっと悪い仲間と連つるむようになった、くらいならいいんですが……。変な宗教やマルチ商法のようなものに引っかかったのであれば大変ですね」

　腕を組んで、一〇号が心配そうに呟つぶやいた。

「悪い友達だって程度によるでしょ。髪の毛染めたりするくらいならいいけど、ドラッグとかに手を出し始めると洒落しやれにならないよ」

　ありすの言葉に、僕と千紗もうなずいて同意を示す。

「どっちにしても、明日にしておくれよ。おいら、今日はもうクタクタだからさ」

　六号が言うと、一〇号以外の全員がうなずいた。

「情けない……。すみません、隊長。少し鍛きたえ方が足りなかったようです」

「んー、いやまあ、この暑い中を毎日駆けずり回ってればこんなモンじゃん？」

「そうですよ。皆さん、ご苦労様でした。おかげさまで評判もいいですし、統治の滑り出しは上々です！」

　嬉うれしそうな千紗に、目出し帽の下で苦笑を浮かべつつ、

「では、この件は明日の朝一番で対応しましょう」

　と一〇号が今日の統治業務を締めくくった。

　……それにしても、統治、ねえ。

　いや……まあ、いいか。誰だれの迷惑にもなっていないだろうし、むしろ喜ばれているんだから。



    

  
    
      


第二章　千ち紗さと仔こ猫ねことキスの関係





　翌朝。

　いつもよりちょっと騒々しい教室に足を踏み入れると、騒ぎの中心人物が向こうから駆け寄ってきた。超ご機嫌な笑顔で。

「見て下さい見て下さい！　うちの猫が仔猫を生んだのですよ！」

　そう言って数枚の写真を押しつけてきたのは、魚うお住ずみ真ま緒おというクラスメイトだった。

　ショートカットの、人懐っこい童顔にそばかすがキュートな女の子。このように誰だれにでも笑顔で接するので、『クラスみんなの妹』みたいな立ち位置をすぐに築き上げてしまった。

「へえ……。可愛かわいいね。アメリカン・ショートヘア？」

　写真を一いち瞥べつ。

　寝そべったりじゃれ合ったりする五匹の仔猫が写っていた。

　五匹とも揃そろって銀髪虎とら縞じま。ってことは、種付けからふだんの生活まできちんと管理されていたのだろう。半野良で好き勝手交尾していたのでは、こうも統一性のある仔猫たちは生まれない。

　魚住さんは僕の言葉に、にこっ、とえくぼをつくって笑って、

「はい、そうです！　大当たりです！　赤あか尾お君は猫に詳しいですね？」

「いや、言うほどじゃないけど……。鞄かばんを置きに行っていいかな？」

　写真を返すと、魚住さんは「はい！」と元気よく返事をして、他ほかのクラスメイトのところへと写真を見せびらかしに行ってしまった。

　自分の席に鞄を置くと、写真を見ながらわいわいとお喋しやべりに花を咲かせる女の子たちの輪から、千紗とありすがやってきた。

　歩くたび、千紗のお団子から伸びた綺き麗れいな髪の毛がさらさらと揺れる。

　それに対して、ありすの長さが足りていない自称ツインテールは上下に弾はずんでいる。

「おはようございます、竜りゆう太たさん」

「竜太、おはよ」

「うん、おはよう。……何だか今日は、猫一色だね」

　苦笑混じりに言った。見回せば、教室のあちこちで写真を手にお喋りの花を咲かせる輪ができている。

「ええ、可愛いですよね」

　そうだね、とうなずく。それについて否定する要素はまったくない。

「それよりさ、竜太」

　ありすが少し声のトーンを落として、

「昨日のあれ、たぶん彼女のことだよ」

「昨日のアレ？」

「そう。娘が変な集会に、ってヤツ」

　あ、あのメールか。

「え？　ホントに？」

　ちょっとビックリだ。千ち紗さも驚いてありすを見つめている。

「うん。メールの最後に名前も書いてあったから。あたしが知る限り、あの町内で魚うお住ずみって名字の家は真ま緒おんトコだけだし、真緒は一人っ子のはずだから」

「……あの町内の家、全部把は握あくしてるの？」

「ある程度はね。前に新聞配達のバイトもやってたし。ちょうど担当があのあたりでさ」

「なるほど」

　と、そこへ、我がクラスの委員長殿が龍りゆう造ぞう寺じさんと一緒にやってきた。

　委員長は名前を高たか槻つき姫ひめ乃のという。

　身長一七〇の大台にあと一センチと迫る、堂々たる女丈夫。

　眼鏡めがねに三つ編みお下げと典型的な委員長スタイルながら、その威圧的な眼光と態度は食物連鎖の頂点に座する者のそれだ。

　空手の特待生として我が校に推薦入学し、一年生ながら団体戦メンバーに名を連ねる猛も者さなのだとか。ただし、成績不振で顧問の不興を買い、空手の実力より成績でレギュラーの座が危うくなっているという、なんとも独創的な道を突き進んでいる。また、その圧倒的に強引な仕切りっぷりから、『暴君』と陰であだ名されていたりもする。

　ちなみに、高槻さんは学校指定の鞄かばんを持っておらず、肩からスポーツバッグを提げていた。千紗と一緒じゃなかったし、どうやら朝練帰りらしい。とすると、今ご登校の龍造寺さんとは廊下かどこかでたまたま出くわした感じか。

「今朝はまたずいぶん騒々しいな」

　教室を一周睥へい睨げいして、高槻さんは誰だれにともなく呟つぶやいた。

「魚住さんが仔こ猫ねこの写真を持ってきたんです。可愛かわいいですよ」

　その呟きに、千紗がにこやかに答える。

「仔猫か。んー、猫よりも、その写真を手に屈くつ託たくなく笑う彼女の方がずっと可愛らしい気もするがな」

　腕を組んだ高槻さんの言葉に、怪け訝げんな顔で龍造寺さんが一歩身を引きつつ、

「まさか、委員長、女の子の方が好みでしたの……？　そういえば、オトギーランドでも妙にボディタッチが多かったような……」

「ええっ!?　そうなの、高槻さん？」

「あはは、でもねヤトちゃん、リンドヴルムより委員長の方がまだしもまともな気がするよ？　きっと幸せにしてくれるって！」

「こらこら、赤あか尾お、信じるんじゃない。片かた桐ぎりさんも、おかしな推測を根拠に妙な煽あおり方をするな」

　僕やありすの物言いに、高たか槻つきさんは苦笑しつつ抗議した。しかし不満を覚えたのは龍りゆう造ぞう寺じさんも同様だったらしく、

「わたくしとしましても、聞き捨てなりませんわ。何より、リンドヴルム様とわたくしの距離は確実に縮まっていますのよ？　河か川せん敷じきでの清掃で、リンドヴルム様のわたくしに対する評価はぐっとアップしたはずですもの！」

　いや、感謝はしてますけど、全然縮まってもアップしてもいませんから。

「でも、河川敷のお掃除が終わってからは全然会ってないんですよね？」

　ニコニコといつもの微笑ほほえみを湛たたえたまま、千ち紗さもそんなツッコミを入れる。

「う、それは……」

　言葉に詰まった龍造寺さんに、ありすまでここぞとばかり、

「あはは、それって何とも思われてない証拠じゃん！」

「……いいえ、リンドヴルム様にかぎって、そんなことはありませんわ！　それに、会えない時間が愛を育てるってよく言いますもの！」

「めげないな、ヤトは。いい根性をしている」

　その点については、僕も高槻さんに同感です。

　しかし、なんだかんだ言ってみんな龍造寺さんをいじるなあ。いつの間にか、っていうか一瞬にしてターゲットが高槻さんから龍造寺さんにシフトしてるし。いやまあ、仲が良いのは何よりだけど。

「あ、ほら、高槻さん。可愛かわいい可愛い魚うお住ずみさんが来たよ」

　高槻さんに揶や揄ゆをたっぷり混ぜて言うと、高槻さんよりも魚住さんが、

「え？　え？　きゃー、なんですか、もう！　イヤですよ、可愛いだなんて！」

　そばかすの頬ほおを染めてはにかみながら、バシバシと僕の二の腕を叩たたくのだった。

「ははは、赤尾の腕を叩く魚住はいっそう可愛いな」

「えー、なんですかそれー。もう、委員長さんったら」

　バシバシ。

「いやいや、本当に可愛くて微笑ましいぞ」

「えへへ、本気にしちゃいますよ？」

　バシバシ。

「……あのー、可愛いのはいいんですけど、僕はいつまで叩かれ続けるんですか……？」

　そんな光景を半眼で見つつ、ありすは露骨な舌打ちをした。

「……またか。ったく、この馬ば鹿か竜りゆう太たは……ッ」

「無自覚なんですか……？　本当に無自覚なんですか……？」

「だいたい、竜りゆう太たに手や足を出してもいいのはあたしだけだっつーの」

「いえ、片かた桐ぎりさん、それは違います。全然違います」

　……えーと、僕なにか気に障るようなこと言った……？　妙に不穏当な発言も聞こえたんですが。

「あっはっは。それより魚うお住ずみは、赤あか尾おの腕を叩たたきに来たのか？」

「あ、いえ。もちろん違うのです！　委員長さんにこれを見せに来たのですよ！」

　もちろん、取り出したのは仔こ猫ねこの写真。

「おー、なるほど、これは確かに可愛かわいいな」

　写真を受け取り、高たか槻つきさんが素直に感嘆の声を上げる。脇わきから覗のぞき込んだ龍りゆう造ぞう寺じさんも、わあ、と口元が綻ほころんでいる。

「ですよね！　ですよね！」

　魚住さんも自慢の仔猫を褒ほめられてご満悦のご様子。

　と、ありすが何かを思いついたように「あ、そうだ」と言った。

「ねえ、真ま緒お。あたし、この子たちの実物見たいなー。ね、見に行っていい？　抱っこさせてよ。善は急いで今日の放課後に」

　あ、なるほど。

　おそらく、僕らが授業を受けているうちにレッドキャップ隊が彼女の家に事情を聞きに行くだろう。けど、彼女本人の言い分だって聞いておくに越したことはない。この仔猫たちはまさに絶好の口実だ。

　千ち紗さもそれに気づいたのだろう、

「あ、あの、わたくしも！　わたくしも抱っこさせてほしいです！」

　と名乗りを上げた。いやまあ、もしかしたら本当に猫を抱きたいだけだった可能性も捨てきれないけど。だって、目がものすごく輝いてるし。

「竜太さんも姫ちゃんも、ヤトさんも一緒に行きましょう！」

　テンション上がりっぱなしで、千紗が僕らを見回しながら言う。そんな様子に苦笑しつつ、僕は、

「いや、僕はいいけど、先に魚住さんの都合を訊きかないと」

「大歓迎です！　この子たちも喜びますよ！　是非来て下さい！」

　即答ですか。ま、写真を持ってきて見せびらかすくらい溺でき愛あいしているなら、猫を褒められれば嬉うれしくないはずがないか。

　高槻さんは肩を竦すくめて諦あきらめたように苦笑いし、わざとらしく溜ため息をついた。

「そういうことなら、お言葉に甘えるか」

「まあ、どうしてもと仰おつしやるなら、わたくしもご一緒いたしますわ」

　と、龍りゆう造ぞう寺じさんも長い髪を後ろにバサリと跳ね上げる。

「他ほかに来る人、いないですかー？」

　魚うお住ずみさんが振り返って、教室中に声をかけた。

　が……しかし、クラスメイトたちの反応は微妙だった。

「今日は……ちょっとなあ」

「そんな急だと、ね」

「あ、あたし部活あるから」

「ごめーん、今日は予定が入ってるから。また今度にするわ」

　顔を見合わせ、誰だれも彼もがちょっと気まずそうに言い訳じみたお断りを口にする。ついさっきまで、写真を見てキャーキャー騒いでいたというのに。

「えー。それは残念です……」

　しょんぼりした魚住さんは、その雰囲気というか妙な空気には気づいていないらしい。ただ単純に、みんなの都合が合わないのが残念、というふうだった。

「ま、しょうがないんじゃん？　みんなそれぞれ都合があるんだし」

「そうだよ。それに、クラスの全員でお邪魔するのはさすがに迷惑だろうし」

　僕もそう言って魚住さんを慰めておいたけど……、なんだろう。今の雰囲気。

　気になって次の休み時間にそれとなくクラスメイトに訊きいたところ、

「んー、あんまりあの子のこと悪く言いたくないんだけどさ……、彼女最近、なんか変なイベントに人を誘うんだよね。ほら、テレビとかでちょくちょくやってる、猫好きの集まりがどうとかってやつ。別にそれやってる会社とか、疑ってるわけじゃないんだけど、あたしらもそういうのにお金出そうってほど猫命じゃないしさ」

　あー。これはいよいよか……。

「心配は心配なんだけどね。あの子って素直だからさ。思い込んだら夢中になっちゃって忠告なんか聞かないし。変なことに巻き込まれなきゃいいんだけど」

　どうやら責任は重大かもしれない。

　あんまり仔こ猫ねこにうつつを抜かしてもいられないな。



　　　＊



　そして放課後。

　魚住さんの部屋は、家具やカーテンから壁紙に至るまでパステルカラーで満たされた、明るい感じの女の子らしい内装だった。八畳くらいだろうか、勉強部屋にしては広い。その上、綺き麗れいに整理整せい頓とんされていて、掃除も行き届いていた。部屋の隅にはそれほど大きくないオモチャのジャングルジムみたいなモノがあって、『キャットタワー』という猫用の遊び場なのだと魚うお住ずみさんが教えてくれた。

　そしてそのキャットタワーの脇わきに毛布だかタオルだかを敷き詰めた猫たちの寝床があった。寝床には丸っこい文字で『シャルロット』と名札がついている。その中で、やはり仔こ猫ねこたちと同じ毛並みの母猫が悠然と顔を洗っていた。

　そして仔猫たちはというと、ピンク色の可愛かわいらしいクッションの上にモコモコと固まっている。

「おお」

　と、高たか槻つきさんの口からさえ感嘆の声が漏れた。

　確かに、小さなアメリカン・ショートヘアの可愛さは凶悪だった。

　猫というのはもともと目が大きくて可愛い顔をしているわけだけど、仔猫はその比率がさらに大きいように思う。

　その大きな澄んだ目が好奇心丸出しでくるくるとよく動き、みゃあみゃあという鳴き声を上げては、兄弟同士でじゃれ合ってクッションの上で転ころげ回るのだ。

　その動きの頼りなさ。

　柔らかそうな銀色の毛。

　ぬいぐるみのようなふわふわ感。

　ご近所統治の義務感だけで来たつもりだった僕までも、見ていて頬ほおが緩んでしまう。



    

  
    
      



    

  
    
      「これは……この可愛かわいらしさは、ずるいですよう」

　千ち紗さがまるで酔っぱらったようにふらふらと仔こ猫ねこたちに歩み寄った。頬ほおを上気させて、うっとりとした表情で、しゃがみ込んで仔猫たちに見入っている。

　あはは、やっぱり任務より仔猫がお目当てでしたか。

「ですよね！　飼い主ながらまったく同感なのです！　最近、ようやくシャル……母猫が仔猫を隠さないで見せてくれるようになったのですよ」

　部屋に案内されるなり仔猫たちの愛らしさに見入ってしまっている女性陣に、魚うお住ずみさんが言った。

「隠す？」

　ありすが問うと、魚住さんは、

「生まれた直後は、母猫は仔猫を守ろうと寝床をちょくちょく変えたり、隠したりするのです。とってもナーバスなのですよ。生まれてしばらくは、仔猫を見たり抱いたりしたくてもジッと我慢なのです」

「なるほど。さすが飼い主、詳しいねー」

「えへへ、ただの受け売りなのです」

　褒ほめられた魚住さんはくすぐったそうに照れている。

「触ってもいい？　どう持てばいいのかな。やっぱり首根っこ？」

　そーっと手を伸ばしながら、ありすが訊きいた。

「あ、ダメです。人間がそれをやると首を痛めちゃうかもなのです。あれは、母猫が本能でどこを持ち上げたらいいのかわかっているからできるのですよ。私たち人間は、普通に赤ちゃんを持ち上げるみたいに抱き上げた方がいいです」

　しかし、抱き上げるも何も触れる前に、近づいてきたありすの手にじゃれつこうと仔猫の一匹が前肢を伸ばした。その仕草が女性陣の心の琴線に触れたらしく、「きゃあ」とか「うわあ」とか口々に言いながら夢中になっている。

　ありすも抱き上げるという趣旨を忘れて、仔猫たちの前で手を出したり引っ込めたりしながら反応を楽しむことに余念がない。

「これは……反則ですわね」

　みんなが行くならつき合う、くらいのスタンスだった龍りゆう造ぞう寺じさんまで、ありすの手を追って右往左往している仔猫たちに目が釘くぎづけだ。

「……何か、インスピレーションが来そうですわ……。きっとこの可愛らしさを売りにすれば、新しいアトラクションが……」

　それでも仕事と結びつけて考えるあたり、さすが代表取締役。

「もし欲しい人がいるなら、一匹差し上げますですよ？　もちろん、ちゃんと飼ってくれることが条件ですけど」

「んー、欲しいけどなー。飼いたいけどなー。あたしんとこペット禁止だしなー」

　残念そうに唇を噛かんでいたありすが、ハッと期待に満ちた目で僕を見上げた。

「あ、そうだ。竜りゆう太たが飼おうよ。ほら、竜太の誕生日、もうすぐじゃん。プレゼントってことでさ」

「はあ？　いや、うち日中誰だれもいなくなるし。それに、これ以上世話をする対象が増えるのはゴメンだよ。母さんだけでも手いっぱいなんだから」

「えー」

　えー、とか言うな。プレゼントとか言いながら、世話を僕に押しつけつつ美お味いしいところだけ頂こうったってそうはいかないぞ。だいたい、ちょくちょくメシをたかりに来るありすだって、世話をする対象に含まれてるんだから。

　それを言ったら蹴けられそうだから言わないけど。

「ほう、赤あか尾おの誕生日はもうすぐなのか。それは聞き捨てならんな……。あとで詳しい日程を聞かせてもらおうか」

　ニヤリ、と高たか槻つきさんが不敵に笑う。……なぜだろう、自分の誕生日の話なのにイヤな予感が走りまくってしまうのは。

「ま、それはそれとして、残念だが私も無理だ。両親があんまり好きじゃないんだ。千ち紗さのところは？」

「頂きたいのは山々なんですけど、すみません、マサコさんが猫アレルギーなんです」

　マサコさんとは、千紗のお世話をしてくれているお手伝いさんなのだそうだ。人間離れした千紗の味覚のために、日々苦労が絶えないのだとか。

「あー。さすがにこれ以上マサコさんを苦しめるのはアレだな……」

　マサコさんには常に同情的な高槻さんが苦笑する。

　となると、自然、みんなの視線は龍りゆう造ぞう寺じさんに向くわけだけど、

「自慢じゃありませんけど、生き物の世話をきちんとできる自信なんてありませんわ」

　キッパリと言いきられてしまった。しかも、その言葉には、なんだかものすごい説得力がある。

「鮫さめ島じまさんに世話をしてもらうってのは？」

　龍造寺さんの身の回りの世話を陰かげ日向ひなたで黙々とこなしている人の名前を僕が出すと、

「はあ？　鮫島はオトギーランド・コーポレーションの一社員であって、執事でも使用人でもありませんのよ？」

「え、そうなんだ」

　ありすが意外そうに言った。僕も同じように驚いてしまった。秘書とか側近に近い感じなのだろうか。

「そもそも、自分でちゃんとお世話するつもりがない人にはあげられないですよ」

　魚うお住ずみさんがいつになくはっきりと言った。まあ、それはそうか。大事な仔こ猫ねこをそんな無責任な人に任せることはできない、と。

「じゃあ、この子たち誰だれももらえないんだ……。真ま緒お、どうすんの？　もらい手とか、当てはあんの？　それとも全部飼うの？」

　ちょっぴり不安そうにありすが訊きくと、魚住さんは笑顔で、

「大丈夫ですよ？　全部は飼えませんけど、ちゃんと『キャッツグレイス』で里親を探してもらえるのです。猫好きが集まれば、欲しいっていう人もたくさんいるのですよ。それがわかっていたからお産をさせたのです」

　キャッツグレイス……？　直訳で、猫の優ゆう美び。しかし、魚住さんの言いようからすると、直訳の意味とは思えない。たぶん、お店の名前とか、企業の名前だろう。少なくとも、里親探しをやってくれる組織、団体……。

　そして、クラスメイトが言うには、彼女が入れこんでいる集会とやらは、企業が主催しているらしい。

　総合すると、そのキャッツグレイスが僕らが知りたいモノである可能性は高い。

　しかも、彼女の方からネタを振ってくれるという幸運な展開。

　まあ、仮に違っていたとしても、僕らに損は何もない。ここで踏み込まずして、今日お邪魔した意味があろうか。

「キャッツグレイスって？」

　僕がわざとらしく首を傾かしげると、

「あれ、知らないんですか？　『愛猫家の集い』をやっている会社なのですよ。最近、テレビとかでもネコ社長が出ていたりするじゃないですか」

「ネコ社長って……。ネコが社長なのか？」

　腕を組んで、高たか槻つきさんが訝しげな顔をする。

　一瞬、僕もスーツをビシッと着た猫を想像して首を傾げてしまった。

「あはは、委員長さん、そんなわけないですよ。根っこの根に子どもの子で根ね子こ、名字なのです。根子虎とら之の介すけ社長ですよ。これが私たちと変わらないくらいの歳としなのに、立派に社長をやっているのです！　……あ、龍りゆう造ぞう寺じさんもそうですけど」

　猫の会社の根子社長……。なんか偽名っぽいなあ……。

「しかも、根子社長って、メチャメチャ可愛かわいいっていうか、カッコいいんですよ！　背はそんなでもないですけど、腰なんか並の女の子よりずっと細くって、しかも優しくて紳士的で、フレンドリーで！」

　……なんだかいよいよ胡う散さん臭くさくないですか。

「つまり、その『愛猫家の集い』っていうのは猫が好きな人たちが集まる会合みたいなもので、それを主催している『キャッツグレイス』っていう会社が仔猫の里親探しとかも代行してくれる……っていうことだね？」

「そうです！　みんなも猫が好きなら一回行ってみるといいですよ。猫が飼えない事情がある人のために、キャッツグレイスで世話をしている猫と触れあえるコーナーとかもあるのです。会員じゃない人が参加できる体験会とかも定期的にやってますから……」

　あはは、なるほど。これは、クラスのみんなが敬遠するのもわかる気がする。

「実は、私も猫の飼い方とか、キャッツグレイスで教わってるのですよ」

「あー、受け売りとか言ってたもんね」

　言いながら、ありすがこっそり僕にサムズアップ。僕も、にっ、と笑ってみせた。

　問題になっている『集会』の正体さえわかれば、調べようはある。当人の言い分は……言わずもがな、か。

　同好の士が集まる場、それが楽しいのは理解できる。僕だって、読書好きの人と周囲を置き去りにして盛り上がった経験とかはあるし。

　そしてこれだけ猫が好きなら、集まりに行くのをやめろ、というのは酷な話だ。

　それに、その『キャッツグレイス』が健全な企業で、彼女が自分のお小遣いの中でやりくりしているというのなら、止める理由は何もない。その場合は逆に、不安に思っている家族に状況を説明する、という内容にミッションが移行する感じだろうか。

　とにかく、目的は果たした。

　はは、我ながらいい仕事をしたなあ。

　とまあ、そこまでは順調だったんだけど……。

　そうやって話しながら仔こ猫ねこたちを愛めでること十数分、ようやくありすが仔猫を抱き上げた少し後に、事件は起こった。

「魚うお住ずみさん、わたくしにも抱かせて下さい！」

「もちろんですよ」

　と魚住さんが自ら仔猫を抱き上げて、千ち紗さに渡そうとする。

　が。

　千紗が受け取ろうとしたその瞬間、何を思ったのか、仔猫が暴れ出した。

　千紗の受け取り方が悪かったのか、それとも猫が嫌がる何かがあったのか、それは当の仔猫にしかわからない。

　ただ、一つの事実として、仔猫は千紗の手を逃れて宙を舞った。

　千紗は慌てて仔猫を落とすまいと腕を伸ばした。そして生来の運動神経のなさを遺い憾かんなく発揮し、見事にバランスを崩した。

「危ない！」

　とっさに手が出た。

　誤算があったとすれば、僕自身も腕力にも運動神経にも自信がある方ではない、ということだった。

　千ち紗さを助けようと腕を掴つかんだものの、巻き込まれるようにして僕までバランスを崩していた。もはや転倒は避けられそうにない。

　ならばせめて、僕が下になって千紗を庇かばわなければ。ぐい、と千紗の腕を引っ張って体を入れ替えようとした。

　……今にして思えば、それが一番の失敗だったかもしれない。

　二人してもつれてすっ転ころび、なんという偶然か、庇うべく先に倒れ込んだ僕の上に千紗が降ってきて、そして。

　千紗と、キスをしてしまった。

　室内の空気が凍こおりついたように、しーんとした静寂が訪れた。

　誇張ではなしに、地球の自転も静止したんじゃないか、と思えた。

　ビックリしたり困惑したりラッキーと思ったりちょっぴり残念に思ったりしながら、僕はただ固まって胸がドキドキしているのを他人事のように感じていた。

　千紗が何度か目を瞬またたかせる。そして、おそらくは状況を理解したのだろう、次には驚いたように大きく目を見開いた。

　すぐ目の前、ゼロ距離の千紗の顔が真っ赤に染まっていくのがわかった。

　その類たぐい希まれなる運動神経で千紗の腕から飛び出した仔こ猫ねこをキャッチした高たか槻つきさんが、面白そうにニヤニヤ笑っていた。

　抱いていた腕の力が緩んだのか、言葉を失ったありすの胸元から仔猫が飛び降りた。

「ええっ!?　ええええええええーっ!?」

　魚うお住ずみさんが真っ赤になって、顔を両手で覆って叫んだ。

「……騒々しい。揃そろいも揃って鈍どんくさいですわね」

　長い栗くり色いろの髪の毛を掻かき上げて、呆れたように龍りゆう造ぞう寺じさんが言った。

　その声で我に返ったのか、ありすが千紗の首根っこを掴んで僕から引き離した。そして僕に馬乗りになって、

「な、な、な、何やってんだーッ、この馬ば鹿か竜りゆう太たーッ！」

　と、駄々っ子のように両手でポカポカと僕を殴なぐり始めた。

「い、痛い痛い！」

　両腕で防御するけど、ありすの攻撃が止やむ気配はない。

　そして千紗は――、

　ぺたんと座り込んだまま、放心したように涙ぐんだ目でこちらを見つめていた。

　……うあ。

　涙って……。

　何かが、ぐさりと心に突き刺さったぞ。

　僕だって、ラッキーと思う前にちょっと複雑な感情を抱いたじゃないか。まして、千ち紗さから見て僕がキスできてラッキーと思えるほどの男かというと、その点に関してはちょっと自信がないわけで。

　つまり、千紗は完全にキスされ損の被害者ということか……？

　それに、もし千紗もこれが最初のキスだったとしたら？　そして、僕が感じた以上に幻想を抱いていたとしたら……？

　ぐあー、なんか千紗みたいなタイプって、幻想とか過剰に持ってそうじゃない？

　そうでなくても女の子の心って男よりは繊細で複雑な構造してそうだし……。

　これは……やばい。もしかしたら、すっごく傷つけちゃったかも……？

　ありすが怒っているのもそういうことか。

　さっきの「何やってんだ」ってのは、「事故とはいえ、同意もなしに女の子にキスして傷つけるなんて、なんて無神経なことやってるんだ」みたいな意味？　不可抗力……ではあるけど、事故だったら何でも許されるってもんでもないしなあ……。

　とりあえず、「あー、もう！」と、マウントポジションで駄々っ子パンチを続けるありすをどかして起き上がった。

「いや、その、ご、ゴメン！　っていうか、これ、事故だから！　スパッと、綺き麗れいサッパリ忘れて！　ノーカウント！　ね！」

　しかし千紗は人差し指で目元をぬぐいながらうつむいて、

「忘れるなんて……そんなこと……………………できるはず、ないじゃないですか」

　ぽつり、とそう言った。

　うぐ。うぐぐ。

　言葉に詰まる。っつーか、どうしろと……？

　気まずい沈黙。僕ら人間の都合などお構いなしに、じゃれ合ってる仔こ猫ねこたちの鳴き声だけが部屋の中に満ちる。

　こういうときに一番文句を言ってきそうなありすまで、ムスッとした顔で何も言わず僕を睨にらんでいるだけだ。

　うう、空気が痛い。

「さ、青春まっただ中の人たちは放ほうっておいて、私たちは仔猫を愛めでる作業に戻ろうじゃないか」

　と、高たか槻つきさんが一いつ切さい容よう赦しやのない言葉でその沈黙をぶった切った。

　言われるまでもなく、龍りゆう造ぞう寺じさんは一人仔猫と戯たわむれ始めていたけど。

　しかし、千紗はうつむいて黙ったままだし、ありすも仏頂面のままだし、魚うお住ずみさんはオロオロするばっかりだし、部屋の中の空気は何も変わらない。

　助けて。

　誰だれか助けて。

　その後はもう針のむしろの上に正座させられているような気分で、僕は時間が過ぎるのをただじっと待ち続けたのだった。



　　　＊



　魚うお住ずみ邸を辞した後、気まずさ全開のまま、僕と千ち紗さとありすの三人はデーモンテイルの基地に向かった。仔こ猫ねこを見に行った目的が統治活動の一環なのだから、行かないわけにはいかない。

　その道すがらも会話は一いつ切さいなかった。千紗はもちろん、ありすとも。

　……勘弁して下さい。

　で、基地。

　日中に魚住邸で話を聞いてきたレッドキャップ隊の話も総合すると、やはり問題になっているのは『キャッツグレイスの愛猫家の集い』とのことだった。

　会員制というからには当たり前だし、そもそも企業なのだから当然なのだけど、魚住さんも結構な額の会費を支払っているらしい。お小遣いの前借りなどもしているらしく、まあ、ご両親が不安になるのも無理はない。

　そしてそんな会議というか報告のさなかにも、千紗はうつむき加減でそっと指で唇に触れてみては小さな溜ため息をついていたりするわけで。

　そしてありすもイライラを隠しさえしていないわけで。

　……いづらい…………。

「後ろ暗い企業かどうか、キャッツグレイスについては調査をする必要がありそうですね。明日から何人かそちらに回します。ボス、よろしいですか？」

　一〇号に問われても、千紗は、

「……え？　あ、はい。なんですか？」

　こんな調子だ。

「……いいよ、それで。っつーかサクサク調べちゃって」

　この上なく不機嫌な顔で頬ほお杖づえをついたまま、ありすは言った。そう、まるで吐き捨てるように。

　明らかにいつもと違う僕らの雰囲気に、レッドキャップ隊の面々も怪け訝げんそうに顔を見合わせている。

「……何かあったんですか？」

　その一〇号の問いに、僕は「ええ、まあ」と愛想笑いをすることしかできなかった。



    

  
    
      


第三章　ありすの耳は猫の耳





　まず、勉強を龍りゆう造ぞう寺じさんのマンションでやる、と高たか槻つきさんが言い出した時点で、おかしいと思うべきだったのかもしれない。

　勉強会はもう何度かやっているけど、毎回使われるのは僕の家だったし、その都つ度ど料理も作らされた。にもかかわらず、これまで場所を変える話なんて微み塵じんも出なかったのだ。

　そして、水着を持参するように、と言われた段階で異議を唱えておくべきだった。

「……あのさ、高槻さん。こんなことしてて大丈夫なの？」

　高級そうなマンションの最上階が龍造寺さんの御み堂どう市での住居なのだという。

　勘違いしないでほしい。最上階に彼女の部屋がある、のではなく、最上階が丸々彼女のプライベートスペースなのだ。

　いや、より正確にはその下の階も彼女が所有しており、そこにはプールだのトレーニングジムだのが入っていた。それも、完全に個人用なのだとか。恐るべし、一人勝ち企業オトギーランド・コーポレーションの代表取締役。

　庶民代表としては、プールに屋根をつけるという発想まではともかく、高層階にわざわざプールを造るという感覚からして理解できない。

　で、現状はというと、その龍造寺さん個人用の広く綺き麗れいなプールをいつものメンバーでご相しよう伴ばんさせて頂こうとしているわけだ。

　しかも、プールは学校のそれより広い上に造りも豪華で、僕ら以外には人もいない状態。一面ガラス張りの窓から過剰なくらい陽ひの光が入ってきていて、先取りした夏をこれでもかと感じさせてくれる。しかし空調が効いているので暑いと感じることもなく、かといって水着姿でいて冷えるということもなさそうだ。

　最高の環境だ。

　遊ぶには。

　僕らが集まったのが勉強をするという名目でさえなければ。

「最近、全然勉強してないよ……？　期末試験、もうすぐなのに。成績悪いとレギュラー外されるんでしょ」

　……もう遅いけどね。水着に着替えた後にプールサイドで文句言ってもさ。

「はっはっは、大丈夫大丈夫」

「……自信満々だけど、何がどう大丈夫なの……？」

「んー？　今日だってプールを楽しんだ後に、ちゃんと勉強もするつもりだぞ？」

「いやいや、泳いだ後なんか気け怠だるくなって集中できないに決まってるよ」

「ふっ。アスリートの集中力をなめてもらっては困るな」

「僕らはアスリートじゃないし。教える側の集中力は全無視ですか」

「そこは気合いで補え」

「そんな無む茶ちやな。だいたい、前回だって結局カラオケ大会になっちゃったし、その前は新しいゲームが出たからってずっと対戦やってたし。集中力以前に意志が弱すぎ……」

「ゴチャゴチャうるさいヤツだな」

「ゴチャゴチャって……。だって、勉強するために集まってるんでしょ！」

「お前はアレか、これだけの美女軍団の水着姿を拝んでおいて、まだ文句があるというのか。それともぶつくさ言ってるのは照れ隠しか？」

「ぐっ」

「はは、そこで詰まるあたり、赤あか尾おも案外正直だな」

「は……反論できない……」

　確かに、文句など言えない。いや、文句どころか、男に生まれたからには、いくら神に感謝してもしたりない状況だ。

　目の前の高たか槻つきさんはビキニタイプの水着姿。

　鮮やかなオレンジ色で、下はホットパンツのようなデザイン。僕は高槻さんはきっと筋肉質で鋼のような人だろうと思っていたんだけど、全然そんなことはなかった。鋼どころか、出るところはちゃんと出てるし柔らかそうだし。

　千ち紗さとかに比べればしなやかで鍛きたえてるって印象になるけど、身体からだの曲線はばっちり女の子らしい。

　特に、日々の厳しい鍛錬の恩恵なのか、キュッと引き締まった小さなお尻しりが目を引く。すらりと引き締まり、くびれた脇わき腹ばらや背中からお尻へと続くラインは、色っぽいというよりカッコいいな、と思った。

　龍りゆう造ぞう寺じさんは地味めにネイビーブルーのワンピースタイプで、ところどころに花の模様があしらってある。控えめなデザインだな、と思ったら、どうやら競泳用らしい。おそらくは普段からここで泳ぐときに使っているものなのだろう。

　地味な水着なのに他ほかの誰だれにも見劣りしないのは、白くて長い脚のせいだ。ハイレグというほどのデザインでもないのに、あの脚が与える視覚効果は何ですか。目の錯覚ですか。そもそも背は僕や高槻さんの方が高いのに、脚が生え始める高さが僕らより上にあるように見えるのは気のせいですか。

　眩まぶしすぎる。あの象ぞう牙げのような長い脚が、眩しすぎる……！

　千紗は白いビキニで、胸元に大きなリボンがついていた。腰には同じ色のパレオ。決して派手ではないけれど、それがまた千紗らしくて似合っている。っていうか、派手ではないはずの水着なのに、千紗が着ると途端に目を逸そらせなくなる。

　……主に胸のグランドキャニオン級の谷間から。白という清せい楚そな色合いの水着でありながら、なんという攻撃力。

　ラプンツェル姿の千ち紗さの方が露出という意味では遥はるかに大胆で色っぽい。しかし、ボンデージっぽい衣装でも高圧的だったりキツかったりということにはならず、ぽやんとした感じのままなのが千紗なのだ。こういう、女の子らしいというか、お嬢様らしいというか、明るい色の方が似合っていると思う。

　細身の高たか槻つきさんや龍りゆう造ぞう寺じさんに比べて、千紗は性格と同様にシルエットもふわっとしている。

　ただしそれはシルエットがルーズだって意味ではない。断じてない。お腹なかには高槻さんにも負けないくびれの曲線があるし、肩だってその下に続くモノの存在感が信じられないくらいに細かったりする。脚だって……ああ、パレオで隠されているのが口惜しい。

　ともあれ、素晴らしいです。素晴らしい環境です。あー、なんか僕も勉強とかどうでもよくなってきたぞ。

　そんな僕の視線に気づいたのか、千紗は顔を赤く染めてうつむき、

「……あ、あんまり見ないで下さい……！」

　と言って大きなタオルを肩から羽織って身体からだを隠してしまった。

　ぐあ！　しまった……。

　僕のバカ！　ただでさえ魚うお住ずみ邸での事故から気まずくて、まともに喋しやべれていないままなのに！　その上、水着姿にいやらしい視線を向けてるって、僕って最低じゃん……。



    

  
    
      



    

  
    
      　あ、目を逸そらされた!?

　なんだか僕、自分で自分を追い込んでない……？

　あはは。……上がりかけたテンションが急降下。凹へこむね……。

　……ま、最後の事情はさておき、確かに水着の美人に囲まれているというのは厳然たる事実なわけだ。

　あ、忘れてた。ありすはというと、定番の濃紺の……

「食らえ竜りゆう太たぁーッッッッッッッ！」

　名札つきスクール水着でこっちに突っ込んできやがった！　たっぷりの助走をつけて、足から！　ドロップキックかーっ！

　直撃をもらって僕の体は水面の方へ。

　そして着水する瞬間、華麗に着地したありすがやはりプールに向かって飛び込もうとしているのが見えた。

　水しぶきを上げて、プールに落ちる。もがいて水面に頭を出そうとする。が、先回りしたありすに背後から組みつかれ、水中へと引きずり込まれた。

　ぶくぶくぶく。苦しい。

　ありすを背中に乗っけたまま持ち上げて、咳せき込みながら水面に顔を出した。水面に出ても、ありすは僕の首にスリーパーホールドをかけるような状態で腕を絡ませ、ガッチリと脚で胴を挟み込んでいる。

「あははははは、大げさだっつーの。竜太なら足着くじゃん」

　足が着くことと息が苦しいことは直接関係ないんですけど。

　まあ、それでも、魚うお住ずみ邸での事故を引きずっている千ち紗さとは違って、ありすはもういつも通り接してくれている。それだけでも感謝するべきか。

「さあ、竜太、もう一回だ！」

　ありすが僕の首をプールサイドに向かってぐいぐいと押す。

「はあ？　もう一回蹴けりをかますつもり？」

「楽しかったじゃん」

「どこが。……っていうかさ」

「ん？　どした？」

「これだけ密着してて背中にアレの感触を感じない不思議……」

　レッドキャップ隊の人たちなら大喜びなのかもしれないけど。

「な、ななッ!?　こ、このスケベ竜太ーッ！　誰だれが貧乳だーッ！」

「いや、そこまで言ってないし」

「言ってるのと一緒だーッ！」

「しかも名札もひらがなで『かたぎり』って。まさか小学生の頃ころからずっと同じ……」

「だっ、黙れ黙れ黙れ！　死ねーッ！」

　思いっきり首を引っ張られて、また水中に引きずり込まれた。ぶくぶく。

　うわ、マジで苦しい！　もがきまくってありすを振り解き、必死に顔を出す。僕はそのうちありすに殺されるんじゃなかろうか。

「っていうかな、二人とも。じゃれ合うのは結構だが、準備運動くらいはちゃんとするようにな？」

　呆あきれ気味に笑いながらプールの縁まで歩み寄ってきて、高たか槻つきさんが言った。僕はするつもりでした。それはありすにだけ言ってやって下さい。

「うるさいぞ！　委員長も食らえっ！」

　と、ありすが高槻さんに向かって激しく水をかけ始めた。

「あははははは、これ見よがしにビキニなんか着やがってー。自分は胸があるぞーってそんなに主張したいのかーっ。嫌味かーっ」

「うわ、こら……ッ。このっ、私に宣戦布告とはいい度胸だッ！」

　準備運動について注意しにきたはずの高槻さんまでプールに飛び込んで、ありすに応戦し始めた。

　僕はというと、ありすのロックオンから外れた隙すきに、二人が壮絶なまでに水をかけ合う戦場から、そそくさと避難を開始する。

「だいたい、私の胸なんて千ち紗さのを前にしたら、ないのと一緒だろう！」

　ありすに水をかけ返しながら、高槻さんが叫んだ。

　いやあ、それは言いすぎだと思うけどね。高槻さんだって、充分立派です。あくまで千紗が超高校生級なだけです。

　しかし、高槻さんの言葉に、ありすはぴたり、と攻撃の手を止めた。

　そしてありすと高槻さんは同時に千紗を見やった。

「……タオル羽織って隠してやがる。あたしに対する当てつけか」

「ほら、千紗！　片かた桐ぎりさんもひがんでるぞ！　さっさとそのタオルを取るんだ！　そして先週、今日のために三時間かけて選んだ水着と眩まぶしいカラダを存分にさらすんだ！」

　千紗は高槻さんの言葉に、顔を真っ赤にしてうつむいてしまった。

「赤あか尾おも千紗のセクシーな水着姿を見たいと言っているぞ！」

「な……っ、はあっ!?」

　言ってない！　そんなこと一言も言ってないッ！　少なくとも口に出しては！　ただでさえ避けられてるのに、しかもさっきそれでヘマやってるのに、この上さらに嫌われそうなこと言わないでくれーッ！

「……なんだ、赤尾は見たくないのか？　千紗の水着姿」

　僕の心を見透かしたかのように、高たか槻つきさんが白い目を僕に向けた。

「う……」

　………………すみません、とても見たいです。

「そこで言葉に詰まるな、スケベ竜りゆう太たーっ！」

　そして、ありすに大量の水をかけられた。



　散々ありすの遊びにつき合わされてプールから上がるなり、

「それにしても貧相な体ですわね。少し鍛きたえた方がいいのではなくて？」

　と、寝ね転ころぶように仰あお向むけで水面を漂っている龍りゆう造ぞう寺じさんに言われてしまった。

　窓から差し込む陽ひの光にきらめく水面と、黒っぽく見える水着のネイビーブルー、そして信じられないくらい白い肌のコントラスト。競泳用水着でここまで華美に見える人も珍しい。

「文学少年は、やっぱり少しはリンドヴルム様を見習うべきですわ。ああ、あの真っ赤な体のたくましさといったら……」

　さすがに本人ですとも言えないので、

「ドラゴンを基準にされても困るよ」

　そう苦笑してごまかしつつ、プールサイドに置いたタオルを取りに向かう。

　そっちの方には、プールに入らずタオルにくるまって僕らを眺めていた千ち紗さがいたわけで。せめて何か話しかけようかな、と思った矢先、千紗は少し顔を赤くして、はらりとタオルやパレオを落として立ち上がると、何も言わずにプールに向かって、足早に僕の脇わきをすり抜け――あ。

　……すり抜けようとして、見事に落としたパレオに足を取られてつんのめった。

「おっと！」

　と、反射的に千紗が転んでしまわないように腕を彼女の前に出した。そして、脳裏をよぎるデジャヴ。前回もこんな展開で失敗をしたような……。

　とにかく、今回こそはきっちり千紗を支えようと足に力を込める。

「あうっ」

　千紗の身体からだが僕の腕にむにょん、とぶつかって、転びそうなその勢いが僕を襲う。が、今回は心構えが違う。やった！　今回はキッチリと踏ん張って千紗を転倒の危機から救ったぞ！

　……ん？　むにょん？　そしてこの腕に触れるマシュマロのような、柔らかい至福の感触は……。

　見やると、腕がちょうど千紗の胸のところにあって、グランドキャニオンの地形を変えてしまっていた。

　ああ、やっぱり！　ラッキー！　……じゃなくて、最悪の展開だっ！

　僕の視線を追って千ち紗さの視線もそこに到達する。同時に、千紗の顔は熱湯に投入されたエビかカニよろしく、瞬間的に真っ赤に染まった。

「いや……その、ごめ……わ、悪気は……」

「あ、あ、あ、ありがとうございますッ！」

　そう叫ぶと同時に僕を突き飛ばして、千紗はダッシュでプールまで駆け寄るとそのまま飛び込んでしまった。律りち儀ぎにお礼だけは言っていくところが千紗らしいけど……。

　突き飛ばされて尻しり餅もちをついた僕は、がっくりとうなだれた。打ったお尻より、ますます嫌われたかも、という状況の方が遥はるかに痛い。

　千紗はというと、プールの水面から真っ赤な顔を半分だけ出して、ぶくぶくやりながらうつむき加減でこちらを睨にらんでいる……んだと思う、たぶん。

　ごめんなさい、事故なんです。

　いやまあ、それはたぶん千紗だってわかっているだろう。でも、だったら怒らないかというと、それは全然別の問題だ。

　ましてや、こないだのキスと立て続け。なんてタイミングだ。

「何やってんだか」

　ありすのそんな冷たい一言が、いつになくザクザクと心をメッタ刺しにする。

　よろよろと立ち上がり、タオルを羽織ってプールサイドまで歩み寄ると、高たか槻つきさんがすすすっと近づいてきた。そしてプールの中から僕を見上げて、

「色男は辛つらいな」

「嫌味ですか」

「いやいや、単なる嫌味というわけでもないがな」

　意味ありげに笑って、高槻さんは少し声を潜ひそめて、

「まあ、今程度のスキンシップはともかく、千紗はファーストキスには大いなる夢を持っていたからなあ。静かな湖こ畔はんで、小鳥たちのさえずりに祝福されながら、白馬の王子様にお姫様抱っこで愛の言葉を囁ささやかれながらしてもらうのが夢だって聞いたぞ？」

「……えー？」

　うわあ、やっぱり！　っていうか、どんだけ乙女チックなんだ。いや、文字どおり乙女だからいいのか……？

　いくらなんでも高校生にもなってそれはないだろ、と思う反面、千紗ならありうるかも、とごく自然に思えてしまう不思議。どうあれ、実際不興を買っているわけだし。

「私が知る限り、千紗はあれが初めてのキスだしな。そりゃまあ、落差は大きいしショックも受けるだろうなあ」

　ぐさぐさぐさっ。追い打ちが……追い打ちが痛い。

「そういえば話は変わるが、例のお父さんと会うって話はどうなっているんだ？」

「は？」

　こりゃまた、ホントに話が変わったなあ。

「そうだぞー、どうなってるんだー」

　すいーっとこちらに泳いできつつ、ありすも言う。

「相談するって約束だぞー？」

　うーん。まあ、確かに約束したけど……。

「その反応、何か進展があったようだな」

　う、高たか槻つきさん、鋭い。

「さ、白状しろ、赤あか尾お。この上、それまで秘密にしてますます千ち紗さの機嫌を損ねたくはないだろう」

　……。

　うう、それは困る……。

「今週末に……」

「やっぱ隠してやがったかーッ！」

　ありすが叫びながら盛大に水をかけてきた。うわっぷ、タオルが濡ぬれるっ！

「急に決まったの！　ほら、デーモンテイルが町内会長になって、町内の統治とか始めたでしょ！　それの関連で、視察もかねてこっちに来ることになったんだよ！」

「だとしても決まった時点で言うのが筋だっ！」

　う。正論だ。

「いや、ほら、つい……。忘れてたっていうか……」

「問答無用っ！　さては黙ってるつもりだったな、おのれぇ！」

　目を疑うスピードで水面から飛び上がったありすに、腕を掴つかまれた。その腕を力いっぱい引っ張られる。

「うわ、ちょ、タオルがーッ！」

　抗議も虚むなしく、僕は大きな水しぶきを上げて水中へと引き込まれてしまった。

「うははははッ、あたしに隠しごとなんて一〇〇年早いッ！」

　結局この日は、誰だれも勉強をしようとさえ言い出さず、こんな馬ば鹿か騒ぎが夕方まで続いたのだった。



　　　＊



「今日、体験会があるのですよ！」

　翌朝、魚うお住ずみさんは僕らのところへ駆け寄ってくるなり言った。

「体験会って……ああ、例の愛猫家の集い？」

　僕が聞き返すと、

「そうなのです！　まさにグッドタイミングです！　皆さん、私がご案内しますから、一緒に行きましょう！」

　その勢いに、みんな一様に困った苦笑い。

「無料ですよ。それなのに美お味いしいお料理とかも出るんです。もちろん、猫とも触れあえます。行かない手はないですよ！」

　ビシッ！　とどこか虚空を指さして、まるで国を守る人になりませんかと勧誘するポスターみたいなポーズで、魚うお住ずみさんは力説する。

「それはまた、景気のいい話だな」

　と高たか槻つきさん。さては美味しいお料理、に反応したか。

「そうなのです！　ちょっと様子を見に行って、お料理をつまんでくるだけでもＯＫですから！」

　そういう甘い謳うたい文句にこそ警戒するべきだと思うけど。

　でも、いい機会なのかもな、と思った。まさかその場で何かの契約とかを迫られたりはしないだろうし、実際に行ってその空気や雰囲気を確認してくるのも一つの手だ。

「まあ、様子を見に行くだけなら、行ってもいいかなあ」

　僕がそう言うと、魚住さんはいつも以上にパアッと明るい笑顔で、

「さすがです！　さすが、猫に詳しい赤あか尾お君です！」

　いや、だから別に詳しくないし。

「すみません、わたくしはちょっと……」

　申し訳なさそうに、千ち紗さが言った。

　……え？

　驚いて見やると、千紗はちょっとだけ頬ほおを染めて、バツ悪そうに視線を逸そらした。

　意外だった。ご近所の統治に熱心な千紗のこと、自分も行く、と続くと思っていた。

　なのに、行かないという。

　……はは、これは要するに、ご近所統治のモチベーション以上に僕と行動するのがイヤだってことですか。がーん。

「すまない、私も無理だ。先約があってな」

「わたくしも、ご遠慮いたしますわ。今日は色々と多忙ですの」

　まあ、いかにも怪しい企業が主催する胡う散さん臭くさいイベントなので、何かと理由をつけて断るのは正常な判断だろう。

「えー。それは残念です……。でもまあ、赤尾君が来てくれるだけで充分嬉うれしいですよ。二人で出かけるなんて、何だかデートみたいですね！」

　魚うお住ずみさんが言った瞬間、ありすが、だん！　と机を叩たたいた。そして、なぜか引きつり気味の笑顔で、

「あたしは、まだ行かないとは言ってないけど……？」

　と、魚住さんを睨にらみつけるようにして言ったのだった。

　それにしても、なんて言い方。そりゃまあ、のけ者にされたみたいな流れで腹を立てるのはわかるけどさ……。

「えっ、じゃあ、ありすちゃんも行ってくれるのですね？　やったぁ！」

　……当の魚住さんは、ありすの顔色なんかまったく気にせず、参加人数が増えたことを単純に喜んでいた。

「ありす、大丈夫なの？　今日ってバイトがある曜日じゃ……」

　僕が言い終わる前に、ありすは勝手に僕のポケットから携帯を奪い取り、開くや否や、凄すさまじい速さでボタンをプッシュした。そして、

「……あ、もしもし、片かた桐ぎりです。店長ですか？　あ、はい、友達の携帯を借りてかけてまして……はい。で、すみません、今日なんですけど、ちょっと学校の方でどうしても外せない用事ができちゃいまして……。はい、そうなんです。はい、すみません、ありがとうございます」

　ふっ、と不敵に笑って通話を切り、携帯を閉じて僕に突き返す。

「これで放課後の予定は空いたけど、なんか文句ある？」

「いや……ないけど……」

「わかりました！　では、赤あか尾お君とありすちゃんをご案内です！　きっと気に入ること請け合いですよ！」

　……あはは、なんだかなあ。

　ま、とにかく、こうして僕の今日の予定が決定した。



　そして放課後。

　電車で御み堂どう市の中心まで出て、立派な高層ビルの前まで歩くこと数分。

　正直、かなり驚いた。せいぜいちょっとしたホテルの宴会場あたりでやるんだろうな、と思っていたのだ。

　それが、どうやらキャッツグレイスという会社は、ビルそのものを保有しているらしい。そのビルには、大きく凝った字体の『キャッツグレイス御堂支社』の看板があった。見る限り、そのビルに他ほかの企業やテナントが入っている様子はない。

　っていうか、支社ってことは、本社をはじめいくつかこんなビルを持っていることになるんじゃないだろうか。愛猫家を集めて会費を取る、里親を探したり愛猫家同士のコミュニティを提供する、それだけの事業がそんなに儲もうかるのだろうか……？

「さあ、こっちなのですよ」

　慣れた様子で、魚うお住ずみさんはそのビルの入り口へとずんずん歩いていく。僕とありすは一度顔を見合わせて、その後に続いた。

　中に入ると、すぐのところに受付があって、にこやかなスーツ姿のお兄さんが「いらっしゃいませ」と微笑ほほえみかけてきた。そのお兄さんは、なぜか頭から猫の耳を生やしている。

　……えー。

　なぜ猫耳。しかも、いい大人おとなが。いや、猫好きが集まるところではあるから、まったく無関係とは言えないかもしれないけど……おかしいでしょ、普通。

　ありすも僕同様、目を点にして固まっている。

　しかし魚住さんはまったく動じることなく、慣れた様子で何かＩＤカードのようなものを示して「体験会にお友達を連れてきました」とか説明している。

　それを聞いてお兄さんは、

「ようこそ体験会においで下さいました。これをどうぞ」

　と、僕とありすにもぬいぐるみのような猫耳のついたカチューシャを手渡した。

「……これ、着けんの？」

　ありすがイヤそうに漏らすと、

「はい。ご覧の通り、猫耳カチューシャです。猫の気持ちを少しでも理解できるようにと、当社では着用をお奨すすめしております。もちろん、強制ではございません。それは差し上げますので、よろしければお持ち帰り下さい」

　周囲を見回してみれば、行き交うお客や従業員のほぼ全員が猫耳を生やしている。いつの間に着けたのか、魚住さんまで。

　手にしたカチューシャを観察してみるも、特に不審な点は見当たらない。んー、ここで着けないのも不自然か。こんなことで怪しまれてもつまらないし。

　というわけで、装着。

「げ、竜りゆう太た、それ……正気……？」

　ドン引き顔でありすが言った。

「うん。郷に入っては郷に従え、っていうしね」

「赤あか尾お君、すっごく似合ってますよ！」

「……そ、そう？」

　どうしてだろう、女の子に褒ほめられているのにあんまり嬉うれしくない。

「……ありえない。あたしはパスね。これ、返す」

　スーツのお兄さんはイヤな顔一つせずありすからカチューシャを受け取った。

「会場は三階の『ソマリの間』になります。突き当たり右のエレベーターをお使い下さい」

　で、指示通り『ソマリの間』へ。

　入ると、かなり広い豪ごう奢しやなパーティ会場だった。人も多い。身動きが取れないというほどではないにしても、大盛況といってよさそうだった。胸に猫を抱いていたり、猫が入ったキャリーバッグを持っている人もかなり多い。

　ただ、どの人も二〇代以上で、高校生は僕たちくらいのものだった。制服が浮きまくっている。

　しかしまあ、いい大人おとなが全員揃そろいも揃って猫耳をつけている光景っていうのは、かなり奇異というか滑こつ稽けいだった。僕も今は猫耳なので、人のことは言えないけど。

　立食パーティの形態で、壁際にはずらりと料理が並んでいる。ただ、その料理には誰だれも見向きもしないで、壇だん上じようであいさつをしている白いスーツの青年というか少年に注目していた。

『……猫が好き、ということは素晴らしいことです。あの容姿の愛らしさ、見る者を和ませてくれる数々の仕草、ときに飼い主を翻ほん弄ろうする気まぐれ、そのすべてが我々を魅了して止やまない。特にあの肉球！　あのプニプニ感、好きにならない方がどうかしています。あえて言いましょう、猫は神が創つくりたもうた至高の芸術である、と！』

　壇上で語る男は線が細くどこか中性的だった。

　なのに、妙な力強さのようなものがあって、聴衆の目を引きつける。

　遠目にもその整った顔立ちがよくわかった。アイドルです、と紹介されれば簡単に信じてしまいそうだ。

　結婚式でもないのに着ている白いスーツも、不思議と浮いた感じがしない。むしろ、似合っている、と思ってしまう。冗談みたいな猫耳さえも、彼が着けると全然不自然には感じられない。あ、お尻しりには白い猫耳とお揃いの尻尾しつぽまで着けている。マジですか。

「ほら、あれが根ね子こ社長なのですよ。カッコいいっていうか、可愛かわいいでしょう？」

　小声で、魚うお住ずみさんが僕とありすに言う。まるで自分のことを自慢しているかのような口ぶりだ。なるほど、可愛い、という表現を魚住さんが使うのはよくわかる。

　スマートというよりは華きや奢しやで、飛び抜けて背が高いというわけでもない。僕と同じくらいだろうか。その上、柔和な顔立ちに男臭さがあまりないのだ。そしてイタズラっぽい、少年らしさを残した大きな瞳ひとみ。

　うーん、なんだろう、この敗北感。

『当社は、これから先もずっと、人と猫とがよりよい関係を維持し、またさらにいい関係を模索していくことを理念に設立されました。

　この「愛猫家の集い」では、皆様に猫に触れ、猫について語らい、猫を思う存分愛めでるためのリッチな時間と空間を提供いたします。何かとストレスが溜たまる現代社会において、猫好きのためのオアシスになりたい。それが当社の目指すところであります。

　そして猫にとっても、正しい飼い方を飼い主様に知って頂くことで、より暮らしやすい世界が実現するというわけです。本日は、当社のそうした理念のほんの一部にでも触れて頂きたい、と考え、このような催しを用意させて頂きました。ささやかながら簡単な料理などもご用意いたしましたので、お楽しみ頂ければ幸いです』

　根ね子こ社長の淀よどみないスピーチに、周囲から拍手が起こった。

『となりの部屋に猫たちと触れあえるスペースもご用意いたしておりますので、猫が飼えない事情がおありのお客様にも肉球のプニプニをご堪たん能のう頂けると思います。なお、今月はちょうどキャンペーン中でして、本日ご入会頂いたお客様には特別に、この』

　と、根子社長は自分のお尻しりから生えている尻尾しつぽを手に取って、

『キャッツグレイス特製「簡単装着ネコ尻尾」を特典として差し上げます』

　周囲から「あれもらえるんだって」「ウソぉ」「マジで？」「超ラッキーじゃね？」とかいうどよめきが。

　えー、アレ、そんなにテンションが上がる代物ですか……？

「そんな……私が入会したときにはもらえなかったのです……」

　魚うお住ずみさんが残念そうに漏らした。……欲しいんだ、アレ。

『それでは、つまらないあいさつはこのくらいにいたしまして、ご歓談頂きたいと思います。ここに集ったのは猫が好きな方ばかりでしょうから、存分に猫トークをお楽しみ頂けるはずです』



    

  
    
      



    

  
    
      　そう一礼して、根ね子こ社長が壇だんから降りる。その瞬間から、まるで魔法が解けたように周囲で一斉にお喋しやべりの花が咲き始める。

　知らず知らずのうちに、僕自身も彼の話術に引き込まれていたのだ、と今になって気づいた。恐るべし。

　とにかく、気を取り直して任務に戻ろう。僕は遊びに来たわけではないのだ。

　そっと、猫たちの部屋を覗のぞいてみた。

　何組かのソファとテーブルがあり、カーペット敷きの床にもいくつもクッションが置かれている。部屋の隅には数個の猫用トイレ。そして様々な毛並みを持つ何種類もの猫たち。ブリーダーじゃない僕の目には、特に変わった点は見つけられなかった。毛並みもよさそうだし、人を怖がる様子もない。虐待されていたり、いいかげんな扱いを受けているということもなさそうだ。

　戻ろうと猫部屋から離れると、胸にネームプレートを着けたウェイターの人から「ジュースかお茶はいかがですか」と尋ねられた。一応用心のために、「結構です」と丁重にお断りする。

　さて、ありすと魚うお住ずみさんはどこへ行ったか、と見回すと、壁際で料理を食べまくる女の子の姿を見つけた。あっはっは、品がないなあ。ほら、すぐ側そばで連れの女の子も困り果てているじゃないか。

　ちょっとげんなりしつつ歩み寄って、

「……何やってんの、ありす」

「あ、竜りゆう太た。そこのローストビーフ、旨うまいよ。あとこのマリネも」

「いや、そういうことじゃなくて」

「そうですよ。そんな鬼のような食べ方しなくても……」

　魚住さんも、オロオロと周囲の目を気にしながらありすをたしなめようとしていた。

　すでにありすの周囲だけ、料理が極端に減っている。

　が。

「だって、タダでしょ。食べなきゃ損じゃん」

　何を言ってるんだ、という顔で、取り皿に料理を取る手を休めもせずにありすは言う。まったく、どんだけ貧乏根性が染みついているんだか。

「今日はバイトも休んでんだから、その分キッチリ元は取らないと。今食い溜だめすれば晩ご飯が浮く。上う手まく自分に言い聞かせれば朝ご飯も浮く！」

　いやいや、人間、食い溜めができる構造はしてないと思うよ……？

「あはは、料理を気に入ってもらえたみたいだね。でも、そんな無む茶ちやな食べ方をすると体によくないと思うよ、お嬢さん」

　背後からのその声に振り返ると、そこには先ほど壇だん上じようでスピーチをしていた、若き社長の姿があった。

　壇だん上じようでの口調とは打って変わって、とてもフランクな喋しやべり方だ。まあ、僕らが同年代ということもあるんだろうけど。

　まっすぐに伸びた背筋、少し吊つり上がり気味だけど切れ長で形のいい目、すらりと通った鼻、さわやかな笑みを湛たたえた口元。どこか生意気そうというか、やんちゃっぽい感じの顔は、名前通りちょっと猫っぽい。やや癖のある髪の毛さえも、可愛かわいらしいというか、似合っていて魅力的に見える。

　うーん、嫌味なくらい整ってるなあ。こりゃあ、社長自身が広告塔になってテレビに出たりしている、ってのも充分納得できる。そりゃ、魚うお住ずみさんも夢中になるよね。

「あ、根ね子こ社長……！」

　驚いて魚住さんが居住まいを正す。心なしか、頬ほおが少し赤い。……そりゃそうか、これだけの美少年が側そばにいれば。

「けちくせーこと言うな」

　と、ありすは一いち瞥べつしただけで料理に目を戻してしまったけど。はは、美少年かたなしだ。

「なんて失礼な……。すみません、ちょっと可哀かわい相そうな欠食高校生なんで、大目に見てやって下さい」

　僕が謝ると、根子社長は穏やかに微笑ほほえんで、

「あ、いや、気にしないで。料理はまた持ってこさせるから。それより、せっかく来てくれたのに、お腹なかを壊したりしたら台無しだからね」

「あー、それは大丈夫だと思います。厳しい環境で鍛きたえられてるんで、ペンペン草並みに強きよう靱じんですから――痛ッ！」

　気がつけばローキックが飛んできていた。しかしまあ、鋭い蹴けりを放ちながらも手にした皿から料理どころかソースの一滴さえこぼれていないんだから、恐ろしいまでのバランス感覚だ。

「ふふん、思い知ったか」

　べー、とありすが舌を出す。おのれ。

「はは、仲が良いんだね。まあ、そのくらいの料理だったら、会員になってサロンに来てもらえれば好きなだけ食べられるから。二人とも、次は会員として会いにきてくれると嬉うれしいな。尻尾しつぽももらえるしね、入会は今がチャンスだよ？　じゃあ、魚住さんも、お友達とゆっくり楽しんでいってね」

　そう言って軽く手を振って、根子社長は他ほかの客のところへと行ってしまった。

「……すごいね、魚住さん、社長に名前覚えられてるんだ」

　見る限り、彼女は名札のようなものは何も身に着けていない。

「えへへ、はい。でも、私だけが特別ではないのですよ。社長は会員の名前と顔は全部覚えてるらしいのです」

「えー？　会員って、何人くらいいるの……？」

「さあ……。御み堂どう支部だけでも数百人とかいると思うのです。全国だと、ちょっと想像もつかないですよ」

「それは……すごいね」

　なんていうか、社長の記憶力だけじゃなくてキャッツグレイスの規模も。

「そうです！　根ね子こ社長はすごいのですよ！　可愛かわいいですし！」

　いや、可愛いかどうかは関係ないんだけど。

「あ、給仕のお兄さーん、フカヒレなくなった！　おかわり！」

　僕の背後でありすが叫んだ。

　恥ずかしいなあ、と、僕と魚うお住ずみさんが苦笑いで顔を見合わせる。

　結局ありすは、一週間分を食い溜だめしたんじゃないか、と思えるほどの量をぺろりと平らげてしまった。



　　　＊



　魚住さんと別れてデーモンテイルの基地に顔を出すと、統治業務も終わったのか、レッドキャップ隊も千ち紗さも全員が揃そろっていた。

「キャッツグレイスに行っていたそうですね。どうです、何か掴つかめましたか？」

　一〇号に問われたが、僕は首を横に振って肩を竦すくめる。

「うーん、普通のパーティでした。いやまあ、おかしなテンションだったりはしましたけど。怪しいっていうか妙だったのは猫耳くらいだし……」

「着けてたくせに、猫耳」

　ありすがぼそりと言う。

「え、猫耳……？　そ、そんなものを着けたんですか……？」

　それを聞いた千紗が、信じられない、という顔をした。

　うああ、ドン引きしてる!?　確かに猫耳は僕もどうかと思うけど！

「いや、ちょ……、だって、みんな着けてる会場だったんだから、着けなかったら不自然でしょ！」

「強制じゃないって受付で言ってたけどね」

　ああ、ありすがまた余計なことを言うし！

「だからって、僕らは調査の一環で行ったわけで……！」

「んなことはどうでもいいから。で、竜りゆうの字、何か成果はあったのか？」

　呆あきれ顔で三号に言われてしまった。

　うう、言い訳も満足にさせてもらえないとは……。ああ、ますます千ち紗さへの印象が悪くなる……。

「あ、はい……。成果といえば、ありすが散々飲み食いして、向こうの財政にささやかなダメージを与えたくらいです」

「なんだ、まるで人が食い意地張ってるみたいに！」

　憤ふん慨がいしてありすは唇を尖とがらせるけど……張ってるよね？　誰だれが見ても間違いなく張ってるよね？　食い意地。

　しかし言葉に出してツッコミを入れるとまた蹴けられそうなので、言わないでおく。

「で、そっちは？　調査は終わったの？」

　ありすの問いに一〇号は、

「いえ、まだ継続中ではありますが……結論から言うと、黒です。会員になった人間が数多く家を出て、キャッツグレイスに住み込むような形で組織に取り込まれています。家族が何を言っても頑として聞き入れないのが共通の特徴で、少し前に被害者の会も結成されていますね」

「……それで、何か悪いことをやってんの？　財産を巻き上げてるとか、身代金を要求しているとか」

「いえ、そういう形跡は今のところはないですね。ですから、被害者の会でも法的な措置も取れずに困っているようです。形としては、趣味が高じた会員が就職までしてしまった、というだけですので。従業員用に寮を用意する企業など珍しくはありませんし、むしろ一般的です。就職した人たちだって自分の意志でやっているのですから、何も違法性はありません」

「じゃあ、何で黒だってわかるんです？」

「今日隊長と竜りゆう太た君が行ったあのビルには、過剰なまでのセキュリティが施されています。その中には、『認識偏向フィールド』を感知する装置まで含まれているようです。鍵かぎやセキュリティ全般に強い四号と、忍び込んだり身を隠したりが得意な七号が束になっても歯が立ちませんでした」

「いや、待った！　兄貴、そういう言い方すると、俺おれたちがまるで何もできなかったみたいじゃねえか！」

「そうだぜ。確かに肝かん心じんな情報は持ち帰れなかったけど、潜入自体はちゃんとやってるし、見つかってもいねえ。それに、警備室に入って、認識偏向フィールド探知システムのマニュアルをデジカメに収めるくらいはしてきたんだぜ！」

　と、四号と七号が一〇号に抗議する。が、

「目的を達成できなければ、作戦は成功とは言えません」

「う……」

「確かに失敗はしませんでしたが、それだけです。違いますか？」

「……面目ない」

　二人が力なくうなだれる。

「ま、怪け我がしたり見つかったりしなかっただけでも御の字でしょ。気づかれてないなら再アタックもできるしね」

　珍しく、ありすが四号と七号の擁よう護ごに回った。こういうところが、隊長として慕われる要因なのかもしれない。

　と、話を聞きながら考え込んでいた千ち紗さが、

「……えーと、あの、それって……！」

　呟つぶやいて表情を強こわばらせた。ようやく事態の把は握あくを終えて、そこから導き出される結論に到達したらしい。

　対抗策を用意しているということは、認識偏向フィールドの存在や、ある程度の仕組みを知っているということだ。

　それはつまり、旧デーモンテイルの関係者が関かかわっているということに他ほかならない。その時点で、まともな企業である可能性は極めて低い。

「それに、社長の根ね子こ虎とら之の介すけなんですが、これは偽名というか芸名のようなものですね。彼の本名は――」

　そう一〇号が言いかけた瞬間、ありすが突然、顔を青くして椅い子すから転ころげ落ちた。額ひたいには脂汗が浮き、苦しそうに顔を歪ゆがめている。

「か、片かた桐ぎりさん!?」

「隊長！」

　みんなが口々にありすの名を呼んで駆け寄ろうとする。

　すぐとなりに座っていた僕も席を立って、

「ちょ、ありす、大丈夫？　あんな無む茶ちやな食べ方するから……」

　とありすの側そばに屈かがみ込んだ。そして背中でもさすろうか、と手を伸ばしたそのとき。

　ぴこん、とありすの頭から猫耳が生えてきた。

「……え？」

　そして、いつものような俊敏さで、いつもなら絶対にやらない行動を、一いつ切さいの迷いもなくありすは実行した。

　ガバッと、僕の胸に飛び込んできたのだ。

「ええッ!?」

「にゃあー」

　とか鳴きながら、ありすはガッチリと僕の服を掴つかみ、僕の胸板に自分の顔をすりつけている。それも、かなり上機嫌で。

　その場にいる全員が、一瞬何が起こったのか理解できずに唖あ然ぜんとしてしまっていた。

　そして、あまりの事態に固まってしまった僕は、頬ほおが上気するのを感じていた。

　ありすが顔をこすりつけたり、身じろぎしたりと胸の中で動き回る感触が、そのまま『女の子』の存在感としてダイレクトに伝わってくる。

　その上、ありすの小柄さがちょうどいいというか収まりがいいというか、何とも言えないフィット感のようなものがあって、これがまた心地よかったり。

　僕の手は空中で固まったままで、つまり抱きしめているわけでもないのに、ありすの身体からだのふにふにした柔らかさや温かさが強烈に感じられた。

　何で？　何で小柄で痩やせてるありすがこんなに柔らかいんですか……？　おかしいな、今までスリーパーホールドかけられたり何だりでひっついたときには、そんなふうには感じなかったのに……。

　さらにありすが発する「にゃあん」という甘えた声が、僕の冷静さを怒ど濤とうのごとき勢いで奪っていく。

　……いや、言い訳を一つ。女の子が自分の胸の中で幸せそうな顔をしていたら、心が動かないわけないじゃないか。

「ちょ、片かた桐ぎりさんっ！　な、何をやってるんですかッ！」

　千ち紗さが焦ったというか、半分くらい怒ったような顔で、ありすを僕から引きはがそうと手を伸ばした。



    

  
    
      



    

  
    
      「片かた桐ぎりさん！　竜りゆう太たさんから離れて下さいッ！」

　しかし、猫化したありすは、

「ふーッ！」

　と眉まゆを吊つり上げ、顔を千ち紗さに向けて威い嚇かくし始めた。

　レッドキャップ隊の皆さんも手を出そうとするものの、野生化したありすに噛かみつかれそうになったり引っかかれたりして、結局触ることさえできていない。

　そして僕も、どうしていいやらわからず固まったままだ。

『やれやれ。皆さん、千紗も、ちょっと二人から離れて下さい』

　頭上から響いてくるドクターの声。何か秘策があるのだろうか？　とにもかくにも、有効な手立てがない千紗とレッドキャップ隊はその指示に従った。

　なんだか千紗はすっごく不満そうだったけど。

　そしてそれでも、ありすは僕にひっついたまま、なおも周囲を警戒している。

『赤あか尾お君、少し片桐さんの気を引いてもらえますか』

「え？　き、気を引くって……？　ど、どうやれば……」

『何でも構いませんが、とにかく、今の片桐さんが喜びそうなことをしてあげたらどうでしょう。何かスキンシップをとってあげるとか』

　ええっ!?　スキンシップ？　スキンシップって？

　うわ、ますます顔が熱くなる！　なんだか千紗が何か言いたそうな不機嫌そうな顔をしてるけど、それどころじゃないぞ。

　え、えーと……。

　迷った末、おそるおそるありすの頭をなでてみた。

　ぴくり、と猫耳が動き、ありすは僕の顔を見上げる。

　う……。

　どきどきどきどき。

　ただでさえありすにひっつかれて、血が頭に上ってるっていうのに。

　上目遣いっていうのは、反則だと思う。おそらく、女の子が一番可愛かわいく見えるアングルの一つだろう。

　そして、何かを求めるような、おねだりをするようなありすの視線。うう、ずるいよ、この密着状態で、その大きな目で見つめられたりしたら……。

　……も、もう一回頭をなでろってことか？

　そっと頭をなでると、ありすは嬉うれしそうに目を細めて、また僕の胸に顔を埋めた。比ひ喩ゆや誇張ではなく、ゴロゴロと喉のどを鳴らしている。

　なんだろう。この、自分の行為にどストレートに反応してくれることに対する嬉しさというか、全幅の信頼を寄せてくれることに対する喜びというか。

　……なんてことを考えているうちに、真上から降りてきたマニピュレーターが俊敏な動きで近づいてきて、ぷすりとありすの首筋に細い針を刺した。ものの数秒でありすはころんと僕から離れ、そのまま床の上で丸くなってすやすやと寝息を立て始めた。

　うーん、ホッとしたような、ちょっぴり残念なような。

『さ、寝ているうちに原因を調べてしまいましょう。なに、すぐにすみますよ。まずは採血をしなければ。彼女は……そうですね、千ち紗さ、そこにでも寝かせてあげて下さい』

　床からベッドがせり上がってくる。慣れたつもりでも、この基地のフレキシビリティには驚かされてばかりだ。



　さて、ドクターは言葉通り、ものの小一時間で解析をすませた上に解毒剤まで作ってしまった。ま、僕の体も三時間そこそこで改造しちゃったお人なので、何を今さらと言われそうだけど。

　解毒剤を打たれて猫耳も消えて目覚めたありすは、猫化していたときの記憶があるのか、僕の顔を見るなり顔を真っ赤にして、

「あ、あっ、あれは違うッ！　あたしじゃないッ！」

「そりゃわかってるって。でもさ、あんな無む茶ちや食いするからああなったんでしょ。反省しないと」

　僕がそう諭さとすと、

「う……うん、……ごめん」

　とありすはしゅん、と素直に謝った。

『赤あか尾お君の言う通りですよ。体験会とやらで出された料理に薬が仕込んであったのは間違いないですね。本来なら徐々に変化させる目的だったのでしょうが、急激に摂取したために急性中毒のような症状を起こしたのでしょう』

「でも、なんの目的でそんな薬を使うんすかね？」

　二号が首を傾かしげた。

『片かた桐ぎりさんが盛られた薬は、見ての通り「人間を猫に近づける薬」です。片桐さんの場合は多量摂取による過剰反応なのでデータとしては当てになりませんが、体のみならず心まで猫に近づける点に意味があるように思えますね。心が猫化するということは、理性の働きを鈍化させ本能を活性化させるということでもあります。その証拠に、先ほどの片桐さんは願望や欲求に忠実に行動したでしょう？』

「なッ……ちょ…………ッ」

　ドクターの言葉に、ありすがまた顔を赤くして慌てふためく。

「うんうん、大丈夫、ちゃんとわかってるよ、ありす」

「なっ、りゅ、竜りゆう太たさん!?　わ、わかってるって……」

　なんで千ち紗さまで動揺してるのやら。

「ま、小学校の頃ころからのつき合いだしね」

「そ、そんな……」

「いっ!?　ち、ちちちち違うっ、そうじゃなくて……ッ」

「いや、わかってるよ。ありすはずっと一人で頑張ってきたもんね。だから誰だれかに甘えたかったんでしょ？　隠さなくたっていいよ」

　僕が言った途端、周囲全員の動きがしばし止まった。

「……本気か？　本気で言ってんのか……？」

「冗談だろ……？　全部わかっててすっとぼけてるんだよな……？」

「いや、竜りゆうの字に限って言えば、本気である可能性が高いと思うね」

　ひそひそとレッドキャップ隊のみんなが何かを言い合っている。

　あ、中国人で言葉がよくわからないはずの五号まで、僕に可哀かわい相そうな何かを見るような視線を向けてるっ!?　くそ、なんなんだ、いったい。

　ありすは露骨に大きな溜ため息をついて、

「あー、なんか色々微妙っていうか複雑だけど、この際それでいいや……」

　えー、なにその反応。

「……僕、何かおかしなこと言った？」

　近くにいた千紗に訊きいてみると、

「知りません」

　頬ほおをふくらませた千紗に、ぷいっとそっぽを向かれてしまった。

　うあー、やっぱり冷たい……。なんだか踏んだり蹴けったりじゃない？　いやまあ、キスしちゃったり抱きつかれたり、役得が続いてるって考え方もできなくはないけど……。

『説明を続けますが、いいですか？』

「あ、はい」

『皆さんが調べたところによると、会員が彼らの仲間になって帰ってこなくなるのでしょう？　それは、この薬を使って理性を奪い、手っ取り早く強い仲間意識のようなものを植えつけているのだと考えられます』

「あ。もしかして、僕がもらったあの猫耳カチューシャも、そのための小道具……？」

『ええ、本当に耳が生えている従業員や会員をカモフラージュするためでしょう。ああ、しかも猫耳が生えてきたら日常生活を続けるのは難しいですね。どのみち、キャッツグレイスの世話になるしかないのかもしれません』

「ふーむ。しかし、なんでまたそんなことをやるんだろうなあ？」

　一号が首を捻ひねっている。

「単なる猫耳好きとか？」

「ま、そんな理由でリンドヴルムを欲しがって、戦車砲まで待ちだした御ご仁じんもいたしな」

「全体的に、秘密結社とかの人間は頭がおかしいと思うね」

「その発言、自爆っぽくねえ？」

　レッドキャップ隊の皆さんは、少しお気楽すぎませんか。

『確かに目的はわかりませんが、せっかくデータを得たのですから、解毒剤の量産に着手しましょう。魚うお住ずみさんといいましたか？　そのお友達の分も必要でしょうし』

「あ、それはお願いします」

『ええ。ただ、その薬の量産もそうですが、リンドヴルム用の三〇ミリガトリング砲も調整中ですので、なるべく派手な行動は避けて下さい』

「ガトリングって……本気で作ってたんですか？」

『ええ。備えあれば憂うれいなしです。ただ、本来は基地や塹ざん壕ごうに設置したり戦闘ヘリに装備したりして使うものですから、なかなか運用面での目め処どが立たないのですよ。運うん搬ぱんの手間をもう少し軽減できればいいのですが……』

　要らないと思うんだけどなあ。

「さすがに三〇ミリとかだと、ゴムスタン弾にする意味もないよね」

　ありすが言った。

「そりゃそうだ」

　と三号、一〇号もうなずいている。

「何で？」

　僕が訊きくと、ありすは呆あきれ顔で、

「いや、何でって、三〇ミリだよ？　いくらゴムにしたって、弾の大きさも火力もハンドガンとは桁けたが違うんだから、当たったら死んじゃうって」

　そういうものですか。ますます使いたくないんですが。

「あの、それより、問題はキャッツグレイスじゃないんですか？」

　と千ち紗さ。正解。

「うーん、さすがにこんな薬を使ってるって聞いちゃうと、放ほうってはおけないよね。いずれ魚住さんだって猫耳化しておかしなことになっちゃうんだろうし」

「そだね。定期的に解毒剤を飲ませるっていっても、根本をなんとかしなきゃいつまで経たっても解決しないし」

「では、引き続き調査を継続しましょう。相手が何を企たくらんでいるのかわからないのでは、手の打ちようもありませんし。それでいいですね？　隊長。ボスも」

「うん、ＯＫ」

「あ、はい、お願いします」

　ありすと千ち紗さが、ほぼ同時に返事をした。

「あ、そういえば」

　ふと、まだ聞いていないことがあったのを思い出して、僕は一〇号を見た。

「さっき、何か言いかけてましたよね？　根ね子こ社長の本名とか……」

「ああ、そういえばタイミングを逸いつしたまま言っていませんでしたか。キャッツグレイスの社長、根子虎とら之の介すけの本名は、阿あ久く津つ虎之介というのですよ」

「……え？」

　僕と千紗とありすが、異口同音に言った。

　そして、一〇号は至極冷静に告げる。

「そう、あの阿久津竜りゆう一いち郎ろうの息子です」

　と――。



    

  
    
      


第四章　僕の憂ゆう鬱うつ、あるいは受難の日々





　ついに、この日がやってきてしまった。

　父に会う、その日が。

　ただでさえ父の誤解を解かなければ、と思うと気が重いのに、高たか槻つきさんとありすにこの予定のことも知られてしまっている。おそらく、平穏無事というわけにはいかないだろう。

　上昇し続けるエレベーターの中で、今日何度目かの溜ため息をついた。

　エレベーターはガラス張りなので、外のオフィス街がよく見える。そのビル群の中には、先日お邪魔したキャッツグレイスのビルもあった。

　御み堂どう市の中心、とあるホテルの中にある中華料理店『天てん龍りゆう』。今僕はそこを目指している。もっとも、エレベーターが止まれば出て到着、だけど。

　もう一つ溜め息。

　何だか千紗とこじれていたり、キャッツグレイスのことがあったり、ただでさえ面倒なことが多いというのに。

　魚うお住ずみさんのことはもちろん放ほうっておけないけれど、それがなかったとしてもキャッツグレイスは無視はできない相手だ。認識偏向フィールドに対する備えをしていたり、人が猫化するような薬をこっそり盛っていたりする以上、目的が何であれ看かん過かはできない。っていうか、どうせろくでもない目的を持っているのだろう。

　ま、どのみちレッドキャップ隊の調査待ちだけど。

　エレベーターが止まった。目的の階だ。ジーンズのポケットに手を突っ込んだまま、エレベーターを降りた。

　店に入り、出迎えてくれたウェイターに「予約してあるはずです」と父の名を告げる。

　案内されたのは、個室とまではいかないものの、ついたてに仕切られて他ほかからは見えなくなっている席だった。わりと大きな回転テーブル。そのテーブルの一番奥の席に、僕の父である鯨くじら岡おか雪ゆき彦ひこが座って待っていた。

「よう、息子よ、久しぶりだな」

　オールバックになでつけた髪、鋭い目つき、細身の体。スーツの襟えり元もとには議員バッジ。我が国の野党第一党の論客として、日々日本の政治のあり方を批判し続けている男、それが僕の父親だ。顔は僕とはあんまり似ていないけど。

「はいはい、お久しぶり」

　投げ遣やりに言って、父の向かいに座った。

「で、お父上。なぜ四人分の席が用意されているのかを訊ききたいんですけど」

　ちょっと頬ほおのあたりを引きつらせつつ、質問した。

　テーブルには、四カ所に食器や箸はしが用意してある。まあ、もう何となく理由も経緯も想像はついているけど。

「はっはっは、決まっているだろう。ゲストが二人、来ることになっていると母さんから聞いているぞ？　先日そんな連絡があったものだから、ちょっと無理を言って予約の人数を増やしてもらったのだよ」

　やっぱりか。

　っていうか、何ですかその連携。離婚までしたクセに、こんなときばっかり呼吸が合うんですか。

　と、そこへ。

「お連れ様がいらっしゃいました」

　ウェイターに連れられて、噂うわさの二名がやってきた。

　千ち紗さは、チャイナドレス姿だった。

　オトギーランドに行ったときに仕立てるとは言っていたけど、まさかホントにやりますか。黒地に控えめな白い花の模様。

　しかし、清せい楚そな柄とは裏腹に、露あらわになった白い肩がすごく色っぽい。そして隠しようのない体型も、もちろん百点満点だ。ラプンツェルのときにいつも見ているはずの脚が、深いスリットからチラチラと見え隠れするだけで全然印象が違う。

　もはや定番となったお団子頭にも可愛かわいらしいシニヨンキャップを着けている。オトギーランドでの千ち紗さの言葉を聞いたときに似合うだろうとは想像していたけど、実物は遥はるかにその上を行っている。

　一方、ありすは、やはりオトギーランドで買った……というか買ってもらったフォーマルなドレスを着用していた。

　白くてフリルがたくさんついたワンピースに、黒くて丈の短いボレロ。

　大人おとなっぽく着飾った千紗に対して、ありすは徹底的なまでに可愛い路線を追求した印象だった。綺き麗れいなお人形が動き出したらこんな感じなのかもしれない。

　……まあ、蹴けりを出したりしなければ、だけど。

　ってか、何？　この、二人の気合いの入りよう。社交界デビューでもするつもりですか。父もスーツだし、ジーンズにＴシャツで来た僕がまるで馬ば鹿かみたいじゃないか。

「は、は、は、初めましてっ。わわたくし、あの、竜りゆう太たさんの、く、クラスメイトの、く、久く喜き島しま千紗といいますっ」

　ウェイターが踵きびすを返すなり、千紗が顔を真っ赤にして言った。あまりにガチガチで可哀かわい相そうなくらいだった。

「ほ、本日は、お、お、お招きにあずかりまして、あの、その……」

　千紗は言葉に詰まって、うつむいて黙り込んでしまった。どうやら頭が真っ白になって、言おうと考えていた言葉がどこかへ飛んで行ってしまったらしい。

　すかさずありすが、

「あ、あたしは片かた桐ぎりありすですッ。竜太とは……じゃなくて、竜太君とは小学校からの幼おさな馴な染じみで、今も一緒のクラスですッ！」

　おおう、まさかありすが僕の名前に敬称をつける日が来るとは思わなかった。

　服だけじゃなく態度までよそ行きなのが何だか気恥ずかしい。

「ねえありす、メッキはすぐに剥はがれると思うから、無理はしない方がいいと思うよ。千紗も、そりゃまあ一応テレビや選挙に出てる人だけど、実際はただのロクデナシだから緊張する必要もないよ」

「はは、酷ひどい言われようだな。まあ、しかし竜太の言う通りだ。単なる食事会ですから、肩かた肘ひじ張らずに楽しんで下さい。さあ、座って座って」

　にこやかに、父が言う。その言葉に従って、千紗とありすも席に着いた。

「いやしかし、竜太のガールフレンドがこんなに可愛らしいお嬢さんたちだったとは。いやあ、お前もちゃんと成長してるのだな。父さんは嬉うれしいぞ！」

　父のテンションが上がっている意味がわかりません。

「……何が言いたいのさ。それに、ガールフレンドってのも直訳で理解してよ？　別に、なんにも色っぽいことなんか……」

　言いかけて、言葉に詰まった。

　うーん、ない、と言いきれない気がしてきた。アクシデントとはいえ、キスしちゃったり胸に触れちゃったり抱きつかれちゃったりしてるしなあ……。

「竜りゆう太た。どうしてそこで言いよどむのだね？」

「……いや、別に」

　自爆にもほどがあるぞ、僕。……まったく。

　そこへ、飲み物と料理が運ばれてきた。

　飲み物は人数分のお茶。どうやら父も酒は飲まないつもりらしい。この後も何か仕事があるのだろう。そもそも仕事目的で御み堂どう市に来てるわけだし。

　そして料理は、ピータン豆腐、クラゲと大根のサラダ、スライスした腸詰めなど、前菜っぽいものを盛り合わせた皿。目を引いたのはその中央に鎮座した赤いドラゴン。どうやらニンジンを彫刻したものらしい。東洋の龍ではなくドラゴンなのが御堂市ならでは、といったところか。

「あ……リンドヴルム……」

「おおー、すっげー、目とか爪つめとかまで細こまかく彫ってある！」

　と、千ち紗さもありすも、そのニンジンドラゴンに目を奪われている。その皿を運んできたウェイターは二人に微笑ほほえんで、

「当店の名前にちなみまして、巷ちまたで話題のリンドヴルムをあしらってみました。この市では英雄ですし、当店の料理長も大ファンでして」

　と説明をしてくれた。

　興味津しん々しんの千紗とありすとは打って変わって、父は眉まゆ根ねを寄せて深く溜ため息をついた。

　ま、法とか秩序とかにこだわる父としては、世界征服を口にしている物騒な秘密結社が支持を得ているなど面白くはないだろう。そんなことにこだわってて、次の選挙で勝てなくても知らないぞ。

「相変わらず、リンドヴルムとかデーモンテイルには否定的なんだ？」

　父は難しい顔をして、

「……そうだな。あんな無法は許されない。……が、難しいところだ。少なくとも、高校での一件では、お前の命を救ってもらった。いや、お前以外にもたくさんの国民が命を救われている。それについては、礼を言わなければならない。政治家としても、一人の父親としても、な。人助けをしているのは間違いないから、悪くは言いたくない。が……、せめて素性を明かして罪を清算し、法の範囲内で活動してくれればいいのだがね」

「あの……それはさすがに、無理だと思います……」

　おそるおそる、千紗が言った。ありすも苦笑い。

「だろうな。だから、頭が痛い。今の内閣より確実に支持を集めているというのもな」

「父さんの政党よりもね」

　今度は父が困ったように苦笑した。

「本当のことだから参る。あんまり痛いところを突かんでくれ」

　阿あ久く津つの件もあって内閣の支持率はがた落ちだけど、かといって野党の支持率も伸び悩んでいる。いっそデーモンテイルに政治をやってもらえ、という声は、半分は冗談だったとしても、御み堂どう市以外でも結構あるらしいのだ。

　で、それがまた父としては面白くない、と。

「ま、とにかく、乾杯しようじゃないか」

　父がお茶を手に言った。

　千ち紗さとありすもお茶を手にする。一番最後に、僕もお茶を掲げた。

「では、竜りゆう太たと美しいお嬢さん方の仲に、乾杯」

　父がそう音頭を取った。大きなお世話だ。

「政権交代して、竜太のお父さんが大臣になれますように！」

　とっさにありすがそうつけ加えて、千紗を横目にニヤリと笑った。

「あ、片かた桐ぎりさん、ずるい……！　あの、えっと、お父様と竜太さんの再会を祝して！」

　慌てて千紗もつけ加えた。

「ははは、いや、ありがとう」

　二人の言葉に、父が嬉うれしそうに相そう好ごうを崩す。そんな父を、僕は冷ややかに見やりつつ、

「……二人とも、気を遣いすぎ」

　とにかく乾杯がすめばあとはご歓談だ。

「学校ではどうかね？　竜太はお嬢さん方にご迷惑をかけてはいませんか？」

　……どういう意味だ。

「いっ、いえっ、迷惑だなんて、わたくしの方こそ教室でも図書委員でもお世話になりっぱなしで……」

　なぜか恐縮しまくって千紗が言えば、

「んー、あたしもむしろお世話になってる感じで。しょっちゅうご飯ごちそうになったりとか、お昼もおかずもらったりとか……。あ、でも、勉強だったら少しは得意なんで教えたりもできますから、どーんと任せて下さいっ！」

　えっへん、とありすが胸を張る。

「ほう、片桐さんは勉強が得意、と」

「ええまあ、学校でほんの一番ですわ、ホホホ」

「一番！　それはすごい」

　父が素直に感心したりするものだから、ありすの胸の反り具合はますます大きくなっていく。

　しかし千ち紗さはにっこりと微笑ほほえんで、

「……でも、あの、竜りゆう太たさんはもともと成績がいいですから、特に教えたりする必要はないですよね」

「……。千紗ポンはもうちょっと頑張んないとねー？」

　一瞬ムッとしたありすだったが、すぐにイタズラっぽく笑って言った。

「なっ……。ちょっと、あの、片かた桐ぎりさん。まるで人が勉強がダメな子みたいな言い方はやめて下さい！」

「あれー？　そういう言い方すると、すっごくできるみたいじゃん」

「わっ、わたくしだって、前回のテストでは五〇番以内に入ってるんです！」

「ふふん、ギリギリだけどねー？」

　何だ。最近、この二人のじゃれ合いが多くなったなあ、とは思っていたけど、今日はいつにもまして激しいような……。

　そんな中、料理が次々と運ばれてくる。

　青椒牛肉絲チンジャオロースとか鶏とり肉にくとカシューナッツの炒いため物などの定番料理や、カニ入り蒸し餃子ぎようざと小籠包シヨウロンポウなどの点心が続き、そしてメインの北京ペキンダックが。

　ウェイターが丸々のダックを一度見せに来て、その後、パリパリに焼いて削そいだ皮と、クレープのような生地、ネギやキュウリなどの薬味、つけだれの<t-r>甜麺醤（テンメンジャン）が運ばれてきた。ウェイターが一人一つずつ生地で包んでくれて、

「後はセルフでお願いします。もう少しいたしましたら、ダックの肉の炒め物と骨で取ったスープをお持ちしますので」

　と去っていく。どうやらこの店では、ダックを皮だけでなく、丸々ムダにせず食べさせてくれるらしい。

「おお、これが話に聞く北京ダック……」

　何やらありすが感動している。さては初めてか。

　ありすはしげしげと眺めていた北京ダックを、手で掴つかんでパクリと囓かじった。

「旨うまい……じゃなくて、美お味いしい！」

　表情が豊かなのはありすの長所の一つだけど、特に美味しいものを食べたときの幸せそうな顔は群を抜いている、と思う。まるで、今この世界で一番幸福なのは自分！　と宣言しているかのようなオーラを放っているのだ。

「ははは、それはよかった。それだけ喜んでもらえたなら、ダックもきっと本望だろう」

　笑って父が言う。ま、確かに同感だ。

　僕も一口。もちもちした生地、脂ののったダック、しかししつこさを薬味のネギやキュウリが緩和して、甘い甜麺醤が全体のバランスをキッチリ取っている。旨い。

「……しかし、久く喜き島しまさんはどの料理にもラー油をかけるんだね」

　少し驚き気味に、父が言った。なんと、北京ペキンダックまで取り皿に垂らしたラー油をつけて食べている。

「あ、はい。辛からくて美お味いしいです」

「ふうむ。まあ、美味しいならいいのだが」

　いやいや、それでも今日は控えめだと思うね。だってラー油が自家製じゃないし。

「よーし！」

　とありすは腰を浮かせテーブルを回し、北京ダックの生地に手を伸ばした。気に入ったみたいだし、二個目に行くのか……と思いきや、

「竜りゆう太た、作ってやるぞ！」

　と思いがけないことを言い出した。

　……何のつもりだ。何かの謀略か……？

「あっ、また抜け駆け……！　片かた桐ぎりさん、ずるいです！」

　千ち紗さまでが生地を手に取り、

「竜太さん、わたくしが作ったのを食べて下さい！」

　……ええっ？　何なの、いったい……。まあ、チャイナドレス姿の千紗が北京ダックを巻いたりしてくれているのは、とても絵になるけど。

「いや、二人とも、食べたかったら自分でやるからさ……」



    

  
    
      



    

  
    
      　しかし父は呆あきれ顔で、

「竜りゆう太た、お前は何を言っているのだね？　空気を読みなさい。せっかく女の子が世話を焼いてくれているのだから」

　わけがわかりません。

　さて、そうこうしている間にも、千ち紗さとありすの手によって着々と北京ペキンダック……のようなものが形作られていく。

　メイド・イン・ありすの北京ダックは、具の量がメチャクチャだった。

　たぶんありす流の気遣いなんだろうけど、生地一枚に対してダックの皮が七枚というのは明らかにバランスが悪い。案の定、生地で包みきることができず、生地の上にこんもりと具を盛っただけという代物ができあがった。生来の不器用さもあってか、その見てくれは、まったく食欲をそそらない。なぜ、生地に具を包むという工程だけでこうもおかしなものができあがるのだろうか。

　で、のんびりマイペースで作っている千紗より早くできあがったそれを取り皿に乗っけて席を立ち、ありすは得意満面の笑みで僕の前にどん、と置いた。

「さあ、北京ダックありすスペシャルだぞ！　食え！」

　……これ、全部食べたら胸焼けしそうなボリュームなんですけど。

　そして、期待に満ちた目をキラキラさせて僕を見つめるありす。ううっ、何ですかこの追い詰められた感。……食べなきゃダメ？　ダメですか。くそう。

　覚悟を決める。しかし、これ、手で持って食べるのは無理じゃないですか。

　仕方ないので、行儀が悪いなあ、と思いつつも、取り皿を持ち上げてその縁に口をつけるようにして頂く。あ、皮が一枚ポロリと落ちた。

　口の中にいっぱいのダックの皮。うう、確かに美お味いしいけど、脂っこいよう。

「どうだ？　竜太。旨うまい？」

「…………………………………………………うん」

「何だその間はーッ！」

「いや、美味しいんだけどさ、この量はちょっと……」

　ようやく呑のみ込んで、お茶を一口飲んで、僕は答えた。

　くすくすと笑いながら、今度は千紗が「どうぞ」と自分が作った北京ダックを僕の前へと回転テーブルで送ってきた。

　こちらは時間をかけただけあって、とても綺き麗れいに巻いてある。そう、これが北京ダックのあるべき形だよ！

　ありすスペシャルから逃れるように、千紗の作った方を手に取った。そして「頂きます」と一口。

　生地のもっちり感と皮のパリパリ感、シャキシャキしたネギやキュウリの食感と、にじみ出るラー油の辛からみ。

　……。

　…………なぜラー油が。

　ってか、辛っ！　辛いッ！　ラー油の辛さが完全に<t-r>甜麺醤（テンメンジャン）の甘みを消し去ってる。たぶん、いや、確実に調味料の分量も色々間違っている。

　もしかして仕返しですか。あのキスの報復ですか。事故なんです、許して下さい。

「あの、どうですか？」

　ちょっと頬ほおを染めて、少しはにかんで、千ち紗さが僕に訊きいた。

　……試されている気がする。少なくとも、ただでさえキスの件やプールの件で気まずくなっている現状、正直に感想を述べてさらに機嫌を損ねるのは愚の骨頂だ。

　さあ、覚悟を決めるんだ、僕。男だろ？

　南無三。手にしていた残りを口の中に詰め込んだ。

　ぎゃあああ、ラー油の辛さが口の中で暴れているっ。

　っていうか、ラー油の味しかしない!?　助けて、誰だれか助けて！　辛さに発汗が止まらないっ。

　それでも、苦行のような咀そ嚼しやくを繰り返し、気合いで嚥えん下かする。

　苦く悶もんを気取られないようにゆっくりとお茶に手を伸ばし、一口。

　ああ、何という焼け石に水なオアシス。一口ごときじゃ全然辛さが洗い流せない。けど、お茶を一気に飲み干すのはあまりに不自然だ。

　まだ口の中を蹂じゆう躙りんし続けているラー油の辛さを押し殺して、僕は根性で笑ってみせた。

「……と、とても独創的な味で素晴らしいと思います」

　千紗が嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。その笑みの真意やいかに。

「美人二人に世話を焼いてもらえる竜りゆう太たは幸せ者だな」

　と、表層的にしか状況を理解できていない父が言った。

　食ってみろ。この恐るべき北京ペキンダックを食ってから同じことが言えるか試してみろ。

　席を立ったままでいたありすは僕の胸ぐらを掴つかんで、

「何で千紗ポンのは全部食べて、あたしのは一口だけなんだーッ！」

「いや、無理！　ありすスペシャルはボリュームありすぎるから！」

「ははは、まったく仲が良くて何よりだ。学校でもさぞ楽しいのだろうな」

　そんな僕らを見て、父がしみじみと笑った。

　本当にそう見えるんですか。僕は今ものすごく忍耐を強いられているのですが。父よ、貴方あなたの目は節穴ですか。

　その後、ようやく会食の場は平穏を取り戻し、ダックの肉を使った炒いため物や骨から取ったスープ、エビがこれでもかと入ったチャーハンと続き、デザートの特製マンゴープリンで終了と相成った。いや、チャーハンなんか、ラー油北京ペキンダックの余よ韻いんが強すぎて味がまったくわからなかったけど。

　会食も終わりだ。全員が席を立つ。千ち紗さが父に、

「今日はありがとうございました。あの、とっても楽しかったです」

　と頭を下げた。

「ごちそうさまでしたッ！　すっごく美お味いしかったです！」

　ありすも、そう言って父に笑いかける。

「いやいや、こちらこそ、竜りゆう太たが貴女あなた方がたのような素敵な女の子に仲良くしてもらっていると知って安心しました。私のような父親であることを放棄した人間が言うのはおこがましいのですが、これからも竜太をよろしくお願いします」

　父も、そう言いながら二人に頭を下げる。

　……自分のことをよくわかっているというべきか、大きなお世話だというべきか。

　そして父は、僕に小声で、

「で、竜太。どっちが本命なのだね？」

「……だから、そんなんじゃないってば」

　こんな父は次の選挙で落選してしまえ。

　ま、とにかく、色々不安の種だった父との会食は、こうして幕を下ろした。何だか色々酷ひどい目に遭った気はするけど、ま、平穏無事にすんだ部類なのかな。

　父はもちろん、千紗もありすも、どうやら機嫌よく帰途に就いたようなのだから。



　　　＊



　週が明けて、月曜日。

　さすがにキャッツグレイスのガードは堅いらしい。しかも認識偏向時計に対する備えもあるとなっては、レッドキャップ隊が攻めあぐねているというのも無理はない。

　が、ドクターが手がけている『猫化薬の解毒剤』についてはサンプルがあるだけに順調に改良され、量産も進んでいるらしい。昨日のうちにドクターから、

『魚うお住ずみさんという子に、このキャンディを食べさせて下さい。解毒剤が入っていますから。それと、ちょっと別のものも入っていますので、食べたときの反応で猫化の進行具合もわかるかもしれません。あ、もちろん普通の人間が食べても無害ですのでご心配なく』

　と説明され、キャンディの包みを何個か手渡されている。

　なぜ千紗でもありすでもなく僕が預かっているかというと。

「千紗ポンが持って行くのは論外だよね」

　ありすがそう言ったのは、千紗が辛からいもの以外あまり食べないからだ。最近ではクラスでも千ち紗さの好みの話は伝わっている。激げき辛からのキャンディなんて誰だれも欲しがらない。

「かといって、片かた桐ぎりさんでも、やっぱり不自然だと思います」

　なぜならありすは千紗以上にお菓子類を買わないから。多少なり生活が楽になっても、ありすは無駄遣いや贅ぜい沢たくを嫌う。

　つまり、単純な消去法なのだった。

　僕もあんまりお菓子を持ち歩く方じゃないけど、ま、少なくともガムやキャンディくらいなら気まぐれの範はん疇ちゆうだ。少なくとも、頑固なポリシーを持っている二人よりはマシ。

　そんなわけで、そのキャンディをまとめてポケットに忍ばせて、ついでに自然な感じで周囲の友人たちにも配れるよう似たようなダミーのキャンディも買い足して、僕は学校へ向かったのだった。

　教室に入ると、すでにいつものメンバーは顔を揃そろえていた。

「北京ペキンダックが旨うまかった！　あと、チャーハンと小籠包シヨウロンポウとマンゴープリン！」

　そんなことをありすが得意満面で語っているところを見ると、例の会食での模様が話題になっているらしい。

「うーむ、話を聞くだに旨そうだな。……お、噂うわさをすれば」

　高たか槻つきさんが僕に気づいて、よう、と手を挙げた。

「あ、おはようございます、竜りゆう太たさん」

「おはよ、竜太」

「うん、おはよう、みんな」

「いやあ、それにしても羨うらやましいな、赤あか尾お。女の子二人が手ずから北京ダックを巻いてくれるなんて、男冥みよう利りに尽きるじゃないか」

　面白そうに高槻さんは言うけど、……僕としてはトラウマになりそうです。北京ダックが怖い。決してまんじゅう怖い的な意味でなく。

　しかし素直にそうも言えないので、愛想笑いで「そうだね」とか適当に答えて、自分の席に鞄かばんを置く。というか、何で僕が登校する前から僕の席の周りに陣取ってお喋しやべりしているんですか、皆さん。

　とにかく、今僕が考えるべきことは、魚うお住ずみさんにキャンディを食べさせることだ。

　教室を見回すと、ちょうど魚住さんは登校してきたところだった。荷物を机に置いて、整理したりしている模様。

　周囲に友達がいたりもしないし、いいタイミングかもしれない。

　しかし、だからといって、真っ正面から歩み寄っていって渡す、というのも明らかにおかしい。魚を釣るには、何か餌えさが必要だ。

　少し考えて、携帯を開いた。もしかしたら、魚住さんを釣れるような番組があるかもしれない。つまり、根ね子こ社長が出演していたりするような。

　チャンネルを回していくと、三局目でお目当ての顔を発見した。いつぞの体験会のときよりはずっとラフな格好だったが、相変わらず頭に猫耳を乗っけて、甘ったるい笑顔を振りまきながら、

『猫を迎える方法はたくさんありますが、どういう形だったにせよ、迎えた翌日には動物病院に連れて行くことをお薦めします。次の日というのは検便のためで、最初の晩にした糞ふんを……ああ、お食事中の方、すみません。とにかく、きちんと健康診断を受けさせて、体調には気を遣ってあげて下さい。家に来たその日から猫は家族ですからね。ついでに、そのときにノミを駆除する薬も出してもらうといいかもしれません』

　などなど、猫の飼い方について出演者たちに語っている。可愛かわいい系の端正なマスク、猫に対する優しさ、柔らかい語り口。奥様方にも大人気というわけだ。

　で、ややわざとらしく、

「あ、根ね子こ社長が出てる」

　と魚うお住ずみさんにも聞こえるくらいの音量で言った。

　案の定、僕の言葉にぴくりと反応を示した魚住さんは、ごそごそと鞄かばんから何かを取り出し、それを手にこちらへとやってきた。ちょこちょこと可愛らしい小走りで。

「最近、根子社長は特に引っ張りだこなのですよ。いくつかのワイドショーでコーナーまで持ってるんです」

　そしてみんなに「おはようです」とあいさつをし、手にしたそれを、例の猫耳カチューシャを僕に示した。

「さあ、赤あか尾お君。また愛猫家の集いに行くのです」

　おおっと、意外な先制攻撃。

「はあ？　だって、体験会にはもう行ったし、僕は会員になってないよ」

「それが、根子社長に、赤尾君とはもう一度ゆっくり話がしたいから、またお招きしたい、是非誘ってほしいって言われたのですよ。こんなことは初めてなのです」

　言いながら、魚住さんは猫耳カチューシャを自分の頭にはめる。

「そうなの？　……っていうか、それを教室で着けるのはどうかなあ」

　しかし魚住さんは僕の言葉を完全にスルーして、

「次の体験会は明後日あさつてですよ？」

　魚住さんは僕がまた参加することを信じて疑っていないらしい。

　うーん、社長自ら名指しでご招待とは、いったいどういうつもりだろうか。色々あっただけに、迂う闊かつに行くとも行かないとも言えない気がする。今日か明日にでも、みんなで話し合った方がいいかもしれない。

「うーん。まあ、考えてはおくけど」

　そう言葉を濁にごして、僕はポケットからダミーのキャンディを一つ取り出し、口に入れた。そして、別のポケットから本命のキャンディを取り出し、

「魚うお住ずみさんも食べる？」

　と差し出した。

「え？　あ、どうもです」

　魚住さんは反射的に受け取ってくれた。よし。で、不自然さを出さないように、

「みんなもどうぞ」

　とダミーの方をまとめて掴つかんで、一個ずつ配る。事情がわかっている千ち紗さとありすは、もちろん素直に受け取って口に入れてみせる。

「わーいラッキー！」

　とか言っているありすは素で喜んでいそうだけど。

「ありがとうございます。でも……辛からくないです」

　と千紗。当たり前です。

「お、すまない。珍しいな、赤あか尾おがこういうものを持ってくるなんて」

　言いながら、高たか槻つきさんもキャンディを口に放ほうり込んだ。龍りゆう造ぞう寺じさんもそれに続く。

「え？　うん。来るときにコンビニに寄ったら、何だか食べたくなっちゃって」

　僕らが揃そろって食べるのを見て、魚住さんも、包み紙から取り出してキャンディを口に含んだ。やったね！

「……面白い味ですねえ」

　と魚住さん。

「どこがですの？　普通に安っぽいオレンジの味ですわよ？」

　そりゃまあその通りですが、安っぽいなんて仰おつしやりようはあんまりじゃないですか、龍造寺さん。

「えー。オレンジって感じじゃにゃいですよ、ひっく」

　……にゃい？　ひっく？

　見れば、魚住さんは何だかぽわんとした顔でふらふらと揺れていた。頬ほおが上気して、目もとろんとして焦点が定まっていない気が。

「ちょっと、真ま緒お、大丈夫？」

　ありすが心配そうに声をかけるが、

「もひろん、らいしょうふでふお」

　もはや呂ろ律れつが回らなくなっている。

　そして次の瞬間、魚住さんは、

「にゃあ！」

　と一声鳴いて、目の前にいた僕に抱きついてきた！

　ざわ、と教室中の視線がこちらに集中する。

「え……ええっ!?」

　驚いて固まった僕……いや、僕だけじゃなくて、千ち紗さもありすも高たか槻つきさんも龍りゆう造ぞう寺じさんも、ビックリして固まってしまっている。

　ってか、何？

　またこういう展開!?

　しかし、腕ごと魚うお住ずみさんに抱きすくめられてしまっているので、抵抗のしようもない。

　その間も魚住さんはぐいぐいと頭というか顔を僕に押しつけてくる。その都つ度ど、にゃあという声に合わせてカチューシャの猫耳が揺れる。

　魚住さんの体が温かい。そして、僕の顔はその熱を吸収しているかのようにどんどん熱くなっていく。

　男としては嬉うれしいけど……ドクター、あのキャンディに何を入れたんですかッ！

　そして当然、周囲からは好奇の目と好き勝手な言葉が向けられる。

「え？　真ま緒おも参戦？」

「何？　超大胆じゃん！」

「うそ、マジで!?」

「あの子って何とか社長が好きだったんじゃないの？」

「馬ば鹿かねー、あんなのアイドルとか芸能人と一緒でしょ」

「っつーか、またか。またあいつか」

「……何で赤あか尾おばっかり」

　うわ、視線が痛い。

「こ、こら、真緒！　離れろっ！」

「そ、そうです！　魚住さん、何をやってるんですか！」

　千紗とありすが我に返って、叫んだ。それでハッとした高槻さんが、

「おいおい、魚住。お前、どうしたんだ」

　と僕から魚住さんを引きはがしにかかった。しかし、僕の経験上、引きはがそうとした人に激しい抵抗を……。

　が。

　魚住さんは一いつ切さいの抵抗を見せずあっさりと僕を解放し、今度は高槻さんに抱きついてガッチリと背中に手を回した。

「にゃあ！」

　そして背丈の差的にちょうどその位置にくる顔を、高槻さんの胸に押しつける。……なんて羨うらやましい。いや、じゃなくて！

「ちょ、こらっ、魚住、やめ……誰だれでもいいのかーッ！」

　上機嫌で「にゃあにゃあ」と抱きつき続ける魚住さんと、「やめろ」と言いながら本気で抵抗できない高たか槻つきさん。

「……委員長の腕力なら、すぐ振りほどけそうだけどなー」

　ポツリ、とありすが言った。

「委員長……。まさか、やっぱり女の子が好きな人ですの……？」

　龍りゆう造ぞう寺じさんが一歩後ずさった。

「待てヤト、変な誤解を……こら、離せ魚うお住ずみっ！」

　抵抗する高槻さんの手にぶつかって、魚住さんの頭から猫耳カチューシャがからんと床に落ちた。

　千ち紗さはそれを拾い上げて、僕と魚住さんを交互に見やり、

「竜りゆう太たさんって、やっぱりこういうのが好きだったんですね……」

　と呟つぶやいた。

「は？　え……？　いや、ちが……」

「だ、だって、今も、片かた桐ぎりさんのときも……。抱きつかれたとき嬉うれしそうでしたし……。ま、まさか語尾に『にゃん』とかつけると激しく萌もえるとか……？」

「ちっ、違うから！　そうじゃなくて……」

　そんな恥ずかしい属性を押しつけられても困りますッ！

「あの、隠さなくてもいいですよ。確かに、その趣味はどうかとは思いますけど……好みなんて人それぞれですから」



    

  
    
      



    

  
    
      　ああ、何ですかその哀れむように優しげな目はッ！

「「誤解だーっっっっ！」」

　奇くしくも、僕と高たか槻つきさんの絶叫が綺き麗れいにシンクロした。

　結局、魚うお住ずみさんの錯乱は一〇分ほど続いた。

　そして我に返った魚住さん曰いわく、

「あれ？　え？　な、何で委員長さんが私を抱きしめてるんですかっ!?」

　どうやら錯乱中のことは何ひとつ覚えていないらしい。ありすは覚えていたけど……アレか、なんか酔っぱらったみたいになってたのが原因か。

　そもそも食べさせたのは解毒剤なはずだから、薬の効果がリミットを超えたありすのケースとは別の現象だったのかもしれない。

　それにしても、認識が真逆だ。一応本人の名誉のためにいっておくと、高槻さんは抱きつかれてはいたけど抱きしめたりはしていない。腕を背中に回してすらいない。

「むしろ、私が抱きしめられていたんだがな」

「えー、まさか。そんなわけないですよ」

「なんてはた迷惑な……」

　高槻さんが疲れきった顔でポツリと漏らす。

　同感だけど……果たしてはた迷惑なのは魚住さんだろうか。それともキャッツグレイスだろうか。案外ドクターかもしれない、とも、僕は思った。



　そして放課後、デーモンテイル基地。

　ちなみに、今日はボスの千ち紗さは不在だ。何か用があるから、と授業が終わるなり高槻さんたちとどこかへ行ってしまった。

　ってか、行ってしまった、らしい。僕がトイレに行っている間に帰ってしまったのだ。それを僕は、ありすの口から聞いたというわけだ。

　とほほ、もう決定的かなあ。完全に嫌われたか。

　余談ながら、実は五号もいない。

　何でいないの？　と訊きいたところ、

「秋あき山やまさんとこにメシ作りに行ってるよ。そのあと川かわ村むらさんとこで、次は菜さい来らい軒けんのまかない作りに行くんだと」

　だそうだ。今日も今日とて、引っ張りだこらしい。ってか、菜来軒って中華料理屋なはずじゃ……。うーん、さすがというか、それでいいのかというか。

　まあ、それはそれとして。

『ふうむ。マタタビエキスを入れてみたのですが、効果が微妙でしたね。無力化を考えると、もう少し強くするべきですか』

　僕らから朝の話を聞くなり、ドクターはそう仰おつしやった。

　ははあ、魚うお住ずみさんが酔っぱらったのはそのせいですか。猫化薬って、そこまで人間を猫に近づけるんだ……。

　しかし、必要なものの開発とはいえ、僕らの教室で変な実験をしないで頂きたいです。

「ま、そのあたりの改良とかはドクターに任せとくとして、今問題にすることは明後日あさつてのご招待をどうするかでしょ」

　とありす。まさしくその通りだ。

「何かある、と見るべきでしょうね」

　一〇号が少し考えて、言った。

「少なくとも、料理に薬が混入していたのは意図的なものでしょうから、その効果は把は握あくしているはず。隊長が馬ば鹿か食ぐいしているところは確認されているわけですから、キャッツグレイス側は、その後隊長にどういった変化が現れるのかも予測できたはずです」

「……そうか。なのに、ありすは翌日にケロッとした顔で学校に行ってる」

「ええ。その事実が伝わっていないとは考えにくいですし、なぜ効果が隊長に現れていないのかを考えれば……」

「……素早く対抗手段を用意できる組織が背後にある、と考える」

「その通りです」

　一〇号がうなずく。

「おいおい、頼みますぜ隊長」

「警戒されたらますますやりにくくなっちまう」

　潜入を試みたという四号と七号が、ありすに非難がましい視線を向けた。

「うっ。……だって、しょうがないじゃん。美お味いしそうだったんだもん」

　バツ悪そうに、もにょもにょとありすが言った。というか呟つぶやいた。

「確かに軽率だわな。敵かもしれない相手が出した食べものだぜ？　少しは警戒しないと。何にも口にしなかった竜りゆうの字を見習うべきですな」

　ここぞとばかり、いつもやられっぱなしの三号も攻勢に出る。

「いくら隊長が貧乳でも、何でも許されるワケじゃないんですぜ？」

「ぐっ、この……覚えてろ」

　悔しそうに、ありすが三号を睨にらみつけた。

　はは、今回はさすがにありすも強気には出られないか。

『しかし、解毒剤を開発できたのは片かた桐ぎりさんのおかげですよ』

　と、天からありすを擁よう護ごする声。

「そっ、そうだぞ！　アレがあったから、薬の効果だってわかったんだぞ！」

　一転、ありすは強気の攻勢に出るが、

「それは結果論だと思うなー」

　と六号に痛いところを突かれてしまった。今日のありすに勝ち目はなさそうだ。

「でも、だとしたら、どうしてありすじゃなくて僕を名指ししてきたんだろう？」

　僕は首を傾かしげて言った。

「だって、薬を摂取して効果が現れなかったのはありすであって僕じゃない。だとしたら、ありすだけが特殊な立場にあって、僕は無関係って可能性だってあるでしょ？　その件が決め手だったとしたら、僕よりありすを呼ぶんじゃないかと思うんだけど……」

「そうですか？　私なら、やはり竜りゆう太た君、君を招きますよ。より正確には、どちらかを招くなら、という前提の話ですが」

「……？　どうしてです？」

　一〇号に訊きくと、

「可能性だけなら、隊長が無関係で、その無関係な友人を竜太君が組織の力で助けた、という見方もできるからです。そして、あの料理を無防備に馬ば鹿か食ぐいした隊長より、一いつ切さい口をつけなかった竜太君の方がより怪しく見えます」

　……なるほど。少なくとも、あの状況でどちらがキャッツグレイスを疑っているかという判断なら、僕の方が警戒していたように見えてしまうか。

「それに、仮に竜太君がただの一般人であったとしても、のこのこキャッツグレイスに出向いていったとしたら、隊長だって無視はできないでしょう。少なくとも人質にはなるでしょうしね」

「言われてみれば、確かに」

「まあ、何にせよ推測にすぎませんが」

　そりゃそうだ。

「で、どうすんの、竜太。行くの？」

「うーん。行くしかないんじゃないかなあ。こっちの身元はバレてるわけだし、行かないで学校とかで変な手出しをされた方が面倒だし」

「罠わなって気がするけどなぁ」

　三号が不安げに言う。

「でも、竜りゆうの字ならいざとなったら変身もできるし、まあ大丈夫か」

「ま、確かにあたしを呼びつけられるよりはやりやすいだろうけどさ……。真ま緒おも一緒に行くんだし、迂う闊かつに変身もできないよ？　危なくない？」

　心配そうなありすの視線を受け止めて、僕は首を横に振った。

「いや……うん、大丈夫、やっぱり行くよ。呼びつけてどうこうする気なら、行かなかったとしても何か仕掛けてくるでしょ。だったら、場所と時間を特定できる方が対策も取りやすいと思う」

「そりゃそうか。支援態勢をキッチリ整えておけば、最終的にはそれが一番堅実かもな」

　と三号。

「だったら、おいらの盗聴器を持ってくといいよ。こっちでやりとりを傍ぼう受じゆしてれば対応もしやすいし、万が一の場合の合図とか合い言葉を決めておけば連携も取れるし」

　どうやら異論はなさそうだった。

『念のために言っておきますが、明後日あさつては、片かた桐ぎりさんは赤あか尾お君と一緒に行くというのは控えて下さい。投薬後の経過も見たいので、当日は学校が終わったら一度基地に顔を出してもらいます』

「了解。っていうか、もうこりごりだし」

　ありすの辟へき易えきした顔に、僕もレッドキャップ隊からも笑い声が漏れた。

「にしても、こんな大事な会議のときにボスは何やってんだ？」

「だよなあ。大事な竜りゆうの字の進退がかかってるってのに」

「行き先が会議で俺おれらもいるからって、隊長に任せちまうのもらしくないよな」

「……え？　何が？」

　レッドキャップ隊の面々のやりとりに僕がそう訊きくものの、

「いや、別に」

　と揃そろいも揃ってわざとらしく顔を背けてしまう。

「余計なこと言わない！　色々準備があんのよ」

「準備？」

　ありすの言葉にさらに首を傾かしげると、

「あっ、いや、何でもない！　大丈夫、へっちゃらだから気にすんなっ！」

　……余計気になるんですけど。

　また除のけ者ですか、僕。酷ひどいなあ。



　　　＊



　翌日の放課後。

　図書委員の当番がこんなにきつかったことは、一度としてなかった。これまではむしろ楽しかったものだけど、何しろ相棒と気まずいままきてしまっている。

　カウンターに二人きり。でも。

　会話がない。

　それでも昼休みはそれなりに利用者がいるので、仕事がないわけではなかった。しかし放課後となると、嫌がらせか、ってくらい誰だれも来やがらない。

　静寂。っていうか、沈黙。

　ちらりと見やっても、逃げるように視線を逸そらされてしまう。そして時折、頬ほおを染めてうつむき、物もの憂うげに溜ため息をついてみせたりする。

　今さらまた謝るのも何か違う気もするし、話しかけようにも気まずすぎて全然踏み出せない。何か現状のまま下へ手たに話しかけたら、余計に事態を悪化させそうな気さえする。

　どうすればいいんだ……。

　それで結局、黙々と本に目を落とすことになるのだ。お互いに。全然中身が頭に入らないけど。

「あ、猫耳」

　ぽつり、と呟つぶやいて、千ち紗さがちらりと僕の方を見た。どうやら読んでいた本にそんな何かが出てきたらしい。

　ま、まさか、完全に猫耳好きだと思われてる!?

「な!?　い、いや、違うッ！　別に、僕は……」

「あの、隠さなくても……」

「だから、そもそも誤解だってば！」

「確かに、可愛かわいかったですし……。猫化した片かた桐ぎりさん」

「それはそうだけど……じゃなくて！」

「……！　やっぱりそうなんですか……ッ！」

　ああっ、僕の馬ば鹿かっ！

「いや、ちが……そういう意味じゃ……」

「で、でも、片桐さんはともかく、魚うお住ずみさんまでっていうのはどうかと思うんです！」

　なに顔を唐とう辛がら子しみたいな色にしてワケのわからないことを口走っているんですかッ！

「……お願いだから僕の話を聞いて下さい」

「騒々しいぞ」

　カウンター内にあるドアが開くと、司書準備室からほのかにタバコの臭においが流れ出てきた。なぜなら、そこは我が校随一のヘヴィスモーカーの居城だから。

「ロビーの私語は禁止じゃないとはいえ、あまり大声はいかんなあ、少年」

　司書教諭の津つ島しま響きよう子こ先生が、火のついていないタバコをくわえたまま顔を出した。髪を短く刈った、化粧っ気も飾り気もない先生だ。聞いた話では僕らの担任の松まつ田だ小こ桃もも先生と同い年らしいけど、とてもそうは見えない。小桃先生が童顔すぎるせいなのか、それとも津島先生がダンディすぎるせいなのか。

　あ、ダンディとか言っているのは内緒だ。さすがにそんな形容を用いていると本人に知られたら、ぶっ飛ばされかねない。

「すみません」

「珍しいじゃないか、少年が声を荒らげるなんて。昼からどうも様子がおかしいとは思っていたが、こりゃケンカでもしたかい？」

「う……」

　はは、何も言えません。

「別に、ケンカなんてしてないです」

　千ち紗さが言うけど……うーん、そうなんですか？　いやまあ、確かにケンカとはちょっと違う気がするけど。

「本当か？　まあ、悩むのはいいことだ。どんどん悩め！　悩んだところで答えなんぞ簡単には出ないがな。悩んだ末に間違った結論にたどり着くのも珍しいことじゃないが、それでも悩むのが青春というものだ！　あっはっは！」

　えー。猫耳好きだと誤解されちゃってどうしよう、なんてことを悩むのも青春なんですか。なんかヤだなあ、そんな青春……。

　まあ、キスの件で云うん々ぬん、ってのはちょっと青春っぽいけど。

「さ、そろそろ時間だ。さっさと帰れ」

「……そういう言い方って」

　思わず言うと、

「ああ、悪い。ただな、私も早く図書館を出たいんだ。急がないと小こ桃ももに捕まる」

「……小桃先生に、ですか？」

　千紗が首を傾かしげた。

「ああ。……別に飲みに行くのはいいんだけどな、さすがにアイスクリームやケーキを並べて日本酒をやられると、見ているこっちが悪酔いしそうになる」

　小桃先生は甘いものに目がなくて、甘いものを差し入れることで多少のことなら融通を利かせてくれる……らしい。

「よくわかりませんけど」

「そりゃそうだ。少年、同意されても困るぞ、教育現場の人間としては」

　まあ、同意ができるということは飲酒経験があるということなワケで、建前上、未成年の僕らとしてはあってはいけない経験の一つだ。

　実際に日本酒を飲んだ経験はないけど、まあ、甘いもので日本酒、って話をあまり聞かないことも事実。小桃先生が異端なのは間違いないのだろう。

「事情はわかっただろう？　というわけで、今日のお仕事はお終しまいな」

　そうして、僕と千紗は追い立てられるように図書館を後にした。まあ、終わってくれた方がありがたいわけだけど。

　というわけで、校門を出る。

　ただし、僕らの今日もまだ終わらない。この後、勉強会に合流することになっている。さすがにここのところ遊びすぎたと反省したのか、図書委員の当番の日だというのに強行したい、と高たか槻つきさんが言ってきたのだ。

　僕が不在なのに僕の家を使うわけにもいかないから、また場所は龍りゆう造ぞう寺じさんの家。すでに高槻さんたちはありすに勉強を教わっているはずだ。

「えーと、この後勉強っていうのもなかなかハードだね」

　道すがら、そう話しかけてはみるものの、はは、我ながらぎこちない。

「……は、はい。そうですね……。み、みんなが待っているはずですから、少し急ぎましょう！」

　千ち紗さは顔を赤くして僕よりさらにぎこちない感じでそう言うと、スタスタと歩く速度を上げて僕を引き離した。お団子から伸びた長い黒髪の尻尾しつぽが翻ひるがえって先を行く。

　……。

　例のキスのことでアレなのか、猫耳好きっていう勘違いがドン引きさせているのか、あるいはその両方なのか。

　誰だれか助けて下さい。

　もう、僕にはどうしたらいいのかわかりません。



　不意打ちを食らった。

　龍造寺さんの家で。入るなり、突きつけられたそれは発砲され、大きな音を立てて中身を僕に向けて撃ち出した。

「誕生日おめでとう！」

　後ろから千紗も笑顔で、

「おめでとうございます」

　あー、そっか。今日は僕の誕生日だったっけ……。家に帰っても一人だったりすると、案外忘れるんだよね。誕生日とか。

　しかし、僕はというと、

「……は？」

　という間抜けな反応しかできなかったわけで。

　それというのも、クラッカーの音や突然の祝福だけでなく、クラッカーを鳴らして出迎えてくれたありすと高槻さんの格好がおかしかったからだ。

　ありすはお馴な染じみのメイド姿だった。例の、オトギーランドで買ってもらったヤツだろう。バイト先の制服よりフリル増量二〇パーセント、その分スカートの丈が大幅減。一度写真で見ている分インパクトは少なかったけど、もはや鉄板というか、最近はメイド服というのはありすのためにあるんじゃないかとさえ思えてしまう。

　そして高槻さんは、軍服姿だった。レッドキャップ隊のような迷彩の戦闘用ではなく、第三帝国的な士官用というか礼服を凛り々りしく着こなしている。頭には軍帽まで。

　……似合いすぎ。

　高たか槻つきさんは女の子としては背が高いから、映える映える。しかも、もともと持っている厳しい雰囲気とか伸びた背筋とか鋭い目つきとかが、洒落しやれにならないくらいハマっている。これで何か命令されようものなら、もう逆らうことなどできそうにありません。あ、いや、普段から逆らえないけど。

「……あのう、その格好は何ですか」

　頭に乗っかったクラッカーの紙テープを払いつつ訊きくと、

「何って、お前の誕生日を華やかな衣装で祝ってやろうという心遣いじゃないか。素敵なプレゼントだろう？　見ろ、お前のために片かた桐ぎりさんが率先してメイド姿に！」

「なっ!?　ち、ちがっ……こ、こっ、これはっ、委員長の顔を立てただけで、りゅ、竜りゆう太たのためとかじゃ……！」

　顔を真っ赤にして、ありすが慌てて否定する。いやいや、何もそこまで必死に否定しなくても。

「あの、ヤトさんはどうしたんですか？」

　僕と一緒にクラッカーの紙テープを浴びた千ち紗さが、高槻さんに訊いた。

「ん？　ああ、ヤトなら間抜けなことにドアを通らなくなってしまってな。搬入したときはパーツがバラバラだったから気づかなかったというわけだ」

　つまり、龍りゆう造ぞう寺じさんまで何か妙な格好をしているわけですか。

「さあ、とにかく早く入れ。まだまだ色んな衣装を用意してあるからな。時間がもったいないぞ」

「そうですね。あれだけ準備するのに、かなり時間もかかりましたし」

　と千紗。

「そうだぞっ！　さあ、早く来い、竜太！」

　ありすが僕の腕を取ってぐいぐいと引っ張る。

「わかった、わかったから……」

　ありすに引っ張られるままに二〇畳はあろうかというリビングに入る。

　飾りつけのようなものはなかったけれど、リビング中央のテーブルには所狭しと料理が並べられていた。一目で仕出しや店屋物だとわかる料理が。あ、ピザまである……。

　えー、こんだけ女の子がいて誰だれも料理できないの……？

　そして、龍造寺さんは――

　真っ赤なドラゴンになっていた。

　衣装とかコスプレというより、着ぐるみっていいませんか、あれ。

　口の部分から龍造寺さんの顔が覗のぞいているけど、あとはもう誰が入っていても一緒だ。せっかくのプロポーションが台無し。

「ようやく来ましたのね？　待ちくたびれましてよ？」

「……なんでそんな格好を」

「わたくし、気づきましたの。リンドヴルム様がわたくしとの結婚に今ひとつ乗り気でないのは、わたくしが人の姿をしているからなのですわ！　こうしてドラゴンの姿を見て頂けば、きっとリンドヴルム様もわかって下さるはず……！」

　……えーと、どこからツッコミを入れればいいのでしょうか。

　とりあえず、「今ひとつ」って部分から突っ込んでみる。心の中で。なんでやねん。

「その姿で会いに行くの……？　これから夏だよ？　それで外に出たりしたら、ものすごく暑いと思うんだけど……。ってか、それで出歩くこと自体ちょっとアレだし」

「ホホホ、文学少年はわかっていませんのね」

「は？　……何が？」

「わたくしの愛と熱意を、ですわ！　夏の暑さなんて、この愛の炎の温度に比べたら避暑地みたいなものですもの！」

　……左様ですか。

「さ、千ち紗さも来い。さっさと着替えて……いや、先に乾杯しようか。その後でゆっくり着替えればいいな」

「あ、はい……」

　見れば、ありすが珍しく人数分のグラスにジュースを注ついだりしてかいがいしく働いている。服装的には似合う行為だけど、ありすという人間からすると驚くべき光景だ。

　それともアレか、テンションがバイトのモードに近いのか。格好が格好だけに。

「さあ、全員グラスを持て！　持ったな？　では、我らが仲間、赤あか尾お竜りゆう太たの誕生日を祝して、乾杯！」

　みんな、口々に「乾杯」とコールし、僕におめでとうと言ってくれた。

　なんとなく、高たか槻つきさんが軍服姿でやると、凱がい旋せんパーティでも始まるように見えてしまうけど。

「ありがとう」

　ま、素直に喜んでおこう、と思う。実際嬉うれしいし。

　何となく、僕の誕生日を口実に騒ぎたかっただけなんじゃないかとか、オトギーランドでありすに散々着せ替えをやって味を占めただけなんじゃないかとか、勉強するんじゃなかったのかとか、色々思うところはあるものの、たぶんそれらは僕のゲスな勘ぐりに過ぎないので黙っておく。せっかくの厚意に水を差しても悪いし。

　あ、龍りゆう造ぞう寺じさん、手にしたグラスが着ぐるみの構造のせいか、口に届かないでいる。なんとかグラスに口をつけようともがいている姿がちょっと可愛かわいい。

「さ、千ち紗さは早速着替えだ」

　高たか槻つきさんが千紗の手を引いて別室へ向かう。

「こっちの部屋は男子禁制だぞ。赤あか尾お、覗のぞくなよ？」

　言われるまでもなく、しません。そういうことをやった場合の報復が、想像するだに恐ろしすぎる。

「では、千紗の変身に乞こうご期待！」

　高槻さんと千紗が消えると、龍りゆう造ぞう寺じさんは飲み物を諦あきらめて、姿見に自分の姿を映してみたりし始めた。あ、ご機嫌で鼻歌まで。そんなに気に入ったんですか、その着ぐるみ。

「さあ、竜りゆう太た、お前のためのお誕生会だぞっ。食え食え」

　ありすが紙皿に料理を取り分けてくれたりするんだけど……ポテトサラダをドカッと盛り、その上に大きなエビフライをグサッと刺し、……といった具合で、北京ペキンダックのときから何ひとつ改善されていない。

「さあ、食え、竜太！」

　いやいやいや、そのポテトサラダのチョモランマを攻略しろと言われても。

　ためらう僕に業を煮やしたのか、ありすはフォークでエビフライを突き刺し、僕の口元に突きつけた。

「さあ！」

　しょうがないなあ。

　ありすが手にしたフォークから、エビフライを一口囓かじる。

　その瞬間、ありすの頬ほおが急速に朱に染まっていった。

「な、な、なっ……！」

　そして数歩後ずさる。

「……どうしたの？」

　エビフライを呑のみ込んで訊きくと、

「な、な、なんでもないっ！」

　なにやら必死な感じでそう言って、一度僕が囓ったエビフライを凝視し、また僕を見る。

「……も、もう一回……もう一口……あーんって……」

　ありすが何やら聞き取れないボリュームでぼそぼそと言っている。

　とにかく、せっかくありすが取り分けてくれたんだし、もう少し食べよう、と近くにあったフォークを手に、ポテトサラダを切り崩した。

　と、ありすは、

「………………自分で食べんのか」

　不満そうに頬を膨らませて、僕を睨にらんだ。

「ええっ？」

　……食べろって言ったのはありすなのに。わけがわかりません。

　そのとき、ドアが開いて、

「はいはい、注目ーっ！」

　と巫み女こ姿すがたの高たか槻つきさんが入ってきた。

　白い小こ袖そでに緋ひ袴ばかま、千ち早はやまで羽織っている。案外本格的だ。それにしても、高槻さんはスレンダーだし姿勢もいいし、何を着てもカッコよく見える。さっきの軍服もそうだったけど、巫女装しよう束ぞくも可愛かわいさより荘厳さみたいなものをまとっているように思えた。

　ま、彼女が仕えるとしたら確実に軍神とか戦神なんだろうな、とも思ってしまうわけだけど。

「さ、千ち紗さ、早く入ってこい」

「……で、でも」

　ドアの陰で、千紗は躊ちゆう躇ちよしている模様。いったい何を着たんだろう？

「頑張れ、千紗。片かた桐ぎりさんはもう散々メイド服でポイントを稼いでいるんだぞ？」

　……ポイントってなんですか。

　しかし、千紗はその言葉で決意を固めたらしい。うつむき加減で、恥ずかしそうに、そしておずおずとリビングに入ってきた。

　その姿は、肩と胸元を大胆に晒さらした、純白のドレス姿――。

　そう、いわゆるウエディング・ドレスだった。

　手にはご丁寧にブーケまで持っている。ヴェールの下で頬ほおを薄紅色に染めた千紗は、それはもう可か憐れんの一言で、僕はただただ言葉も失って惚ほうけたように見とれることしかできなかった。

「……うわ、なんちゅーあざとい真ま似ねを」

　ありすがやさぐれ気味に吐き捨てた。

　高槻さんは、「どうだ！」と言わんばかりに胸を張り、自分のことのように勝ち誇った笑みを浮かべている。

　しかし、ウエディング・ドレスに巫女って組み合わせがメチャメチャじゃないですか。だったら白しろ無む垢くに文ぶん金きん高たか島しま田だとかの方が……いや、二人とも似合ってるからいいんですけど。そして、ドレスの方が千紗は映えそうだからいいんですけど！

　相変わらず、龍りゆう造ぞう寺じさんは我関せずで姿見に向かいポーズを決めたりしているが。

「さあ、赤あか尾お。感想を一言」

　高槻さんにそう言われて、僕はようやく我に返った。

「……え、僕？　あ……いや、その」

「ふっ、勝ったな。見たか、千紗。完全に赤尾は千紗の花嫁姿に我を忘れていたぞ」

　う。図星なので何も言えません。

　しかし、高たか槻つきさんにそう言われた千ち紗さもますます赤くなってうつむいてしまった。

「ああ、そうだ。千紗、赤あか尾おと並んでみろ」

「え？　ええっ!?」

「はあっ!?」

　千紗と僕が同時に叫んだ。ありすも、

「そっ、そんなことする必要ないぞっ！」

「いやいや、せっかく花嫁衣装を着たんだ、男性のとなりに立ってみるくらいするべきだろう。野郎は一人しかいないし、選択の余地はないわけだが」

　高槻さんのニヤニヤがエスカレートしていく。

「で、でも……」

「いいからいいから！」

　ためらう千紗の意向は全面的に無視して、高槻さんはぐいぐいと千紗を僕の方へ連れてこようとする。

　そしてさらに、

「おおっと、手が滑ったぁ！」

　とわざとらしく言って、ドン、と千紗の背中を押した。きゃ、と可愛かわいらしい声を上げて、千紗は僕の方へとよろめいてくる。

　ヴェールとブーケが床に落ちた。

　危ないとか何とか言って助けに入るまでもなく、千紗は押された勢いのままに僕にすがりついた。

　抱き合う、というほど密着はしていないものの、僕を見上げた千紗との距離は一〇センチをきっていて、自然と見つめ合う格好になる。

　その千紗の真っ赤な顔は、張り詰めたように緊張して、かすかに震えてさえいた。その赤くなりっぷりはいっそ可哀かわい相そうなほどで、うっすらと目元に涙まで浮かんでいる。

　思わず、至近距離の唇に目が行ってしまった。綺き麗れいな桜色の、艶つやめいた可愛らしい唇。

　そして、ドレスに負けないくらい真っ白い肩。その肩から少し目線を下げれば、ふくよかな胸によって形作られる神秘の谷間。

　ウエディング・ドレスといえば結婚式、結婚式といえば誓いのキス。

　――キス。

　一度意識してしまえば、あのときの感触がよみがえってくるのを止めることができない。あの千紗の唇の感触が、鮮明に……。

「……いや、その…………」

「……っ！」

　千紗は赤い顔のまま顔を伏せると、何かに耐えられなくなったような感じで僕から離れ、そのままドレスの裾すそを持ち上げて、走ってリビングから出て行ってしまった。

「あ、千ち紗さ！　……はは、ま、どっちにも刺激が強すぎたか」

　苦笑して、高たか槻つきさんが千紗を追いかける。

　そしてぼうっとした頭でそれを見送っていた僕は、ありすに思いっきり足を踏まれた。



　高槻さんは巫み女こ装しよう束ぞくのままだったけど、千紗はブレザーにリボンタイという制服っぽい服を着てきた。もちろん我が校の制服ではなく、僕でも知ってるくらい超有名なアニメに登場するヤツであるらしい。

　で、頭に黒い猫耳と、お尻しりにも同じ色の尻尾しつぽがついていた。

　……当てつけですか。

　だから僕は、猫耳が好きってわけじゃないのに。……嫌いでもないけど。

　そして、ウエディング・ドレスの余よ韻いんを引っ張っているのか、時たま目が合うと真っ赤になってうつむいてしまう。そんな仕草がまた可愛かわいかったりするわけだけど、うつむいて視線を逸そらされるのはやっぱり嫌われているからなのだろうか。むむ、そう考えると、少し微妙だ……。

「あんなカッコしちゃって、婚期が遅れても知らないぞー？」

　イタズラっぽく、ありすが千紗に言った。

「そっ、そんなの迷信ですっ！　羨うらやましいなら、片かた桐ぎりさんも着ればいいじゃないですか」

「二番煎せんじで着たってしょーがないっつーの。ま、そうでなくても、あたしは着るときは本番のときに、って決めてるから」

「わたくしだって、そのときにも着るからいいんですっ」

　……二人とも、なぜ言い合いながら、ちらちらと僕の方を見るんですか。

　高槻さんは二人のやりとりをニヤニヤ笑って見守りつつも、テーブルに並んだ料理を食べることに余念がない。凄すさまじいまでの勢いでピザを一枚丸々平らげ、今は鶏とりの唐揚げを次々口に運んでいる。

　そして龍りゆう造ぞう寺じさんは、ドラゴンの着ぐるみでセクシーポーズの研究に余念がない。

　ふと、千紗の目が山盛りポテトサラダの取り皿に向いた。

「あれは……？」

「ああ、ありすが取り分けてくれたんだけど、ちょっと量が多すぎて食べきれてないんだ」

　僕は苦笑しながら答えた。

　すると千紗はむむ、とうなって、速攻で紙皿を手にソーセージやら唐揚げやらを取りに向かった。そして、テーブルに置いてあった小瓶から何かをちょいちょいと振りかけ、フォークを添えて、

「りゅ、竜りゆう太たさん、どうぞっ！　食べて下さいっ」

　と僕に差し出した。少しはにかみ気味で。

　……今かけた赤い液体は何ですか。瓶には手書きでタバスコって書いてあるんですけど、まさか自家製のアレですか。

　悪気はないのか、それとも直接ダメージを与えに来たのか……？　北京ペキンダックの通常ラー油であれだけの破壊力だったんだから、この皿の恐ろしさは推して知るべし、だ。

　たぶん死ぬ。食べたら死ぬ。確実にあのタバスコは致死量を超えている。運よく一命をとりとめても、僕の味覚は粉々に破壊されるだろう。

　さあ、考えろ、僕！　どうしたらこの危機を回避できる？　千ち紗さの機嫌を損ねることなく、この料理を食べずにすむ方法は……？

　千紗から紙皿とフォークを受け取り、

「ち……千紗って、辛からいものをホントに美お味いしそうに食べるよね！」

「……はい？　ええ、だって、美味しいですから」

「えーと、つ、常々思ってたんだ、美味しそうに辛いものを食べるときの千紗は可愛かわいいなあ、って！」

　ちょっとわざとらしかっただろうか。

　でも、千紗は「え？」と呟つぶやいた直後、顔を真っ赤にして身を強こわばらせた。

「いやあ、僕は可愛い千紗が見たいなあ！　というわけで、はい！　あーん！」

　フォークでソーセージを突き刺し、ぐいっと千紗の目の前へと持って行く。

「えええっ!?」

　そう驚いた後に、唾つばでも飲み込んだのだろうか、千紗の喉のどがごくり、と動いた。

　そして、潤んだ瞳ひとみがフォークの先と僕の顔とを行き来する。

　千紗はますます顔を赤くしながら、ほんの数秒ためらいをみせた。しかし、すぐに決意を固めたようで、その顔をソーセージに近づけてきた。

　その可愛らしい小さな口が開く。

　う。し、視線が、彼女のぷるんとした唇から離せない……ッ!?

　そしてその唇が僕の手元にゆっくりと接近してきて、フォークの先のソーセージをぱくり、と囓かじった。

　こ、これは確かに恥ずかしい！　だいたい、冷静に考えたら、はいあーんとかってどこのバカップルですかって感じだし！　いや、全然冷静じゃないけど！

　やっぱり恥ずかしそうな千紗が、口の中のソーセージを咀そ嚼しやくしながら、唇についたタバスコをぺろりとなめた。それがまた……なんというか、とてつもなく色っぽい。

「お……美味しいです」

　赤い顔のまま、そして恥ずかしそうな照れを残したまま、千紗が口の中のものを飲み込んでにこりと微笑ほほえんだ。

　脳が沸ふつ騰とうするんじゃないか、と思った。千ち紗さから目を逸そらせない。細こまかな表情の変化や仕草の一つ一つまで、全部目で追ってしまっている。

　じっと千紗が僕を見つめて、

「あ、あの、もう一口、いいですか……？」

「あ……えーと、その」

　しかし僕が答える前に、千紗とは対照的に眉まゆを吊つり上げたありすが脇わきから割り込んできた。そしてあろうことか僕の右手を掴つかみ、フォークの先にあった千紗の食べかけソーセージをぱくりと一口で食べてしまった。

「あ」

　当然の結果として、ありすは口を押さえて床の上をのたうち回ることになる。

　自殺……？　自殺願望でもあるのか……？

　そしてありすは砂漠で水を求める旅人さながらにジュースを二杯飲み干して、それでもまだしんどそうに額ひたいに浮いた汗をぬぐうのだった。

「な……なんで邪魔するんですかっ！」

　千紗がありすを睨にらみつける。

「あ、ごめーん。あんまり美お味いしそうだからつい食べちゃったぁ！」

　……美味しそう？　そりゃ千紗は美味しそうに食べてたけど……以前にお弁当で酷ひどい目に遭ったことを忘れるはずがないだろうに……。



    

  
    
      



    

  
    
      「そういうの、卑ひ怯きようだと思いますっ！」

「そっちこそ、ウエディング・ドレスって、狙ねらいすぎ！　そういう露骨なことやる方がずっと卑怯だッ！」

「なっ……、誰だれかさんこそ、一回好評だったからって馬ば鹿かの一つ覚えのメイド服じゃないですか！　それは狙ってるって言わないんですかっ」

「誰が馬鹿だっ」

　あー、また始まった……。

　そして二人は、火花を散らしたままリビングを出て行く。

「二人とも、着つけの手伝いが必要なら呼ぶんだぞー」

　その二人の後ろ姿に、高たか槻つきさんがそう楽しそうに声をかけた。唐揚げ征せい伐ばつを終えて、二枚目のピザに取りかかりながら。

「白熱してきたな。対抗意識を燃やして、どんな格好で出てくるやら」

　相変わらず面白がってるし。

　で、そんな大騒ぎの後ろでは、

「……もしかして、別の色のドラゴンの方が、リンドヴルム様はお好みだったりするのかしら？」

　もう龍りゆう造ぞう寺じさんの世界には誰も入り込めそうにありません。

「あれは放ほうっておいていいのかな……？」

　龍造寺さんの方を見ながらポツリと言うと、

「ん？　ま、いいんじゃないのか？　本人は幸せそうだし」

　なんだかなあ。

　と、そこへ早速、

「これでどうだーッ！」

　ばん！　とドアを開けてお色直しを終えたありすが入ってきた。

　真っ白いセーラー服姿。ただし学校の制服的なものじゃなくて、文字どおり水兵さんの格好だ。襟えりの部分だけが黒くて、ありすの白いうなじが際立っている。ぺったんこな胸元には赤いスカーフを巻き、穿はいているのも真っ白い半ズボン。脚が云うん々ぬんいうまえに膝ひざ小こ僧ぞうに目が行くのは、やんちゃガールのありすならではだ。ってか、最悪の蹴けりを放つ対僕兵器だし、色気がどうとか語る部位ではない気がする。

　ご丁寧に水兵帽まで、ツインテールもどきの間にちょこんと乗っけていた。その水兵帽の下にある顔は、普段着慣れないモノを身に着けているせいか、恥じらいで赤く染まっている。

　……この手のセーラー服ってのは児童服としての需要もあるわけだけど、そのことをありすは知っているのだろうか。

「おおー、可愛かわいい可愛い。なんだかんだいって、片かた桐ぎりさんは自分の特性をよく理解しているな」

　確かに、僕もそう思う。っていうか、なぜかこの間の猫耳化事件で胸の中に感じた温ぬくもりを想おもい出して、ちょっと赤面してしまった。

「そ、そう？　ど、どうだ？　竜りゆう太た？」

　ありすは裾すそをちょんと掴つかんで、僕らの前でくるりと回ってみせた。

　セーラー服の裾が翻ひるがえっておへそがチラリと見える。そこにラプンツェルや水着の高たか槻つきさんのほど色気はない。体系的にも彼女たちほどのくびれはないし。っていうか土管みたいなプロポーションだし。ただ、ありすのおへそには、逆に千ち紗さや高槻さんでは醸かもし出せない微笑ほほえましさのようなモノがある。

「うん、似合ってると思うよ」

　ありすの顔がパッと明るくなった。頬ほおもますます赤くなっている。

「そ、そう？　へへ、まあ、当然だ！　えっへん！」

「にしても、自分から着るだけじゃなく、わざわざ回ってみせるとは、片桐さんも積極的になったな。ちょっと前まではバイト先の制服さえ見せたがらなかったのに」

「う……。いや、これはその……りゅ、竜太の誕生日だから特別なんだッ！」

「そうかそうか。よかったな、赤あか尾お。片桐さんがこんなにも祝福してくれているぞ」

「うん、まあ、そうだね。ありがと、ありす」

「え？　いや、その……そう素直に言われると…………」

　もごもごと口ごもってしまったありすの後ろから、今度は千紗が姿を現した。

「あの…………どうでしょうか……？」

　千紗は、背中から白い小さな翼を生やしていた。しかし天使というほど大人おとなしいというか清純な感じでもなく、上下に分かれた白い衣装はレースクイーンもかくやという短さで、しかもかなりタイトだった。

　トップスの胸元には可愛らしくファーがあしらってあるけど、もちろんおへそを隠すほどの丈はない。下だっていわゆるマイクロミニで、太ふと股ももをきわどいところまで惜しげもなく晒さらしている。

　恥ずかしがってスカートの裾を押さえたりしているのがまた素敵。真下に伸びた腕に圧迫されて、大きな胸が柔らかそうに形を歪ゆがめている。さらに、そうやってスカートを押さえるために前まえ屈かがみ気味になっているもんだから、千紗の胸元にはめくるめくベストアングルが広がっているのだ！

　ああそうか、一番端的な言い方をするならば、ラプンツェルの衣装を露出度はそのままに天使っぽくすればこうなる、という感じなんだ。

「け……結局千ち紗さポンは、そういうあざとい真ま似ねするのかーッ！」

　そして、どういうわけかありすが食ってかかる。

「どっ、どういう意味ですか！」

「どういうも何も、そのまんまの意味だーッ！　胸元とか太ふと股ももさえ強調しとけばいいと思うなよッ、このお色気馬ば鹿かの露出狂め！」

「なっ……！　じゃ、じゃあ、片かた桐ぎりさんの服はどうなんですか！　自分だって小ちっちゃくて可愛かわいいって自覚してやってるクセに！」

「小っちゃいとか言うな！」

「か、片桐さんだって胸のこと言ったじゃないですかっ！　し、し、しかも、露出狂だなんて、酷ひどすぎますっ！」

　あーあ、また始まっちゃった。やれやれ。

「まあまあ、落ち着け二人とも。ここに絶好の審査員がいる。赤あか尾おに白黒つけてもらえばいいじゃないか」

　またニヤニヤ笑いの高たか槻つきさんが余計なことを言い出した。

「はあッ!?　なんで僕が!?」

　なんという無む茶ちや振り！　っていうか、どうして僕を巻き込みますかっ！

「決まっている。お前が赤尾竜りゆう太ただからだ」

　意味がわからないんですけどっ!?

　千紗とありすは、高槻さんが言った瞬間からものすごく熱っぽい視線で僕を見つめている。っていうか、睨にらみつけている。

　そして僕は、恨うらみがましい視線を高槻さんに向けた。

「なんだ、文句でもあるのか？　だったら果たし状を持ってこい」

　いや、もうわかっていたのだ。

　高槻さんが言い出したら、誰だれにも曲げられないことを。

　伊だ達てや酔狂で『暴君』などと呼ばれてはいないことを。

　高槻さんが言い出した時点で、僕が審査をすることが決定事項であり、天地開かい闢びやくの頃ころから定められていたかのように粛々と現実になるであろうことを。

「さあ、赤尾。二人とも待っているぞ？　キッチリ勝敗を言い渡してやれ」

　……。

　仮に、千紗の勝ち、と言ったら。

　間違いなくありすにボコボコに蹴けられることだろう。できれば、それは避けたい。

　反対にありすを勝たせれば、千紗との気まずさはますます深刻になるのではないだろうか。それはそれで、勘弁願いたい。

　なんという究極の選択。

　悩んだ。たっぷり悩んだ末に、僕は、

「えー、あー、無理です。どっちも可愛かわいすぎて勝敗なんてつけられません。両者引き分けってことで」

　わかってる。ヘタレと言いたきゃ言うがいい。その批判は甘んじて受けよう。でも、それは偽らざる感想でもあるのだ。

　僕の側そばで、高たか槻つきさんが不満そうな顔をした。わかります。僕がギャラリーでも、こんな当たり障りのない結論にはブーイングです。だからせめて、と、

「大事なことだからもう一度言います。二人とも可愛すぎです」

　二人のご機嫌を取るべく、いや、じゃなくて、健闘を讃たたえるべく、そう言った。嘘うそじゃないからいいよね？

　千ち紗さもありすも、やや不満そうながら少し嬉うれしそうに頬ほおを赤くしている。

「よし、わかった。今回の敗者は赤あか尾お、お前だ」

　高槻さんがキッパリと宣言した。まあ、あえて言うならそうなるだろう。そこに異論を唱えるつもりはない。

「かもね」

　肩を竦すくめてそう答えた。実際、二人の可愛さにノックアウトされたといえなくもないし。

　高槻さんはニヤリと笑って、

「認めたな。では、罰ゲームを決行しよう」

「ば、罰ゲーム!?」

「そう、罰ゲームだ。せっかく赤尾のためにたくさんのコスチュームを用意したんだからな。赤尾にも試してもらわなければ」

「……は？　それって、どういう……」

「はいっ！」

　ありすが元気よく手を挙げて、

「あたしは、竜りゆう太たにもメイド服を着せてみたいっ！」

「はあっ!?　あ、ありす、何言って……」

「いえ、竜太さんには振り袖そでが似合うと思います。赤系なんかどうでしょう？　花柄の。帯は黒がいいです」

「ち、千紗まで!?」

　うう、やっぱり千紗には、何か含むものがあるんじゃないだろうか。

「さて」

　高槻さんが僕の腕をガッチリと掴つかんだ。

「え？　ちょ、衣装部屋は男子禁制じゃないの!?」

「安心しろ。これからお前は女の子になる」

　冗談じゃない！

　慌てて腕を振り払おうとするけど、ビクともしない。僕の非力な抵抗で、高たか槻つきさんの豪腕にあらがえるはずもなく。

「い、いやだーっ！　た、助けてッ、龍りゆう造ぞう寺じさんッ！」

　ジタバタして姿見の前の龍造寺さんに助けを求めるものの、

「ホホホ、これでリンドヴルム様もメロメロですわ」

　ま、まだやってる!?　ってか、聞いてないし――っ!?

「あはは、観念しろ、赤あか尾お。女の子に寄ってたかって服を脱がされたり着せられたりなんて、そうそう体験できないぞ？」

　た、体験したくないっ！

「やーめーてーっ！　お、お婿むこに行けなくなるーッ！」

　しかし高槻さんは、

「安心しろ。喜んでもらってくれる心当たりが複数ある。全然問題ないぞ」

　などと意味不明のことを口にしながら、その怪力で僕を引きずっていくのだった。

　鬼ーっ！　悪魔ぁーっ！

　……かくして、僕の人生において最大級の汚点が、今、刻まれようとしていた。



    

  
    
      


第五章　猫の国からの招待





　翌日。

　朝から、僕の周りの女性陣はご機嫌だった。

「いやあ、赤尾、昨日は楽しかったな」

　揶や揄ゆたっぷりの高槻さんのお言葉。朝からずーんとブルーになる。

「大丈夫、へっちゃらだ。可愛かわいかったぞ、竜りゆう太たっ！」

　ありすもバシバシと僕の背中を叩たたきながらそんなことを言うけど、それはフォローのつもりですか。むしろ傷口を抉えぐってるだけなんですけど。

「えっと、失敗でした。写真に撮っておけばよかったですね」

　千ち紗さまで……。その写真をどう使うつもりですか。脅迫ですか。僕はそんなに恨うらまれてますか。

「有意義な時間でしたわ。次にリンドヴルム様とお会いしたら、絶対にあのドラゴンスーツでラブラブになってみせますわよ！」

　龍造寺さん、一人だけ世界が違います。

　とにかく、僕としてはもう思い出したくないわけで。

　あんな服を着せられたり、あんな格好をさせられたりなんて……恥ずかしくて親にだって言えない。いや、むしろ親にこそ言えない。まあ、前半のコスプレ合戦は可愛かわいかったり綺き麗れいだったりで楽しかったけどさ。

「皆さん、盛り上がってますねえ。なんのお話ですか？」

　と、そこへ歩み寄ってきたのは魚うお住ずみさんだった。

「いや、それはな、赤あか尾おの名誉のためにちょっと口外できないんだ」

　含み笑いで高たか槻つきさんが答える。

「もうその時点で名誉が毀き損そんされている気がするんですが……？」

「なんだ、赤尾。文句でもあるのか？　だったら……」

「……果たし状を出す勇気はないです」

「ならばお前にゴチャゴチャ言う権利はない」

「権利さえ認めてもらえないって、扱い酷ひどくないですか……？」

「というわけで、魚住。気にするな」

「はあ、そうなんですか」

　魚住さんは首を傾かしげつつも深く追及はせず、

「それより赤尾君、今日はお呼ばれの当日なのですよ」

　ニコニコと笑いながら僕に言った。

「そうだね。もちろん、お邪魔させてもらうよ」

　魚住さんはパッとさらに明るく笑って、

「よかったです！　根ね子こ社長もきっと喜ぶですよ！」

　そうかなあ、と内心苦笑する。

　彼は、僕と仲良くしたくて招いたわけじゃない。

　僕も、彼と仲良くしたくて行くことを決めたわけじゃない。

　行ったところで、待っているのは化かし合いと腹の探り合いだろう。もしくは罠わなか、もっと直接的な攻撃か。どちらにせよ、ろくなもんじゃない。

「あの、魚住さん。わたくしもついて行ってよろしいですか？」

　突然、千ち紗さが言い出した。打ち合わせにはなかったことだ。ありすもビックリして千紗を見つめている。

「え？　もちろんですよ！　大歓迎です！」

「ちょっと、千紗、急に何を……」

「わたくしも、行きます」

　僕の言葉を遮さえぎって、千紗は強い口調で言った。

「……」

　なぜ、とは訊きけない。ここは教室であって、基地ではない。

　ちょっと空気が張り詰める。が、それも一瞬。

「では、わたくしもご一緒させて頂きますわ」

　と、龍りゆう造ぞう寺じさんがその緊張を気にも留めずに割り込んできた。

「色々な猫がいるのでしょう？　新アトラクション企画の参考に、猫たちを見に参りますわ。よろしいですわね？」

「もちろんですっ！　たくさんの方が楽しいですよ！　委員長さんもいかがですか？」

「いや、悪いがここのところ、昨日の準備で部活を休みっぱなしだったからな。今日はさすがに顔を出しておきたい。次の機会にな」

「はあ。それは残念です……」

　龍造寺さんまで同行するのか……。

　事態が事態だけに、あまり連れて行きたくはない。しかし、来るなとも言えない。

　そして千ち紗さについても、実は学校ではなかなか一対一で話をするシチュエーションというのはつくりにくい。千紗の側そばにはたいてい高たか槻つきさんがいるし、そうでなくてもデーモンテイルの話をするには人の目がありすぎる。

　ってか、ただでさえ話しかけにくい状況なのに……。

　図書委員の当番でもあれば話は別だけど、それは昨日であって今日ではない。

　つまり、今日、キャッツグレイスに同行すると言い出した千紗の真意は聞けないまま、僕たちは放課後を迎えることになってしまった。



　　　＊



　学校を出る前に、六号特製の小型盗聴器を身に着けた。

　手はずでは、もうレッドキャップ隊が有事の際に備えてワンボックスカーでキャッツグレイス御み堂どう支社ビルの近くに待機しているはず。

　それにしても、さすがに『赤あか尾お竜りゆう太た』としての作戦行動は緊張する。

　何しろ今の僕はただの人間で、銃弾を弾はじく鱗うろこもなければ鋭い爪つめも、空を飛ぶ翼も持っていないのだ。撃たれれば死ぬし、ケンカになっても分が悪い。毎回、生身で銃撃戦とかをやっていたありすやレッドキャップ隊の皆さんを尊敬してしまう。

　ともかく、魚うお住ずみさんについて行ってビルに入り、受付まで進む。ここまでは、ちょっと同行するメンバーが入れ替わっているだけで前回と同様だ。

　手渡された猫耳カチューシャを見て、千紗が僕をちらりと見る。

「猫耳……」

　だから……、あーもう、こんなところで弁明もできないし！　まさか猫耳の総本山で猫耳嗜し好こうの否定なんかできない。

「強制じゃないそうだから、無理に着けなくてもいいらしいよ……？　そういうの、好きじゃないなら特に」

「……いえ、着けます」

　千ち紗さは決意を固めたような表情で首を横に振って、素直に猫耳を着けた。

　僕も、前回もらったカチューシャを取り出して、装着。

　龍りゆう造ぞう寺じさんはというと、冷笑を浮かべて、

「ふっ。たいしたことありませんのね。我が社の狐こ太た郎ろう耳カチューシャの方が品質は遥はるかに上ですわ」

　いやいや、タダで配布している品と販売している品のクオリティ比べても。

「これはお返しいたしますわ」

　龍造寺さんはそう言って受付のお兄さんにカチューシャを返すと、そのままスタスタと奥へ歩き始めてしまった。慌てて、僕らも後を追う。

　前回同様、体験会場であるソマリの間へ。

　今日はもう社長のスピーチは終わってしまったのか、すでにパーティ会場は歓談に入っていた。お互いの飼い猫を自慢し合ったり褒ほめ合ったりという会話がそこかしこで交わされている。

「猫はこっちですわね？」

　目的意識を持った龍造寺さんは、会場内をずんずんと一人で進んでいく。

「ちょ、龍造寺さん、待っ……」

　慌てて後を追うけど、龍造寺さんは僕らなどお構いなしに猫との触れ合い部屋に入ってしまった。

　そして、僕らを、というか魚うお住ずみさんを振り返り、

「あの猫はなんという種類ですの？」

「あ、はい。あれがラグドールで、そっちがペルシャなのです」

　自分で質問しておきながら魚住さんの答えを聞いているのかいないのか、龍造寺さんはソファに寝そべってあくびをしている猫に興味津しん々しんだ。

「あっちに猫じゃらしとかボールとか、オモチャもありますよ」

「そうですの？　それは楽しいかもしれませんわね。でも、この前の仔こ猫ねこほどの破壊力はなさそうですわ」

「あ、ありがとうございます！　やっぱり、仔猫の可愛かわいさは格別ですよね！」

「そのようですわね」

　一人でどんどん進んで行ったかと思えば、今度はもう動く気配がまったくない。何ともマイペースというか、ここまで我が道を行かれるといっそ清すが々すがしい。

「千紗ちゃんはどうしますか？　ここでもう少し……あれ」

　振り返った魚うお住ずみさんが、首を傾かしげる。

「千ち紗さちゃんはどこですか……？」

「え？」

　慌てて周囲を見回すが、確かに千紗の姿が見当たらない。おいおい、こんなところではぐれたりするか……？

「おトイレにでも行ったですかね？」

「……いや」

　だとしたら、声くらいかけるだろう。特に、僕と千紗の場合は遊びに来ているわけじゃない。いくら千紗だって、この状況でそんな迂う闊かつな行動は取らないはず。

「ここにいて。ちょっと捜してくるよ」

「え、あの……？」

　返事を待たず、猫部屋を出た。マナー違反かな、とは思いつつも、携帯を取り出して千紗の番号を呼び出し、かけてみる。が、出る気配がない。

　くっ、まずい。

　イヤな予感がする。ここで単にトイレに行っているとか、ちょっとはぐれただけだろう、と思えるほど、僕は脳天気じゃない。

　猫談義に花を咲かせる猫耳の人たちの合間を縫ぬって、一〇分ほど捜し回る。が、見つからない。

　さほど広くもないパーティ会場、これだけウロウロして見つからないんだから、この会場にはいないと考えるのが妥当だ。

　可能性は二つ。

　自分の意志で会場を出たか、何者かに連れ去られたか。

　前者はまずないと考えていいはずだ。そして、後者の場合、それは敵に捕らえられたという意味だ。

　……最悪。

　と、そのとき、僕に猫耳の黒スーツが近づいてきた。

「赤あか尾お竜りゆう太た様、本日は当社社長、根ね子この招きに応じて下さいまして、ありがとうございます。根子がお待ちですので、こちらへご足労願えませんでしょうか」

　僕が一瞬躊ちゆう躇ちよすると、

「お連れ様もお待ちでございますので」

　はは、やっぱりそのパターンか。僕に選択権はない、というわけだ。

　僕は溜ため息を一つついて、制服のネクタイを外した。場合によっては、変身の必要も出てきそうだ、と思ったから。

　それをズボンのポケットに突っ込み、頭からカチューシャを取って乱暴に投げ捨てた。

「案内して下さい」

　黒スーツの男は恭うやうやしく一礼した。



　エレベーターで一八階まで上り、案内されたのは『メインクーン』というプレートがかかった部屋だった。

　あくまで『案内』という姿勢を崩さず、ドアを開けた黒スーツは手振りで「どうぞ」と僕に入室するよう促す。

　僕としては、従うしかない。

　その部屋は、一〇畳ほどの応接室だった。突き当たりには大きな窓、高層階からの眺めは片田舎の御み堂どう市でもなかなか壮観だ。足下には毛の長いカーペット。部屋の中央にはフロアテーブルを挟んで向かい合う革張りのソファ、壁際のサイドボードにはいくつもの猫の置物が飾られている。

　そして、様々な種類の猫たちが一〇匹以上、自由気ままに寝ね転ころんだり歩き回ったりしていた。

　ソファに深く座った白スーツに猫耳カチューシャの根ね子こ……いや、阿あ久く津つ虎とら之の介すけと、その背後に立つ二人の黒スーツ。もちろんその二人も猫耳。入室した僕の背後でドアを閉めた、僕を案内してきた黒スーツも含めて、この部屋にいる人間で猫耳を着けていないのは僕一人だ。

「やあ、ようこそ」

　抱いた白いシャム猫の前肢の肉球をなでながら、虎之介が言った。

「千ち紗さは……連れはどこですか」

　虎之介は小さく溜ため息をついて、

「性急だなあ。まあ、心配しなくていいよ。何も危害は加えてないから。大切なゲストのお連れ様だからね」

　何を白々しい。

「ま、座ってよ。ゆっくり楽しくお喋しやべりしよう？　もしよければ、好きな猫の肉球でも触るといいよ。どの猫も人には慣れてるから、嫌がったりしないし。肉球はいいよ？　柔らかくてプニプニしてて、荒すさんだ気持ちを落ち着かせてくれる。あ、それとも何か飲み物でも持ってこさせる？」

「結構です」

　勧められるままにソファに座りつつも、そう即答する。っていうか、飲み物より先に肉球を触ることを勧めるとか、頭がおかしいんじゃないだろうか。

「ああ、そういえば前回も何も飲み食いしてないんだったね」

　薄く笑って、虎之介は抱いたシャム猫の肉球をプニプニし続けている。

　……嫌味なヤツ。

　中性的で端正な顔が、またいっそう神経を逆さか撫なでする。僕とそう年も違わないくせに、上から目線の態度もなんかむかつく。

「さて、じゃあ、赤あか尾お竜りゆう太た君。単刀直入に訊きくけど、君は何者？」

「連れの無事の確認が先です」

　かなり強く言った。

　虎とら之の介すけはやれやれ、と肩を竦すくめて、僕を案内してきた黒スーツに、

「連れてきてよ」

　と命令した。一礼して部屋を出た黒スーツは、少しして後ろ手に縛られた千ち紗さを連れて戻ってきた。

「竜太さん！」

　千紗が走り出そうとする。けど、黒スーツに縛られた腕を掴つかまれて引き戻され、苦痛に顔を歪ゆがめた。

「千紗！」

　と腰を浮かせかけた。

　が、僕が動くより先に、

「こら。大切なゲストのお連れ様だ、って言ったでしょ。丁重に扱わないとダメだよ」

　虎之介が黒スーツをたしなめた。

「申し訳ございません」

「お嬢さんも、おてんばはいけないなあ。赤尾君はボクと大事な話をしてるんだから、そこで静かに聞いててよ」

　まだ強い力で腕を掴まれているのだろう、千紗の顔には微妙に苦痛の色が見える。

　くそっ。

　……でも。

　落ち着け。

　今駆け寄って、僕に何ができる？　丸腰で、ケンカの経験もない僕に、何が。

　相手は大人おとな、体格もいい。体力では確実に向こうが上。

　黒服だけでこの部屋に三人、虎之介も含めれば四人。数も向こうが上。

　ましてや千紗を人質に取られている。敵は武器を持っている可能性も高い。

　僕が闇やみ雲くもに動いたって、千紗は助けられない。

　焦っても、今すぐに千紗を解放させるカードはないのだ。ヘマをやらかせば、状況はますます悪化する。

「大丈夫だよ。暴れられちゃ困るから手は縛らせてもらったけど、それ以外は何もしてないから。もちろん、薬を打ったりもね」

　虎とら之の介すけはにこやかに言いやがった。言いながら、まだシャム猫の肉球をプニプニしている。馬ば鹿かにしてんのか。まったく、緊張感も何もあったもんじゃない。

　浮かせかけた腰を、ソファに戻す。そして、まっすぐに虎之介に目を向けたまま、

「千ち紗さ。そこで静かにしていて。何か言いたくても、口は出しちゃダメだよ」

「……はい」

　重苦しい雰囲気を察したのか、千紗は素直に口を閉ざした。

「いいね。頭のいい人は好きだなあ。状況を認識するのが素早い上に的確だから、とっても話が早い。それで、さっきの質問なんだけどさあ、君って何者？」

「普通の高校生ですけど。学年とクラスと出席番号でも言いましょうか？」

「はは、笑える。冗談言っちゃいけないなあ。ただの高校生に、あの薬を中和することなんて不可能なんだけど？」

　もう隠す気もない、というわけか。ざっくばらんに来やがりましたね。

「僕が何かしたとは限らないでしょう」

「パーティで何も口にしないような用心深い人が無関係だって？　いやあ、それはちょっと無理があるでしょ。まして、薬と聞いて驚きもしないし？」

「全部状況証拠じゃないですか」

「状況証拠で充分だと思うけどなあ？　正直に話してよ。政府にでも犬として飼われてるんじゃないの？　だとしたら、酷ひどい話だよねえ。高校生の君に、こーんな危険な真ま似ねをさせるなんて」

　政府の犬、ねえ。

　まあ、デーモンテイルの一員というよりはありえそうな話だろうか。少なくとも、悪の組織が真っ先に考える仮想敵は政府だろう。

　んー、そう思っててもらった方が楽だろうか。少なくとも話は早そうだし、デーモンテイルの名前を出さずにすむなら、かえって好都合だ。

　よし、それで話を合わせていこう。

「……そこまでわかっていて、始末するわけでもなく、わざわざ話をしようってのはどういう魂こん胆たんなんです？」

「あはは、認めたね？　そりゃあ簡単なことだよ。君にはこっち側に来てもらいたいなあ、って思ってるだけさ」

「ダメですっ！」

　叫んだのは千紗だった。

「千紗。静かにしていて」

　振り返って、怒るというよりは優しく言った。

「でもっ」

　それでも食い下がってくる千ち紗さに、僕は自分の唇の前に人差し指を立ててみせた。

「静かに。大丈夫だから」

　それでようやく口を閉ざした千紗にうなずいて、僕は虎とら之の介すけに視線を戻す。

「僕に裏切れ、と？」

「うん。君は、野党とはいえ有力な議員、鯨くじら岡おか雪ゆき彦ひこの息子でしょ。あ、だからこんな妙な役目を背負わされてるのかな？　ま、その役目も、こっちに来てくれればダブルスパイとして美お味いしく活いかせるしね」

　ここで父の名が出てくる……？　ああ、ありすではなく僕を呼びつけた真意はそこか！

「なるほど、貴方あなたの父親が失脚して政界へのパイプがなくなったから、新しいパイプが欲しいってワケですか、阿あ久く津つ虎之介さんとしては」

「お。さすが、よく調べてるね」

　自じ嘲ちよう気味に、虎之介は笑った。

「まったくさあ、馬ば鹿かな父親を持つと苦労するよ？　票集めのためとかって散々資金をせびっておいて、役に立つ前に勝手に墓穴を掘って失脚しちゃうんだから、呆あきれてものも言えないでしょ。いやあ、ご立派なお父上をお持ちの君が羨うらやましいなあ」

「それはどうも」

　たいした父親じゃないとは思うけど、まあ、阿久津よりはマシか。あんなのが父親だと思うと、その点だけは同情したくなる。

「悪い話じゃないと思うけどなあ。政府がいくら出しているのか知らないけど、確実に待遇が上がることは保証するよ？　それに、承諾してくれるなら、そのお嬢さんも無事に返せるしね。なんだったら、一緒に住める部屋も用意させようか？」

　穏やかな言い方でも脅迫だね、それ。

「で、貴方はいったい何を企たくらんでいるんです？」

　僕は虎之介をまっすぐに見据えて、訊きいた。

「裏切れとか言っているんだから、そのくらいは教えてくれるんでしょ？　逆に、それを聞かなきゃイエスもノーもないし」

「もちろん、これから話すさ」

　虎之介は猫をなでていた手を大おお仰ぎように左右に広げて、機嫌よさそうに、

「ボクはね、赤あか尾お君。人は猫になるべきだと思っているんだ」

「…………………………は？」

「猫は素晴らしい。神が創つくりたもうた至高の芸術だよ。あの愛らしさは、薄汚い人間なんか足下にも及ばない。そう思うんだよね」

「はあ」

「ボクは、猫のための世界を創りたいんだ。人が半猫化して猫に奉仕し、すべての猫が幸福に暮らせる世界。そう、そんな『猫のための千年王国ミレニニヤム』を建国したいんだよ！」

　……。

　どう反応しろと。

　呆あきれ気味の僕にはお構いなしに、虎とら之の介すけは熱っぽく持論を展開し続ける。

「人はいずれ、そのすべてがボクらが開発した薬で半猫化して、歓喜のうちに猫に奉仕する日々を送るんだ。猫は人に奉仕され、永遠の繁栄を迎える。それこそが、ボクが目指す理想郷！　素晴らしいだろう？　こんな愚劣で独善的で欺ぎ瞞まんに満ちた最悪の社会から、ようやく人類は脱却できるんだよ！」

「……えーと、その論でいくと、結局寝返っても僕に待っているのは猫化した日々なんですが」

「もちろんさ。それに何の不満があるんだい？　愛らしい猫のために日々を費やし、一日中猫と触れ合い、猫のことを想おもって過ごせる。これこそ幸せの極地、もっとも心穏やかな人の在あり方じゃないか！」

　馬ば鹿かですか。馬鹿丸出しですか！　交渉の機微とか駆け引きとか全部無視かよ！　それを言っちゃって僕がなびくと本気で思ってんの!?

「もうその日はすぐそこまで来てるんだよ。そうだ、実際に見てみるといいよ。ホラ」

　虎之介が合図をすると、ドアが開いて、虚うつろな目をした魚うお住ずみさんが入ってきた。

「なっ……！」

「う、魚住さん!?」

　同時に、僕と千ち紗さが驚きよう愕がくの声を上げる。その声に、魚住さんの猫耳がぴくりと反応した。

　くっ、じゃああれはカチューシャじゃなくて本物の耳か。

「もしかして、彼女の薬を中和して助けたつもりだった？　違うよ。それは大いなる勘違いだって。こんな腐りきった世界で、競争とストレスに苛さいなまれて、神経を磨すり減らすような生き方をして、どこに幸福があるっていうの？　ボクはね、そんな苦痛と退屈に満ちた生き方より、猫を愛めでながら穏やかに過ごす生き方を提案しているだけなんだよ」

　くすくすとさも可お笑かしそうに笑って、虎之介は、

「前回連れてた女の子はずいぶん無む茶ちやな食べ方をしてたけど、どうなったの？　こんな感じかな？」

　ぱん、と手を叩たたいた。その瞬間、

「にゃっ」

　と、弾はじかれたように魚住さんの目に精気が戻る。

　魚住さんは一度室内を見回し、「にゃあ？」と首を傾かしげつつ、僕らの方へと歩み寄ってきた。そして僕の前で立ち止まり、一度小首を傾げて、僕の肩を押さえつけた。そのまま、僕に覆い被かぶさるようにして顔を近づけてくる。

「え、ちょ、う、魚うお住ずみさん……っ!?」

「な、な、何をやってるんですかっ！」

　千ち紗さが声を荒らげる。何って、こっちが聞きたいんですけど！

「ははは、赤あか尾お君、すごい人気だね！　言っておくけど、今の彼女はなんの指示も暗示も受けてないよ？　素で、感情のままに、本能のままに行動してる」

　ええっ!?

　ってか、じゃあなんで僕の方に来るの!?　魚住さんは虎とら之の介すけに憧あこがれてたはずなのに！

「理性で考えるから、ストレスが生まれるんだよ。理屈で考えるから、苦しくなるんだよ。そんなものは最低限でいい。ほら、魚住さんの無邪気で楽しそうな顔を見なよ。幸せそうでしょ？　人も、本能に従えばこんなにも解放される」

　魚住さんは「にゃ？　にゃ？」などと時折首を傾かしげながら、ほぼゼロ距離で僕の顔や首筋のあたりを嗅かいで回っている。

　うわ、ちょ、くすぐったい！

「な、な、りゅ、竜りゆう太たさんっ！　いくら猫耳だからって、デレデレしてる場合じゃないですッッッ！」

「だから、猫耳関係ないし！　デレデレした覚えもないし！」

　ん？　猫耳？　……嗅ぎ回ってるってことは、何かを探してる……？

　あ！　これか！　こないだのマタタビキャンディ！　そういえば、ポケットに入れたままだった！

　ズボンのポケットからキャンディを一つ取り出し、魚住さんの目の前でちらちらと振って、ほい、とその辺に放ほうり投げた。

「にゃっ！」

　と魚住さんはキャンディを追いかけて僕から離れた。いやまあ、魚住さんが拾う前に、黒スーツの人に取り上げられちゃったけど。

　黒スーツの人が高く掲げたキャンディを取ろうと、魚住さんはにゃあにゃあと何度も飛び跳ねている。……ちょっと微笑ほほえましい姿ではある。

　ふう。ようやく人心地……と思ったら、千紗が、

「何てことするんですかっ！　人をオモチャみたいに……ッ！　貴方あなたみたいな最低な人に、竜太さんは従ったりしません！」

　と言い放ってしまった。

「……やれやれ、しょうがないなあ」

　頭を掻かいて溜ため息をつく。

「ふうん。やっぱり、わかってもらえないんだ。それは残念」

　全然残念じゃなさそうに、虎之介が言った。

「悪いけど僕、どっちかっていうと犬の方が好きなんだよね」

　言いながら立ち上がる。

　が、その瞬間、黒スーツ二名から拳けん銃じゆうを突きつけられた。ちっ。まだシャツのボタンを外す必要がある以上、スイッチを押すのは間に合いそうにない。

　やむなくホールドアップ。

「理解できないな、犬の方が好きだなんて。犬の肉球なんかより猫の肉球の方が触り心地いいのに」

　判断基準は肉球かよ！

　と、その瞬間、虎とら之の介すけの胸元で携帯が鳴った。携帯を開いた虎之介は、

「何？　お客様と会っている間は電話するなって……え、何!?」

　忌いま々いましそうに、虎之介が僕を睨にらむ。

「おや。何かアクシデントでも？」

　たぶん、レッドキャップ隊が空気を読んで動いたのだろう。それを踏まえてわざとらしくそう言うと、

「やってくれる……。まあいいや、この二人は後でゆっくりと猫化させてやる。今は下の対処が先だ。行くよ」

　虎之介が立ち上がった。その膝ひざの上からシャム猫が飛び降りる。

　虎之介の言葉を受けて、黒スーツが僕の腕を掴つかんで後ろ手に手錠をかけた。そして僕は突き飛ばされ、カーペットの上に転ころがる。ってか、手錠って結構痛い。

　同様に、千ち紗さも突き飛ばされて床に突っ伏した。

「少し大人おとなしくしていてね。まあ、次に会うときは、猫への奉仕に至上の喜びを見み出いだせるようになっていると思うけど。今の自我が残っているうちに、ゆっくりとお別れ前の語らいをすませておくといいかもね」

　そう言い残して、虎之介がドアから出て行く。その後に黒スーツたちが続き、魚うお住ずみさんもキャンディを持った黒スーツを「にゃあにゃあ」と追いかけて出て行った。

　つまり、この部屋には僕と千紗だけが残された、というわけだ。いや、猫もカウントすればたいそう賑にぎやかな数になるけど。

「……だから静かにしてて、って言ったのに」

　ポツリ、と漏らすと、

「う。その、すみません……」

「いやまあ、もう言っても始まらないけど。どのみち、イエスって言ったところで解放はしてもらえなかっただろうしね」

「……はい」

「そもそも、何で一緒に来るなんて言ったの？　予定にはなかったのに」

　転ころがったまま、それでも目を伏せて、千ち紗さはとても小さな声で、

「それは……その、心配で……」

「え？　心配って……」

「ら、ラプンツェルに変身できるわたくしなら、きっと役に立てるって思って……でも、ごめんなさい……。結局、足手まといにしか……」

「いやまあ、どのみちこうなった気はするけどね」

「え？」

「そりゃそうでしょ。ヤツらが銃を持っていた以上、突きつけられたらこうなるしかないよ。迂う闊かつに人前で変身もできないしさ。千紗のせいじゃないって」

「……ありがとうございます」

　少しはにかんで、千紗はホッとしたように言った。

「でも、いったい、何があったんでしょう……？　急に全員で行ってしまうなんて」

「レッドキャップ隊だよ。たぶん、ここでの雲行きが怪しくなったから、何か行動を起こしたんだ。盗聴器も身に着けてきたから」

「はあ、なるほど……」

「さ、早く脱出して合流しないと」

　ごろん、と転がってソファの側そばまで移動し、足をバタバタさせて、どうにかソファの脚にもたれるようにして上体を起こした。

「まあ、でも、こうなってみると千紗がいてくれてよかったかも。ラプンツェルに変身してもらえば、髪の毛でなんとでもなるし」

　手首のスイッチなら、背中を合わせるように身を寄せれば、何とかオンにできるはず。少なくとも、この状況下で僕のスイッチを入れるよりはずっと簡単だろう。

「あの、それが、実は……」

　うつぶせのまま顔だけを僕に向けた千紗は、

「ロープがちょうどスイッチの真上で結ばれていて……」

「ええっ!?」

　見れば、確かに千紗の手首のあたりはロープでぐるぐる巻きにされている。あれじゃあフタが開かない。

　……マジですか。

　つまり、このピンチを脱するためには、僕が変身するしかない……？

　くそ、僕がヨガの達人だったら、この後ろ手の拘こう束そくもなんのそのだったのに。もちろん、そんな都合のいい特技があるはずがない。

「まいったなあ……」

　そう呟つぶやいた僕に向かって、千紗が芋いも虫むしのように這はってきた。

　う、あー、お嬢様、その動きはいかがなものでしょうか。スカートが捲まくれてきて、すごいことになりかけてるんですけど……。

　しかし、そんなふうに茶化した指摘もできそうにないほど、千ち紗さの顔は必死だった。

「竜りゆう太たさん、動かないで下さい。あの、わたくしが、竜太さんのスイッチを押します」

「え、でも……」

　戸惑う僕にはお構いなしで、僕の側そばにまで這はってきた千紗は、僕の体に寄りかかるようにして身を起こし、そのままドサッと僕の胸に顔を埋めるようにしてダイヴしてきた。

「ちょ、え!?　ち、千紗、いったい……？」

「ご、ごめんなさいっ！　でも、こ、これしか方法が……」

　顔を真っ赤に染めて、千紗は僕のシャツのボタンをくわえて、背筋を思いっきり反らせて噛かみちぎった。

　そして、ぺっ、と噛みちぎったボタンを吐き捨てると、また僕の胸元に顔を戻して、

「す、す、スイッチは……こ、このあたり、ですか？　もう少しこっちですか？」

　そして、顎あごで僕の胸板に触れる。

　う、うわあ。なんて展開。

　僕のすぐ目の前で、千紗のお団子頭とカチューシャの猫耳が盛んに動き回っている。

　そして感じる密着した千紗の体の温ぬくもり。千紗が動くたびに、千紗の柔らかさが密着した部分から伝わってくる。

　どんなに考えないように頑張っても、キスのことが脳裏によみがえる。

　っていうか、顔が熱くなる。火を噴きそうだ。

「う、うん、そのあたり……」

　スイッチの位置についての返答。声がうわずってしまう。

　そして、スイッチの位置がわかれば、千紗はフタを開けようとするわけで。で、当然手は使えなくて、口を使うしかないわけで。

　あああ、千紗の吐息が肌に触れるっ!?

　し、しかも、口でフタを開けるということは、当然、千紗の唇と僕の皮膚の接触が不可欠なわけで。

　唇……。

　ああっ、僕の馬ば鹿かっ！

　何も考えるな！　これは脱出のためのやむをえない手段なのであって、そのために千紗は一生懸命頑張っているんだから、決してコレがやましい類たぐいの行為ではないことを心に刻むべきああ鎖骨の間に今柔らかくて温かい感触がっ！

　千紗は遠慮してか、甘あま噛がみくらいの強さで僕の皮膚を持ち上げようとする。しかし、胸元っていうのは平へい坦たんな場所で、だから噛みつくにも噛むべき肉の部分がほとんどない。

　吐息の熱さ。触れる唇の感触。甘あま噛がみの、鈍くかすかな痛み。

　……脳が痺しびれそうです。

　おまけに、こういう言い方をするとアレだけど、千ち紗さは器用な方ではないので、なかなか上う手まくフタが開かない。

「んっ……ん、あん、もう！」

　……できれば黙ってやってもらいたいです。

　なんかその、頑張ってくれてる千紗には悪いんだけど……声まで扇せん情じよう的てきに聞こえるというか……はい、すみません、僕の耳が勝手におかしなモードになっているだけですごめんなさい。

　いやもう、ものすごい自己矛盾というか、二律背反。

　早く脱出してみんなと合流しなきゃ、と思う反面、どこかでこの状況がもう少し続いてくれないかな、と思っている自分がいる。まさかこんなに自分がダメな人だったとは。

「あっ、やりましたっ」

　何度目かの……いや、二十数回目の挑戦で、千紗はようやくフタを開くことに成功した。

「ホント？　ちょっと残ね……じゃなくて、やった！」

「……？　あの、じゃあ、押しますね」

　千紗が顎あごでスイッチを押し込んだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　いつものように、僕の体がドラゴンのそれに変へん貌ぼうを遂げる。

　手錠が弾はじけ飛んだ。

「きゃあ」

　と、巨大化した僕の体の上から転ころげ落ちそうになった千ち紗さの体を受け止め、爪つめで手を縛っていたロープを切る。そして立ち上がり、千紗の体を立たせるように床に下ろした。

　さて、口調もモードチェンジだ。

「大丈夫か」

「え、あ、はい」

　しかし目が合った瞬間に、千紗はまた顔を真っ赤にしてうつむいてしまった。

　いやまあ、僕だってドラゴンに変わってなかったら、きっと似たような反応をしていただろうけど。あれで照れるなというのは不可能だ。

　まあ、幸い、照れてもドラゴンの鱗うろこは色が変わらない。変わるまでもなく真っ赤だし。

「色々とすまないな。だが、そういう話は後に回そう。今は、やるべきことがある」

「……はい」

　千紗も手首のスイッチを押して、ラプンツェルに変身する。

「さあ、乗れ」

「はい。でも、どうするんですか？　リンドヴルムの体では、ドアからは……」

　通れないことはないかもしれないが、かなり窮きゆう屈くつだろう。たぶん、ドア側もただではすまない。ましてや、エレベーターなど一人で重量オーバーだ。重量の前に、容積に問題が生じそうではあるけど。

「ああ。だから、窓を破って外に出よう。出てみて、そのまま撤退できるようなら、レッドキャップ隊にも撤退命令を出す。それが無理なようなら、援護に入る」

「わかりました。行きましょう、リンドヴルム！」

　そう言って、ラプンツェルは髪の毛を駆使し、僕の背に飛び乗った。

「ああ」

　あれだけ変に意識して、奇妙にぎこちなかったのが、途端にいつもの空気に戻ったような気がした。

　そして、その空気がこんなにも心地よかったのだ、と実感した。

　帰ったら、一度ちゃんと話をしよう。なんていうか、あの収まりの悪い感じはさっさとお終しまいにしたい。

　そう心に決めて、僕は窓ガラスを爪で切り裂いて外へと飛び立った。



    

  
    
      


第六章　猫の王





　一八階の高さから、風を切って地面まで急降下。

　地面に降りる前から、耳を澄ますまでもなく派手な銃声が聞こえていた。

　ビルの入り口、ガラスの自動ドアが粉々に割れている。どうやら、ワンボックスカーで突っ込んだらしい。……うーん、他ほかに何か方法はなかったのだろうか。

　銃声に怯おびえて逃げる人。逆に、野次馬しようと様子を窺うかがう人。

　すでにビルの周りは大騒ぎだ。

　……これは、いずれ警察が来るな。

「突っ込むぞ」

　背中にそう声をかけた。

「はい！」

　一度ビルの入り口で地面に降り立ち、ラプンツェルを背に乗せたまま馬のように前肢も使って駆け、砕けた自動ドアをくぐる。

　そして目に入ってきたのは、赤いワンボックスカーを幾重にも取り囲む人々の……というか、猫耳の群れ。

　幸い、ロビーは天井が高い。翼を開き後肢で地面を蹴けって、群れの頭を飛び越えた。

　猫耳な人たちが取り囲んでいたのは、もちろん我らがデーモンテイルのワンボックスカー。そしてその周囲で応戦しているレッドキャップ隊。

　敵は、ビルの奥から何やら指示を出している黒スーツたち。指示を受けているのは、言わずと知れた猫耳軍団。ワンボックスカーを十重二十重とえはたえに囲んで、包囲を狭めてくる。武器こそ持っていないものの、恐ろしい数だ。

　レッドキャップ隊も猫耳たちに対して応戦はしているものの、使っている弾がゴムスタン弾なので足止め程度にしか効果がない。撃たれても撃たれても「にゃっ！」とか言いながら向かってくるその様は、まるでゾンビ映画だ。

　猫耳たちの輪の中に降り立った。

「皆さん、お待たせしましたっ！」

　ラプンツェルが叫びながら僕の背中から飛び降りた。

「リンドヴルム！」

「ボスも、ご無事でしたか！」

「すまない、遅くなった」

　さて、困った。加勢に来たはいいが、この猫耳たちは薬で猫耳化した一般の人たちだ。リンドヴルム状態の僕が攻撃すれば大おお怪け我が確定、下へ手たをすれば死んでしまう。器用に手加減ができる身体からだでもない。

「あの、レッドフードさんは？」

「隊長ならまだドクターんとこじゃねえか？　こっちには来てないぜ」

「来るべきじゃないと思うがね！」

　三号と四号がそんな返事をしている。確かに、殺さつ傷しよう能力のない武器ではジリ貧だ。猫耳軍団に引っかかれるくらいなら何でもないけど、捕まれば間違いなくあの薬を打たれて猫耳たちの仲間入りを強要されることだろう。

「俺おれ様さまたちのための陽動ならもう充分役目を果たしてくれた！　一度退いた方がいい！」

　僕はそう提案したけど、

「無理だ！　突っ込んだときの衝撃で車の飛行システムがいかれちまってる！　こう囲まれてちゃ、飛べなきゃ外には出られねえよ！」

　八号が悲痛な声で叫んだ。

「突入の際に何発か銃弾も浴びましたからね。今は撃ってきていませんが……当たりどころが悪いとこんなものですよ」

　……げ。

　まずいな、このままじゃいずれ弾も尽きる。猫耳に呑のみ込まれるのも時間の問題だ。いくらなんでもこの数では、ラプンツェルの髪の毛でどうにかなるレベルじゃない。

「それに、魚うお住ずみさんも助けないといけません」

　ラプンツェルが言う。

　確かにその通りだが、果たしてそこまで手が回るかどうか。もしかしたらこの中にいるのかもしれないが、見つけることさえ困難だ。

　現状、自分たちのことだけでも八方塞ふさがりなのだから。

　と、通路の奥のエレベーターから見覚えのある顔が、

「いったい何ごとですの？」

　などと言いながらのんきに降りてきた。黒スーツの一人が戻るように警告しているようだが、龍りゆう造ぞう寺じさんは僕を見つけるや否や、

「まあ、リンドヴルム様！　ああ、こんなところでお会いできるなんて、これはもはや運命ですわ！」

　目をキラキラさせて宣のたまうのだった。

　そして僕らが戦っていることを確認するなり、ポケットから何かリモコンのようなものを取り出してスイッチオン。

　その瞬間、空の彼方かなたより飛来したいくつかの金属塊が、ビルの入り口から凄すさまじい速度で突入してきた。それらはまっすぐに龍造寺さんへと向かい、その手足へとピッタリと収まる。じゃなくて、手足を収めた、が正しいのか。

「何だかよくわかりませんけれど……リンドヴルム様、助すけ太だ刀ちいたしますわ！」

　その姿は、見まごうことなき『竜りゆう宮ぐうフォースの乙おと姫ひめ』だ。ただし、服が制服だったり、目元を隠す布がなかったり、ライトブルーのウイッグもなしだったけど。要は、いつもの龍りゆう造ぞう寺じさんがパワード手足を着けただけ。

　……リモコン一つで呼び出せるとは、何とも便利な武装だなあ。

「あなた方、わたくしのリンドヴルム様に手を出そうなんて、どういう神経をしていらっしゃいますの!?　はっ、さてはわたくしを差し置いて、リンドヴルム様をペットにしようという魂こん胆たんですのね!?　リンドヴルム様をペット扱いだなんて、図ずう々ずうしい！　リンドヴルム様への侮辱は、このわたくしが許しませんわッ！」

　いや……えーと。

「それは、ついこの間まで乙姫さんが……」

　ラプンツェルまでが露骨に呆あきれている。

　ともかく、龍造寺さんの右手の装甲から、じゃきーんッ！　とスタンバトンが飛び出した。龍造寺さんは、それで黒スーツたちを、一方的な勘違いで一刀のもとに斬きり捨てていく。いや、実際に斬ってはいないけど。

「ホホホ、わたくしが来たからには百人力ですわよッ！」

　そして、脚パーツのスラスターを噴かしてロビーにまで飛んできた龍造寺さんは、ひしめく猫耳軍団の数に気づいて愕がく然ぜんとするわけだ。

「な……ッ!?　な、何ですの、この数はっ！」

「よかったな、活躍のチャンスは山ほどあるぞ、乙姫。ただし、一般人だから傷つけないようにな。いやあ、スタンバトンはいい武器だ」

　僕の側そばに着地した龍造寺さんにそう言うと、

「まあ……！　お任せ下さいませ！　そのかわり、その……」

　頬ほおを染めて、ちょっとモジモジしつつ、

「わ、わたくし、本名は龍造寺八や都と子こと申しますの。活躍できましたら、や、八都子と呼んで下さいますか……？」

　そんなことを言ってる場合ですか。しかしまあ、それで頑張ってくれるのなら。

「お安いご用だ」

　龍造寺さんの目つきが変わった。

「愛のために！　わたくし、愛のために戦いますわ！　ご照覧下さいませッ！」

　叫びながら、猫耳の群れに突入していく。

「……すまない、誰だれか、援護してやってくれないか」

　振り返ってレッドキャップ隊に言った。

「しょうがねえなあ」

　三号が彼女の周囲の何人かにゴムスタン弾を浴びせるものの、

「たっ、多勢に無勢が過ぎますわーッ！」

　善戦虚むなしく、龍りゆう造ぞう寺じさんはスタンバトンで三人ほど倒したところで転ころがるように逃げ戻ってきた。

「……何をしに来たんだ」

　呆あきれ顔で三号が呟つぶやく。

「まあ、そう言うな。我々のために頑張ってくれたのだから。なあ、乙姫」

「……」

　不満そうに、龍造寺さんは頬ほおを膨らませているが、あえて気にはしないことにする。

「兄貴、もう弾がねえよ！　余ってたら回してくれ！」

　二号が悲鳴に近い声で一〇号に言った。それを皮切りに、

「こっちもだ！」

「おいらのも、もう最後のマガジンだよ！」

「俺おれも、弾、ない」

　あちこちから弾薬不足を訴える声が上がる。

「……はは、困りました。私の方も、今使っているのが最後の弾倉ですよ」

「予備は車に積んでいないのか！」

「積んでたヤツが、もう最後なんだよ！」

　僕の問いに八号が絶叫する。

「ど、どうしましょう」

　オロオロとラプンツェルがうろたえ始めた。

　……さすがに僕でも、レッドキャップ隊全員が乗ったワンボックスカーを抱えて飛ぶのは無理だ。っていうか、人間だけでも一〇人以上乗せたら飛び立てるかどうか。……重さ以前に乗りきらない気もするけど。

　かといって、この爪つめで猫耳の群衆をなぎ払うわけにもいかない。それをやったら大量虐殺だ。しかし、ラプンツェルだけを連れて逃げ出すという選択肢もない。仲間を見捨てるなんてできないし、当のラプンツェルだっていい顔はしないだろう。

　くそ、どうすれば……っ！

　弾が尽きて弾幕が薄くなった分、包囲が狭まるペースもずいぶん上がっている。

　このままでは……。

　その瞬間、ロビー内に大きなエンジン音が轟とどろき渡った。音の出所は、僕らの側そばにあるワンボックスカーではない。

　そして、大きな影が猫耳たちの頭上を飛び越して、包囲の中に飛び込んできた。タイヤを派手に切りつけて、それは僕のすぐ側で止まった。

　真っ赤なフードが翻ひるがえる。

「にゃっ!?」と猫耳たちが驚いて、包囲が少し広がった。

「隊長ッ！」

　レッドキャップ隊の誰だれかが叫んだ。

　それにまたがったリトル・レッドフードがニッと笑う。

　黒光りする機体。二つのタイヤ。化け物のような大きなバイク……いや、違う。よく見れば、それは、七つもの砲身を束ねた大きなガトリング砲に、無理矢理エンジンやタイヤを取りつけて走れるようにした、呆あきれ果てた代物だった。

「お待たせっ！　秘密兵器の登場だぞッ！」

　リトル・レッドフードは言うなり飛び降りて、ハンドル部分に設置されていた大きなボタンに拳こぶしを叩たたきつけた。

　ぶしゅーっ、と音を立てて、砲身からバイク的な付属物が分離して床に散らばる。

「さあ、リンドヴルム、これを使えッ！」

　僕用に持ち手やトリガーが調整された三〇ミリガトリング砲。ずっしりと重いそれは、長さからして二メートル近い。これ、下へ手たをすると、大の大人おとなが三人とか四人がかりでも持ち上がらないぞ？

　……なんて馬ば鹿かげた武器だろう。

「これで彼かれ等らを皆殺しにしろというのかッ！　それができるなら、とっくに爪つめと炎でやってるわ――ッッッッッッ！」

　勢いで手にしてはみたものの、思わず怒鳴ってしまっていた。

「んなわけあるかーッ！　砲身をよく見ろ！　アンダーバレル・グレネードがついてるでしょ！　それを撃ち出せって言ってるんだーッ！」

　リトル・レッドフードに怒鳴り返されてしまった。

　……。

　あ、言われてみれば、確かに砲身の下に消火器より一回り大きいくらいの何かが引っついている。グレネードというか、魚雷か何かに見えてしまうのは僕だけですか。

「こっちの引き金を引けばいいんだな？」

「そ。上に向かって撃てばいいってドクターが言ってた。なんか知らないけど、猫の習性を利用した画期的な対抗策なんだって」

「では、早速」

　引き金を引く。と、バシュッという音とともに消火器大グレネードが勢いよく飛んでいき、天井に激突して破裂した。同時に、砲身からグレネードの発射装置が外れて落ちた。使い捨て、というか、急きゆう遽きよ取りつけた即席の代物だったらしい。

　そして、グレネードの中に収まっていたであろう色とりどりのカラーボールが、数十、いや、数百と降り注いだ。

「……なんだこれ」

　六号が呟つぶやく。

　ボールは床に落ちて弾はずみながら床中を転ころがり回る。

　みんなが唖あ然ぜんとする中、猫耳たちがパニックを起こし始めた。我先にと、転がるボールを追いかけてじゃれついている。

「……なるほど、猫の習性を利用した画期的な対抗策、か」

　リトル・レッドフードがちょっと呆あきれ気味に頭を掻かいた。

「今までの俺おれたちの苦労って……」

「まあ、助かったけどよ……」

　レッドキャップ隊たちのぼやきに心から同意を示したい。

　と、カラーボールから何やらガスが噴出し始めた。それを嗅かいだ猫耳たちは、次々と気持ちよさそうにふにゃけていく。もはや立ち上がるのも面倒、とばかり、寝っ転がってうにゃうにゃと目を細めている。

　これは……マタタビ？　マタタビガス？　二段構えとは、いやはや、さすがドクター。

「たぶん、このガスには解毒剤も入ってると思うよ」

　もうもうと立ちこめるガスを眺めながら、リトル・レッドフードが言った。

「ほら、あのキャンディで、ドクター色々実験してたじゃん」

「ああ、なるほど……」

　この酩めい酊てい状態から醒さめれば、薬の効果も消えている、と。至れり尽くせりだ。

「ふう。しかし、これでようやく帰れるな」

「もっとも、この伸びきった猫耳どもが退どいてくれないことには、車も出せないけどな」

　レッドキャップ隊の面々が、その場にへたり込んでそんなことを言い合っている。確かに、これで終わったか。

　あとは、魚うお住ずみさんを捜して連れ帰り、事情を説明して説教なり説得なりすれば、問題は万事解決だ。キャッツグレイスの処遇とかに関しては、あとで証拠をまとめて警察にでも送りつければいいだろう。

「一件落着だな」

　しかし、僕がそう言った瞬間、

「それは少し気が早いんじゃないかな」

　との声が、ガスの向こう側から響いてきた。同時にロビー内の空気が急速に動いて、ガスが排気口に吸い込まれていく。……火災用の排煙装置を使ったのか。

　そして晴れていくガスの中を闊かつ歩ぽしてくるのは、真っ白いスーツに身を包んだキャッツグレイスの社長、阿あ久く津つ虎とら之の介すけ。

「政府が探りでも入れてきたのかと思いきや……まさか、デーモンテイルだったとはね。古巣の妨害を受けるとは思わなかったよ」

「もう勝負はつきました！　無駄な抵抗はやめて、自首して下さい！」

　ラプンツェルが、虎とら之の介すけに向かって、そう勧告する。

　が。

「自首？　なぜ自首を？　ボクは何も悪いことなどしていないじゃないか。むしろ、人々を至福の境地に導こうとしたに過ぎない！　いずれ、それは歴史が証明するだろう。猫とともに永遠の繁栄を手にした後世の人類は、ボクを救世主と呼ぶはずだ！　ミレニニャム建国の父、すべての人類と猫に安あん寧ねいをもたらした、まさしく神のような人物だった、と！」

　虎之介は笑っていた。その顔には、追い詰められた焦りはまったくない。

「……あの方は何を仰おつしやってますの？」

　軽い侮ぶ蔑べつが窺うかがえる口調で、龍りゆう造ぞう寺じさんが首を傾かしげる。

　三号は自分のこめかみをとんとん、と叩たたいて、

「ちょっとおかしいんだろ。可哀かわい相そうにな。いいから帰ろうぜ」

「ボクは、待てと言っているんだよ」

「よせ。兵隊を失ったお前に、もう勝ち目はない。それとも、生身で俺おれ様さまとやり合うとでもいうのか？　反改造人間派の、軍隊設立派筆頭の息子のお前が」

「ふん。父の主張なんか知らないね。ボクはね、そんなくだらない派は閥ばつ争いには興味なんかなかった。双方の優れている点を採用すればいい、常々そう思っていたんだ」

　虎之介はジャケットを脱ぎ捨てた。

「ボクは猫の王だ。猫の王国、ミレニニャムに君臨する王の勇姿、その目に焼きつけるがいいッ！」

　叫んだ瞬間、メキメキと音を立てて虎之介の体が歪ゆがみ始めた。筋肉が激しく隆起して、着ていた衣服が張り裂ける。裂けた口から大きな牙きばが覗のぞき、膨張した筋肉で膨れあがった体には白と黒二色の毛が生えてきている。

「おああああああああああああああああああああああああ」

　悲鳴とも雄叫おたけびともつかない、もはや声であるのかどうかすら怪しい音が、虎之介の口からほとばしった。

　虎之介の肉が、骨が、自らの意志を得たかのように蠢うごめき、虎之介のシルエットを激しく壊していく。

　ぽかん、と僕は呆あつ気けにとられてしまっていた。いや、それはラプンツェルもリトル・レッドフードも、龍造寺さんもレッドキャップ隊も一緒だった。

　ただ、そのおぞましい変へん貌ぼうに嫌悪しながらも、目を離せずにいた。

　正直、ドクターに感謝した。変身するたびにこんな姿をさらさずにすむのは、ひとえにドクターの技術力のおかげだから。

　やがて、虎とら之の介すけだった肉体の変質が完成を迎えた。

　虎之介が変身したモノは、僕と……リンドヴルムといい勝負の大きさの虎とらだった。白地に黒い縞しまの入った、大柄な白びやつ虎こ。

　虎之介――白虎は変身し終えるなり、大きく跳んで僕へと間合いを詰めた。そして、右前肢で僕の手からガトリング砲を叩たたき落とす。

　……速いッ！

　とにかく、間合いを取り直そうと僕は床を蹴けった。周囲にみんながいる状況では、巻き込んでしまいかねない。床に転ころがる酔っぱらった猫耳の皆さんのこともある。

　が、甘かった。白虎はいとも容易たやすく僕に追いつき、その爪つめを振るう。

　痛みというより、熱さのようなものが右の肩口に走った。次に、赤い液体が舞うのが目に入る。

　切り裂かれたのだ。

　そう理解したのは、次の一撃を腕にもらってからのことだった。

　鱗うろこが、僕の鱗がこうも簡単に……っ!?

　くそッ！

　負けじと僕も爪を叩きつけようとするけど、すでに狙ねらった場所に白虎の体はない。

「あはは、遅い遅いッ！」

　楽しそうに言って、白虎はまた爪で袈け裟さがけに僕を斬きり、ついでにどん、と体当たりを食らわせた。まさか、この巨体で吹っ飛ばされることがあろうとは。

　僕は壁に叩きつけられ、地響きを立てて床に落ちた。

　背中を強打して、一瞬呼吸が止まる。ぐう。

「ああっ、リンドヴルム！」

「リンドヴルム様っ！」

「リンドヴルムッ！　だっ、大丈夫かッ!?　負けんなっ」

　みんなが口々に、心配そうに僕の名を呼ぶ。

　か、体中が痛い。それでも歯を食いしばって立ち上がると、余裕綽しやく々しやくで白虎が僕を睥へい睨げいしていた。

「誰だれの勝ち目がないって？」

　そして、白虎が姿勢を低く身構える。

　……言ってくれる。

　しかし、言い返せない。ヤツは速い。僕の速度では捉とらえきれない。せめて飛べればスピードでも対抗できるんだろうけど……、いかに広いロビーとはいえ、ビルの中では自由に飛び回れるほどのスペースはない。

　ならば、打つ手は一つか。爪つめで捉とらえきれないのであれば、別の武器を使うしかない。できるだけ引きつけて、最大出力で炎を浴びせてやる。

　迎え撃つべく、僕も白びやつ虎こを睨にらみつけて身構えた。荒くなった呼吸を無理矢理に抑え込み、肺に空気を集めていく。

　さあ、来い。

　白虎が冷笑を浮かべたまま、動いた。飛び出した、とでもいうべきだろうか。目で追うのも難しいのではないかと思えるほどの速さで、まっすぐに突っ込んでくる。

　もっと、引きつけろ。

　もっと。

　白虎は、方向転換の気配さえ見せない。

　もう少し。

　あと三メートルの距離。

　今だっ、食らえッッッッ！

　ごうっ、と吐き出した炎の光が、ロビーの内部を、白虎の身体からださえも赤く染め上げる。

　この位置での放射なら、たとえ直前で避よけても無傷ではいられないだろッ！

　しかし、白虎は炎を避けようとせず、身体に浴びせられるのを気にも留めずに突進を続け、僕の肩口に噛かみついた。

「……なっ」

　ヤツの牙きばは鱗うろこを貫いて、僕の身体に深く突き刺さった。

　くっ、痛ッ！

　そして、大きく頭を振って僕を投げ飛ばす。投げ飛ばされた僕の身体は何メートルも宙を飛び、柱に叩たたきつけられた。

「ぐあ……っ」

　砕けた柱の破片と一緒に、また床に落ちる。

　そして、目を疑った。

　炎を浴びたはずの白虎の身体には、焦げ跡一つついていなかった。

「いいことを教えてあげようか」

　ニヤニヤと笑いながら、白虎は言った。

「この身体はね、君を仮想敵に造られているんだ。今やネット上に君の映像はごまんと転ころがっているしね。何気ない映像でも、結構解析には役に立つ。だから、想定される君のスピードを上回るスピード、想定される君の防御力を上回る攻撃力を、少なくとも備えているんだ。防御力に関しては、スピードのために犠牲にした感はあるけどね、そもそも攻撃が当たらなければいいんだから必要ない」

　そしてヤツは僕へと歩み寄りながら、

「ただ、炎に対する耐久性だけは万全を期したよ。面会に行ったら父が言っていたからね。リンドヴルムは炎を吐く、って。あの馬ば鹿か親父も、その情報をくれた点だけは役に立ったかな、あはは。まあ、熱や炎は利用されてる兵器も多いから、馬鹿親父の話は聞いてなくても備えはしただろうけどね」

　くっ。なんとか立ち上がる。立ち上がるといっても、前肢をついて、だけど。

　……けど、どうする？　打つ手がない……。

　くそ、体中の痛みで思考もろくに回らない。

「へえ、まだ立てるんだ。でも、聞いてなかった？　君はボクには勝てないんだよ」

　だからといって寝てなどいられるものか。

「……変なヤツ」

　言いながら、白びやつ虎こは横一文字に右前肢の爪つめを薙ないだ。

　ぐっ。僕の胸から鮮血が噴き出す。

「何でそんなに一生懸命なの？　デーモンテイルなんて、世界征服とか言いながら、特に何をするでもなくボランティアしたりブラブラしたりしてるだけなのに」

　薙いだ右前肢を、返すようにして裏うら拳けんの要領で僕の横っ面を張った。強烈だ。脳がぐらんぐらんと揺れる。

「世界征服の――」

　左右に身軽なステップを踏みながら、白虎はその鋭い爪で僕をいたぶり始めた。

「目的もない！」

　肩を抉えぐられた。

「ビジョンもない！」

　左前肢を削そがれた。

「信念もない！」

　脇わき腹ばらを刺された。

　一言ごとに、ヤツの爪は僕の鱗うろこを裂き、身体からだに傷を刻んでいく。

　一撃ごとに鮮血が舞い、痛みで精神力も削がれていく。

「なのに、何でこんなに頑張るの？　そんな、まったくやる気のないグダグダな組織に何で肩入れするの？　理解不能だよ」

　もう、ヤツを白虎と呼ぶのは間違いかもしれない。ヤツは僕の返り血を浴びすぎて、全身赤く染まっていた。

　……何で、か。わかりきったことだ。

　約束だから。

　一緒に世界征服をやる、と。ずっと一緒にいる、と。

　千ち紗さと――そう、約束したから。

　口には出さない。出すだけの体力も残っていない。

　だから、ただ睨にらみ返す。ガタガタの身体からだでできる精一杯の抵抗だった。

「……むかつく。すげーむかつくよ、君」

　首に噛かみついた白びやつ虎こは、また僕を投げ飛ばした。壁に叩たたきつけられる。肺から空気が残らず出ていった。一時的に、呼吸困難に陥おちいる。

　さすがに、もう立ち上がるだけの体力は残っていなかった。激しく咳せき込みながら、立ち上がろうともがきはするものの、四肢に力が入らない。

　そして、咳き込むたびに体中の傷口から血が溢あふれた。

「さあて、トドメといこうか」

　……情けない。こんなに一方的か。くそ、痛い。

　死ぬのだろうか。

　このリンドヴルムの強大な能力をもってしても、敵かなわないのだろうか。

　――いや。

　はは、考えてみれば、リンドヴルムの能力なんて借り物じゃないか。何だか僕自身も強くなった気がしていたけど、この力のために僕は何ひとつ努力をしていない。

　なるほど、これはそんな力に頼りきっていたツケか。

　いい気になってこの姿や力を世間に誇示しなければ、白虎の性能もここまで高くなかったかもしれないのに。

　あるいは、こんな事態に備えて何か努力をしていれば、どうにかこの危機だって乗り越えられたかもしれないのに。

　白虎が僕へと歩み寄り、右の前肢を振り上げた。鋭い爪つめがギラリと光る。

「いやあああああああッ！」

　ラプンツェルが悲鳴を上げた。

「リンドヴルム様ぁッ！」

　そして、龍りゆう造ぞう寺じさんが叫んだ。

　同時に、

「ラプンツェルっ、あれを！」

　リトル・レッドフードが何やらラプンツェルの名を呼んだ。

　うう、何が……？

　首を動かして見ると、

「うわああああああああッー！　リンドヴルム様からっ、わたくしのリンドヴルム様から離れなさいッ、この人殺しッ！」

　龍造寺さんがスラスターの推力で突っ込んでくる。振りかぶっているのはスタンバトン、ただし出力を相当上げているのか、帯電のスパークが目に見えるほどだった。

　……いけない。そのパワード手足の性能では、白びやつ虎こは捉とらえきれない。ましてや、反撃を一撃食らえば……！

　しかし、白虎は龍りゆう造ぞう寺じさんの攻撃をひらりとかわしただけだった。いつでも殺せるという余裕か、あるいは猫特有の獲物をいたぶるやり口か。

「どうせ次は君たちの番なんだから、死に急ぐこともないのに。それに、人殺しは酷ひどいなあ。まだ殺してないじゃないか。っていっても、もう虫の息だけどね」

「黙りなさいっ、化け物ッ！」

　また、スタンバトンを振りかぶる。まずい、さすがに二度目は……っ！

「乙おと姫ひめさん、退どいて下さいッ！」

　ラプンツェルが叫んだ。

　ラプンツェルは、髪の毛でガトリング砲を持ち上げていた。

　そのガトリング砲で白虎に狙ねらいを定め、両手を引き金にかけていたのはリトル・レッドフード。

　その意図を察したのだろう、龍造寺さんはバックステップを踏むようにスラスターを噴射して白虎から遠ざかった。

「リンドヴルムっ、今助けます！」

「よくもリンドヴルムを……っ！　食らえッ、この馬ば鹿か猫ッ！」

　全身の体重をかけるようにして、リトル・レッドフードは引き金を引く。

　ガトリング砲が火を噴いた。砲身が回り、リズミカルな轟ごう音おんが響く。

「きゃあっ」

「うわわわわっ!?」

　その振動と反動に耐えきれず、すぐに砲身が暴れた。

　バラ撒まかれた三〇ミリの弾丸が、柱や壁を派手に砕いていく。

　白虎が跳んだ。柱や壁を足場に何度も方向を転換し、ひらりひらりと銃弾の雨をかいくぐる。フルオートの銃弾さえかわすのか。見切るのか。何という身の軽さ。僕の攻撃など、当たらないはずだ。

　その振動に耐えきれず、リトル・レッドフードの手がトリガーから離れた。結局、ガトリング砲の弾は一発たりとも白虎には当たっていない。

　……いや。

　着地した白虎が怒りに顔を歪ゆがめていた。命中こそしなかったものの、かすめた弾の衝撃で身体からだの何カ所かが傷ついてしまったらしい。

「おのれ……よくも」

　牙きばを剥むき出しにして、白虎はラプンツェルとリトル・レッドフードを睨にらみつける。

「……気が変わった。そんなに死にたいんだね？　だったら、あんな死に損ないより先に始末してやるッ」

　身を低くし、白びやつ虎こは牙きばを剥むいてラプンツェルとリトル・レッドフードを睨にらみつけた。

　二人は、立ちすくんで動けないでいる。いや、仮に動けたとしても、白虎のスピードから逃れることなんかできないだろう。

　くっ。やらせるか。やらせるもんかッ！

　動け！　動けよ！

　意味がないだろ！　守れなきゃ、この爪つめも牙も翼も、意味がないじゃないかっ！

　借り物でも何でもいい。

　役に立つのなら。

　守ることができるなら。

　だから、動け、僕の身体からだ。

　動けッ、リンドヴルムッ！

　咆ほう吼こうが、口から流れ出ていた。体中が痛い。焼き切れそうなほど、限界ギリギリまで神経が痛みを伝達する。動くな、と自己防衛本能が指令を出そうとする。

　いやだ。

　本能の指令を無理矢理ねじ伏せた。脳が軋きしむ。

　いやだ。いやだ！　いやだッ！

　目の前でラプンツェルとリトル・レッドフードが……千ち紗さとありすが殺されるなんて、絶ッッッッッ対にイヤだっ！

「さあ、死ねッ！　あの世で仲良く世界征服ごっこでもやってるんだね！」

　白虎が、ラプンツェルとリトル・レッドフードに向かって跳びかかった。二人が身を強こわばらせる。

　力を込めた僕の体中から、血が噴き出した。

　……知るか。

　怪け我がも痛みも僕の命も、知ったことか！

　反重力飛行システム、フル稼働！　ショートしようが壊れようが構わない。ほんの一瞬、この一瞬だけでいい。この鈍重な身体を、重力から解き放てッ！

　そして――僕も、跳んだ。いや、飛んだ。

　一度、力いっぱい翼を羽ばたかせて加速する。

「うおおおおおおおおおお――ッ！」

「何ッ!?」

　白虎が振り返る。完全に虚を衝ついた形だった。満まん身しん創そう痍いの僕がまだ動けるとは思っていなかったのだろう。

　空中なら、超低空とはいえ、僕のホームグラウンドだ。

　何より――すでに地面を離れているヤツには、空中で方向を変える手段がない！

　追いつけッ！

　いや、追いつけなくとも、ただ届けばいい。この口が。この牙きばが！

　目いっぱい首を伸ばす。長い首に感謝したくなった。ギリギリ、それこそコンマ何秒の差で、僕の牙は白びやつ虎この右後肢を捉とらえた。顎あごに渾こん身しんの力を込める。

　めき、と骨にまで牙が食い込む手て応ごたえがあった。

　防御力を犠牲にした、という言葉に嘘うそはなかったらしい。表面上の防御力のみならず、中身もスピードを活いかす軽量化のために強度を犠牲にしていたのだろう。

　すぐに白虎の骨から、みしり、と悲鳴を上げるようにひびが入る音がした。その音とハモるように、白虎の口からも情けない鳴き声が上がった。

　口の中に血の味が広がる。が、すでに自分自身の血の味で満ちている。気にもならない。

　ぐい、と後肢を噛かんだまま、首の力で白虎を引っ張った。そのまま、床に一度叩たたきつけ、銃弾で砕かれた柱に向かって投げ飛ばした。

　白虎の激突に、銃弾で穴が開いていた柱が砕け散る。

　地面に降り立った僕は、ぜえぜえと荒く呼吸しながら、それでも何とか立ったまま踏みとどまった。

　くっ、まるで世界が揺れているみたいだ。くらくらとした目眩めまいにも似た感覚。

　気を抜けば、すぐに意識が飛びそうになる。立っているだけで、幾多の傷口から流れ出る血が床を濡ぬらす。

「お、おのれ……ッ」

　起き上がった白虎は、僕に噛まれた脚を庇かばうような不自然な立ち方で顔をしかめた。そして、僕を睨にらみつける。

「リンドヴルム……本当にむかつくな。他人のために力を発揮するとか……ボクが一番嫌いなタイプだ」

「褒ほめ言葉と、受け取って……おく」

　くそ、呼吸が整わないせいで言葉も切れ切れになる。はは、格好がつかないな。

　ラプンツェルとリトル・レッドフードが、またガトリング砲を白虎に向けた。

「動くなッ！　その脚じゃあ、もう避よけきれないぞッ」

「なるほど……確かにね」

　そう納得したようにうなずいた白虎だったが、

「でも、いいのかな？　確かにボクは撃ち殺されるかもしれないけど、それをやるならボクは死力を尽くしてリンドヴルムを殺しにかかる。刺し違える覚悟でね」

「そっ、そんなこと、させません！」

「そうだ！　その前に、蜂はちの巣にしてやるぞっ！」

「さて、どうかな？　西部劇みたいなクイックドローの勝負でもやってみるかい？」

「お前に勝ち目なんかあるもんかッ！」

「そうとも限らないさ。それに、組み合ってしまえば、その武器だって使えない。リンドヴルムだけを避よけてボクだけを狙ねらうなんて芸当、できないよねえ？　反動にビックリしちゃうような、初めて使う武器じゃあさあ」

「う……」

　ラプンツェルが、不安そうに僕とリトル・レッドフードとを交互に見た。

　……悔しいけど、もう僕には何もできない。反撃だの回避どころか、ちょんと押されれば倒れてしまいそうなのが現状だ。

「ほら、大事な大事なリンドヴルムが、またふらついた」

　その言葉に、ラプンツェルもリトル・レッドフードも龍りゆう造ぞう寺じさんも、注意を僕に向けてしまった。

　その隙すきを突いて、白びやつ虎こが身を翻ひるがえす。

「あっ！」

　リトル・レッドフードが叫んだときには、もう白虎は出口まで走っている。脚が一本使えないとは思えない速さだった。

「くっ、このっ！」

　慌てて照準を合わせようとするリトル・レッドフードを、

「おやめなさい」

　と龍造寺さんが制止した。

「そっちに向けて撃ってはダメですわ。下へ手たに撃てば、床に転ころがっている猫耳の人たちに当たりますわよ」

　う、とリトル・レッドフードが言葉に詰まる。

　そんなことをしている間に、白虎はビルの外へと走り去ってしまった。

「あー、もう！　逃げられた！」

　リトル・レッドフードは悔しがっているが、龍造寺さんの判断は正しかったと思う。

「そんなことより、今はリンドヴルムの方が……」

　ラプンツェルが言い終わる前に、僕も倒れ込んでしまっていた。

　緊張の糸が切れた。

　女の子たちが、三者三様に僕を呼びながら駆け寄ってくる。情けないことに、返事をする気力さえ残っていなかった。

　……痛いよう。苦しいよう。

　そんな泣き言を脳内でぐるぐる回しているうちに、気が遠くなって――

　意識が、途絶えた。
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　目を覚ますと、白い天井が目に入った。

　ああ、少し前にもこんなことがあったな、と自じ嘲ちようする。そして、そのとき以上に体中包帯だらけだった。

　身を起こそうとすると、体中がズキンと痛んだ。

「いてて」

　思わず声が漏れる。

　そして、起き上がって気づいた。

　僕が寝かされていたベッドに頭を預けて、千ち紗さとありすが眠り込んでいたのだ。

　その傍かたわらには血にまみれた包帯やガーゼを入れた容器がある。ずっと、意識を失った僕の面倒を見てくれていたのだろうか。

　……そういや、前のときもこんなだったな。

　心配をかけてばっかりだ。まったく、ダメなヤツだな、僕は。

　と、思わず僕がついた溜ため息に反応したのか、僕が起き上がったときの振動に反応したのか、千紗がむくりと顔を上げた。

「あ……」

　じわり、と千紗の目に涙が浮かんだ。その涙は止めどなく溢あふれ、すぐにボロボロとこぼれ落ちる。

「竜りゆう太たさんっ！」

　え？

　僕が反応する間さえ与えず、千紗はガバッと僕に飛びついてきた。

　ええっ!?

「竜太さん！　竜太さん！　竜太さん！　竜太さんっ！」

　何度も何度も僕の名前を呼んで、僕の首に回した手に、ぐっと力を込める。

　しかし、女の子に抱きつかれたことを喜ぶより、感触や温ぬくもりがどうとかいう前に、

「いっ、いたたたたッ！　い、痛いってッ！」

　触れられた部分が激痛を発する。体中怪け我がだらけなのだから、どこに触れられても痛い。

「あ、その、ごめんなさいっ」

　あのう、そう言いつつ首に回した腕の力を緩めてくれないのはどういうワケですか。これも恨うらみのなせる業わざですかっ。

「ごっ、ごめん、千紗！　謝るから！　土下座でも何でもするから！　マジで、ホントに痛いっ！　許して下さいっ！」

「こらっ！　千ち紗さポン、何やって……ッ！　竜りゆう太たの傷口が開いたらどうするんだッ！」

　さすがに枕まくら元もとで騒がれて目を覚ましたのか、ありすが千紗の首根っこを掴つかんで僕から引きはがした。

「ドクターの言うこと聞いてなかったのッ!?　運び込むのがあと一〇分遅かったら、かなりやばかったって……ッ！」

「あうう、だって……ご、ごめんなさい……」

　引きはがされた後も、千紗の目からは大粒の涙が流れたままだった。

「あたしに謝ったってしょうがないでしょ」

　そして、千紗から手を離したありすの目にも涙が浮かんでいる。ありすはその涙目で僕を睨にらみつけると、

「この馬ば鹿かッ！　馬鹿竜太ッ！　心配させんなッ！」

「……ごめん」

「まったく……」

　と、ありすは袖そでで涙をぐしぐしと乱暴にぬぐいつつ、

「しかも、千紗ポンが悪いのに、何で竜太が土下座とかまで言って謝ってんのよ」

「そりゃあ、ほら……なんていうか、例のキスの件とかで怒らせたっていうか不興買ってたみたいだし、この際、もう一回ちゃんと謝っておこうかなって……」

「はあ？」

　僕が言うなり、それまでの涙もどこへやら、ありすは呆あきれ顔になった。

「前々から思ってたけどさ、竜太って馬鹿だよね」

　むか。

「何で」

「何でって、馬鹿だから馬鹿だって馬鹿に言ってんの。じゃあさ、千紗ポン、そのことで腹立てたりしてた？」

「いいえ」

　千紗が涙をぬぐいながら、首を横に振る。

「ホラ見ろ」

「え？　だって……あのとき、涙まで」

「あ、あれはビックリして、思わず泣いちゃっただけで」

　えー!?

「でも、プールでのこともあったし……」

　そのときのことを思い出したのか、千紗は頬ほおを染めながらも、

「あ、あれだって助けてもらったわけですし、その、わざとじゃないこともわかってますし……、それにその、わたくしの方こそ突き飛ばしたりしちゃって、謝らなきゃって思っていたんです。結局、言い出せなかったんですけど……」

　ええー!?

「で、でも、あの後ずっとよそよそしかったっていうか、避けられてたっていうか。最初の愛猫家の集いのときも行かなかったし……」

「それは、その……あんなことがあったら、意識しない方が無理ですよう」

　千ち紗さは頬ほおをさらに赤く染めて、そんなことを言う。

「最初の愛猫家の集いのときはね、千紗ポンは委員長たちとアンタの誕生日の準備をやってたの。ま、準備っていうか、要は衣装部屋の充実を図るために、日々ショッピングに勤いそしんでただけらしいけど」

　……あ。そうか、タイミング的にはちょうどそんな感じか。どうして気づかなかったんだろう。

　でも。

「だって、千紗は最初のキスは湖こ畔はんで小鳥たちのさえずりに祝福されながらのお姫様抱っこがいいって聞いたし」

「はあ？　何それ。千紗ポン、マジ？　この歳としになってンなこと言ってんの!?」

　かなり白い目でのありすの問いに、千紗は慌ててブンブンと首を横に振った。

「そっ、そんなわけないですっ！　そりゃあ、ロマンチックな方がいいとは思いますけど、でも、そんなことを言ってたのは中学に上がった頃ころまでです！」

「……いや、千紗ポン、それでも中学ってのは結構痛いよ……？」

「むー、そんなことないですよう。もう、姫ちゃんですね？　面白がって、そんなことを竜りゆう太たさんに吹き込んで……」

　……。

　それって、つまり、何ですか？　全部僕の独り相撲ってこと……？

　もしくは、高たか槻つきさんにいいようにからかわれていた、と……？

「ですから、あの、竜太さんが謝る必要なんてないんです。もともと全部事故でしたし、どっちもわたくしが転ころびそうになったのがそもそもの原因ですし。……それに、あの、むしろ、片かた桐ぎりさんより先に……」

　ごほん、とわざとらしく咳せき払ばらいをして、ありすは千紗を睨にらみつけた。

「いいかげん、その先はムカついてくることが目に見えてるからさあ、お口にチャックしましょうね、千紗ポン。ってか、何？　それ、言う気？　言っちゃう気？」

「あう。……うう、すみません……」

　ありすに気け圧おされて、千紗が黙り込む。

　それにしても、気が抜けたというか、何というか……。

　そりゃまあ、嫌われたり恨うらまれたりしてるよりはずっとよかったけど、まさか僕が一人で勝手に思い悩んでいただけだったとは。

「でもまあ、ホッとしたよ。千ち紗さに嫌われたと思ってかなり凹へこんでたからさ」

「そっ、そんなこと、あるはずないじゃないですかッ！　わたくしが竜りゆう太たさんを嫌いになるなんて……ッ！」

「いっそ、ホントにそうなってくれればどれだけよかったか」

　皮肉っぽく、ありすが呟つぶやく。

「ありえません、絶対に」

　それに対して、千紗は妙にキッパリと即答した。

「……えーと、あの、二人とも、どういう意味？」

「いやいや、何でも。ま、とにかくさ」

　もう一度、こほん、と咳せき払ばらいをして、ありすは少し頬ほおを赤くして、

「あ、ありがとね」

「え？」

「ほ、ほら、あたしたちのために、最後、頑張ってくれたじゃん」

「あ、そうです！　わたくしたちのために無理をさせてしまって……」

　ああ、キャッツグレイスでの戦いのことか。

「いや、だって、千紗もありすも僕を助けようとしてくれたじゃない。お互い様だよ」

　でも、千紗は「いいえ」と首を横に振った。

「あの、……嬉うれしかったです。守ってくれて」

「だよね」

　千紗とありすが、少し照れながら、顔を見合わせて笑った。

「だからな、竜太、さっさと怪け我がを治せっ！　盛大に快気祝いをやろう！」

「あ、それ、いいですねっ！　わたくし、竜太さんの大好きな猫耳を着けて、たくさん盛り上げちゃいますよっ！」

　……は？

「いや、ちょ、待った！　別に僕、猫耳は……」

　むしろ、あんな目に遭ったら、今現在見たくないモノのベストスリー圏内にランクインなんですけどッ！

「竜太さん、隠さなくてもいいです！　確かにその趣味はどうかと思いますけど、わたくしはそのくらいで嫌いになったりしないですから！　むしろ、竜太さんが好きならわたくしも猫耳好きになれるように努力しますッ！」

「何ぃーっ、竜太、そんな趣味があったのか!?」

「そうですよ！　だからほら、片かた桐ぎりさんが抱きついたときも……」

「なっ、ななな、……っ！」

　途端に、ありすの顔が一気に赤くなる。

「だから、ちが……」

「し、仕方ないっ、命の恩人の頼みとあっては、ね、猫耳を……」

　さらに顔を赤くして、うつむき加減で、ありすはもにょもにょと消え入るように言っている。

「ありすまで、しどろもどろで何言ってんだーッ！」

「やりましたね、竜りゆう太たさん！　快気祝いは猫耳パーティです！　お望みとあれば、竜太さんの大好きなチャイナドレスで猫耳を……」

「なななっ、チャイナドレスって、そんな趣味まで……っ！　あっ、それで竜太のお父さんと会うとき千ち紗さポンはチャイナドレスだったのかッ！　おのれ、竜太の好みはチャイナドレスの猫耳少女なのかーっ!?　この変態めーっ！」

「チャイナドレスはともかく、猫耳は誤解だ――っ！」

「あ！　今思えば、お誕生日のパーティでも、猫耳にチャイナドレスを組み合わせれば、わたくしの勝ちだったかも……！」

「猫耳……あー、キャッツグレイスでもらっておけばよかったッ！　くそう……それに、チャイナドレス……。うーん、あの衣装部屋にあたしサイズのチャイナドレスって、あったっけ……？」

　しかしどうやら、僕の魂の叫びも二人の耳に届いた様子はなかった。

　……とほほ。



　　　＊



　結論から言うと、キャッツグレイスは潰つぶれた。

　僕が寝ている間に、レッドキャップ隊が各地の支社に赴おもむき、解毒剤入りマタタビガスを散布してきたらしい。

　結果、猫耳の人たちがキャッツグレイスに留まる理由はなくなり、指揮を執っていた阿あ久く津つ虎とら之の介すけが姿を消したこともあって、たった一日で瓦が解かいしてしまった。

　猫化薬はその際にレッドキャップ隊が残らず回収したため、証拠不十分で起訴にまでは至っていないものの、それでも薬によって人間を支配していた、という話は瞬またたく間に世間に広がってしまったのだ。

　僕はというと、目覚めたその日のうちにベッドから下りることができた。意識を失っていたのも一晩だけだったそうだ。

　出血は多かったけど、傷自体はいつかの爆弾のときほど深くはなかったのだという。改造人間の回復力様々だ。おかげで、学校も大事を取って一日休んだだけですんだ。

　もっとも、痛み止めのお世話にはなっているし、大量の包帯や絆ばん創そう膏こうはつけたままなんだけど。

「家の掃除をしてるときに、階段から転ころげ落ちちゃってさ」

　いくらなんでも苦しいかな、と思ったその言い訳も、先生もクラスメイトも、誰だれ一人疑わなかった。

　まあ、信じてもらえたのは、息も絶え絶えの僕から連絡を受けて駆けつけて応急手当てをし、病院に連れて行った、と主張する千ち紗さとありすの証言もあったからなんだとか。

　毎日家事とか掃除やってれば、そういうことだってあるよな、と、むしろ同情したり心配してくれる人ばかりだったので、何だか心苦しい。

　そして、その日、龍りゆう造ぞう寺じさんは朝から酷ひどく疲れた顔をしていた。

「どうしたの？」

　と訊きいたところ。

「だって、リンドヴルム様が……ッ！」

　今にも泣き出しそうな表情で言うのだった。

「昨日から、ずっとこんな感じなんです」

　そっと、耳打ちをするように千紗が教えてくれた。

　うーん、ちょっと見てらんないなあ。

「デーモンテイルの皆様の車を、見失ってしまいましたのよ！　一緒に行って看病するとあんなに言いましたのに！」

　……あー、認識偏向時計を使ったのか。そりゃまあ、連れて帰るわけにはいかないよなあ。なんかもう限りなく関係者に近いけど、一応部外者だし。

「ま、大丈夫じゃないの？」

「何を根拠に……ッ」

「そんな簡単にリンドヴルムは死なないと思うよ。この学校での、あの爆発からだって生還したんだしさ。違う？　それとも、信じられない？」

　僕がそう言うと、龍造寺さんはハッとなって、

「ああ、そうですわ。他ほかの誰より、わたくしが信じなくてはなりませんのに……。文学少年、なかなかいいことを言いますわね」

「そりゃどうも。まあ、心配しなくても、今日あたり姿を現すかもよ」

　笑って言うと、ありすに脇わき腹ばらをつつかれた。

「いいの？　あんなこと言っちゃって」

　そして、囁ささやくように問われる。

「だって、可哀かわい相そうでしょ。あのときは彼女だって一緒に戦ってくれたんだから」

「そりゃそうだけど……」

　不承不承、といった顔で、ありすは口をつぐんだ。

「何をヒソヒソやっているんだ」

　高たか槻つきさんに問われて、僕もありすも、

「何でもない！」

　と揃そろって首を横に振る。

「……？　まあ、どうでもいいがな、赤あか尾おは鍛きたえ方が足りなすぎる。だから、ちょっと転ころんだだけでそんなにボロボロになるんだ。……ああ、そうだ。普段勉強を教わっている礼に、夏休みに少し鍛えてやろう」

「はあっ!?　いや、無理無理！　死んじゃうって！」

「安心しろ、ちゃんと怪け我がが治ってからの話だ」

「そういう問題じゃないからっ！」

　と、そこへ、魚うお住ずみさんが駆け寄ってきた。

「赤尾君、もう怪我はいいのですか？」

「あ、うん、まあね」

「それは何よりでした。それはそうと、これを見て下さい！」

　魚住さんが差し出した写真を全員が覗のぞき込む。そこには、手のひらサイズの、鮮やかなエメラルドグリーンのカメレオンが写っていた。

「あの……これは？」

　おそるおそる訊きくと、

「はい！　言わずと知れた、パンサーカメレオンですよ！　この前、アキラ君がカメレオンを飼ってるってテレビで言っていたのです！　あの『ダンスマカブル』のアキラ君ですよ!?　もー超超超カッコいいですよね！　早速、おねだりして買ってもらっちゃいましたですよ！　これからはカメレオンの時代です！」

　一同、唖あ然ぜん。

「……アキラって、誰だれだ？」

　高槻さんに訊かれた。

「あー、今、人気急上昇中のバンドのギターの人だよ、たぶん」

「それでそれで、ライヴとかに行ったとき機会があったら言うんです！　私もカメレオン飼ってるんです、って。それがきっかけで愛が芽生えちゃったりするかも!?　きゃー、どうしましょうどうしましょう！」

「えっと……」

　千ち紗さが、何から突っ込めばいいんだろう、という顔で言葉に詰まった。

「どうもしなくていいと思う」

　ありすが冷ややかに言った。

「飽きっぽいなあ。猫はどうした、猫は」

　腕を組んで、高たか槻つきさんも呆あきれている。

「爬は虫ちゆう類るいならドラゴンの方がいいですわ。ああ、リンドヴルム様……ご無事でいらっしゃればいいけれど……」

　龍りゆう造ぞう寺じさんは、心ここにあらずだ。ってか、ドラゴンは爬虫類ですか。いつの間に進化の系譜に組み込まれたんですか。

「……やれやれ」

　僕も、そう溜ため息をついた。

　どうやら魚うお住ずみさんの辞書には、懲こりるという文字はないらしい。
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　そして、その日の放課後。

　ご町内統治活動の一環として、木から下りられなくなった仔こ猫ねこの救助に向かった。背にラプンツェルとリトル・レッドフードを乗せて。

「リンドヴルムちゃん、無事だったのね」

「よかったわあ。心配したのよ？」

　猫を助けて地面に降り立つなり、近くにいた奥様方や仔猫の様子を窺うかがっていたご近所の人たちが集まってくる。

「いや、心配をおかけして申し訳ない」

「あの、ありがとうございます。おかげさまで、娘も無事でした。なんてお礼を言ったらいいのか」

　魚住さんのお母さんだった。

　……しかし、お宅の娘さん、今度はカメレオンに夢中なんですが。それはスルーしていいんですか。

「そんな怪け我がまでさせてしまって、本当にごめんなさい」

　確かに、包帯まみれのドラゴンというのは、あまり格好のいいものではない。

「怖いわよねえ。あの会社、大きな虎とらまで飼っていたんでしょう？　もう少しリンドヴルムちゃんたちが駆けつけるのが遅かったら、餌えさにされてたかも」

「ねえ。変な薬まで使って人間を餌にしようとしてただなんて、怖いわあ」

「ホント、世も末よねえ」

「さすがリンドヴルムちゃんだわ！　悪いヤツらはどんどんやっつけちゃってね！」

　いや、奥様方、伝聞と憶おく測そくでものを言いすぎです。

　とにかく、魚住さんのお母さんに、

「なに、どのみちヤツらとの戦いは避けては通れなかったはず。貴女あなたのせいでも、ご息女のせいでもない」

　救出した仔こ猫ねこを頭に乗っけたまま、言った。

　どういうわけか、地面に降り立ってからもこの仔猫、僕から離れようとしない。むしろ、僕の頭の上によじ登って、「ここが僕の居場所！」とでも言いたげな顔をして角つのの間に居座っている。

「それにしてもこの仔猫、リンドヴルムちゃんに懐いちゃったわねえ」

「きっと、仔猫にも、リンドヴルムが優しいドラゴンだってことがわかるんですね。さすがリンドヴルムです」

　ラプンツェルが僕の背中から降りて、言った。

　仔猫を心配して集まっていたギャラリーからも、「違いない」という声が笑い声とともに聞こえてくる。

「誰だれの側そばにいるのが安全なのか、本能的にわかってるのかもね。ま、微笑ほほえましくていいんじゃん？」

　ラプンツェルに続いて僕から飛び降りたリトル・レッドフードも、そんなことを言っている。

　と、そこへ。

「リンドヴルム様ぁーッ！」

　ドスドスというか、バタバタというか、そんな音と一緒に聞こえてきたのは、甲かん高だかい龍りゆう造ぞう寺じさんの声だった。

　早速来たな、と振り返って、……我が目を疑った。

　僕に向かって駆けてきたのは、龍造寺さんというより真っ赤なドラゴンの着ぐるみだったから。

　まさか、あれを本気で持ち出してくるとは……。

　仔猫がその姿に怯おびえて、僕の頭から駆け下りてどこかへと走り去ってしまった。

「あ、猫が……」

　誰かが残念そうに言った。その場にいたギャラリー全員の非難の目が、着ぐるみドラゴンに集中する。

　しかし、龍造寺さんはそんな空気は読もうとさえせず、涙目で僕の前肢に、ひし、と抱きついたのだった。

「ああ、リンドヴルム様、リンドヴルム様ッ！　ご無事だったのですねっ！　わたくし、この二日間、心配で心配で食事も喉のどを通りませんでしたわ！」

「あー、そうか、それはすまん。というか、まあ、キャッツグレイスでのことは礼を言うがな……」

「いえっ、不肖この龍りゆう造ぞう寺じ八都子、リンドヴルム様のためでしたらたとえ火の中水の中、結婚式場にでもご一緒いたしますわ！」

「……最後の、自分が行きたいだけじゃん」

　ぼそり、とリトル・レッドフードは言うが、もちろん龍造寺さんは聞いていない。

「ああ、おいたわしい。リンドヴルム様、欲しいものがあったら何でも仰おつしやって下さいませ。大至急取り寄せて、お見舞いの品として差し入れさせて頂きますわ！」

「……いや、結構。気持ちだけで充分だ」

「っていうかさあ、今、リンドヴルムは怪け我が人にんなんだよね。あんまり気安く触んないでくれる？」

　リトル・レッドフードが脇わきのホルスターからベレッタを抜き、着ぐるみドラゴンに突きつけた。

「ホホホ、わたくしたちの愛の語らいを邪魔しようなんて、貴女あなたこそ身の程を思い知ればいいのですわ！」

　そう言って僕から離れ、身構えた龍造寺さんは……何やらバタバタして、直後に顔色を変えた。

「はっ、この格好では、パワード装甲を喚よべないし装着もできませんわ……ッ!?」

　……。

「あははははは、馬ば鹿か？　馬鹿なの？　ってか、馬ッ鹿じゃないの！」

　けたたましく哄こう笑しようしながら、リトル・レッドフードが一方的にゴムスタン弾を撃ちつける。バスバスと着ぐるみの生地が威力を削そいでいるから、痛くはなさそうだけど。

「きゃあっ、この……ッ！　ひ、卑ひ怯きようですわよッ！」

　逃げ惑う着ぐるみドラゴンと、追い回すリトル・レッドフード。

「相変わらず、リンドヴルムちゃんの周りは賑にぎやかねえ」

「ホントねえ。可愛かわいい女の子がたくさんいて、楽しそうねえ」

「気がつけば女の子が増えてるものねえ」

　奥様方の言葉に溜ため息が漏れる。

　……やれやれ。まあ、血まみれになって戦っているよりはずっといいけどね。
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　翌日の放課後。ありすはバイトに、高たか槻つきさんは部活に、龍造寺さんも何か仕事で忙しいと、それぞれがさっさと教室から出て行ってしまい、僕と千ち紗さだけが残された。

「……帰ろうか」

「はい」

　笑顔で、千ち紗さが返事をする。ああ、この普通な感じがたまらなく嬉うれしい。

　学校を出てしばらく歩いたあたりで、千紗が、

「あ、あのっ」

　と意を決したように声をかけてきた。

「何？」

「その、すみません……。また、竜りゆう太たさんにいっぱい痛い思いをさせちゃって……」

　苦笑。まあ、確かに夏服じゃあ隠せない腕も、顔も、絆ばん創そう膏こうや包帯だらけなので、痛々しく見えるだろう。

「だから、別に千紗のせいじゃないって。オトギーランドでも言ったでしょ」

「い、いえっ！　何か埋め合わせをさせて下さいっ！　竜太さんだけ損をしてるなんて、そんなのダメですっ！」

「気持ちだけで充分だってば」

　しかし、千紗は頑として言うことを聞かない。

「あ、思いつきました！　学校の理事会に働きかけて、制服をチャイナドレスっぽくしてもらいましょう！」

「……は？　いや、それはさすがにどうかと……」

「大丈夫です、きっと寄付を五〇〇〇口くらいすれば認めてもらえると思います。そうすれば他ほかの女の子も竜太さんの好きなチャイナドレスに……」

　言いかけて、千紗は何秒かフリーズした。

「……他の女の子に……竜太さんの目が……行く……？」

　そしてもごもごと口の中でなにやら呟つぶやき、

「いえ、この案は色々まずいので、やっぱりやめましょう」

「うん、その方がいいと思うけど」

「えっと、他に竜太さんの好きなものは……あ！　読書！　竜太さんの好きなものといえば、本ですよ！　竜太さんのお家うちの近くに、竜太さん専用の図書館を建てましょう！」

「ええっ!?」

「国会図書館くらいの規模でいいですか？　それなら、お祖じ父い様さまのつてをフル活用すれば、蔵書の量も三ヶ月くらいで格好がつくと思います！」

　国会図書館級の蔵書量が三ヶ月って、いったいどんなつてですか。

「うーん、そりゃすごく魅力的だけど、学校の図書館で用は足りてるし。それに我が家にも世間体ってものはあるから。ホントに建てられるとちょっと困るよ」

「そんな……。じゃあ、じゃあ……」

　あー、放ほうっておくとますますおかしな方向にエスカレートしそうだ。この際、当たり障りのないリクエストをこっちから出すか……。

「じゃあさ、そのうち映画でもおごってよ。あ、もちろん普通の映画館で」

「えっ？」

　千ち紗さがまた少し考え込み、なぜか徐々に顔を赤くし始めた。

「あ、あのっ、本当にそれでいいんですかっ!?」

「え？　うん。まあ、映画じゃなくてもいいけど……」

「いえ！　映画で！　映画がいいですっ！　そっ、それと、片かた桐ぎりさんには内緒です！　このことを知ったら、絶対むくれますから！」

「いや、みんなで行けばいいじゃん」

「いえ、ダメです！　これは竜りゆう太たさんへの埋め合わせですから！　みんなで行くのは、また別のときにやればいいんですッ！」

　僕に詰め寄るようにして、千紗は必死な感じでまくし立てる。えー、何この勢い。

「……う、うん」

　思わず押しきられて首を縦に振る。

　それを見て、千紗はパアッと明るすぎるくらい嬉うれしそうに笑った。今まで見たことがないくらい朗ほがらかな、見ているこっちまで幸せな気持ちになるような、そんな笑顔。

「約束ですっ！　絶対ですよ、竜太さん！」

　……おごってもらうのは僕じゃなかったっけ？



    

  
    
      



    

  
    
      　そんなことを考えながらも、千ち紗さの屈くつ託たくのない笑顔に、僕の口元まで綻ほころんでしまう。

　遊んでばかりもいられない、とは思う。怪け我がを治したら、僕は、自分自身の在あり方について、少し見つめ直さなければならない。

　この、千紗の笑顔を失わないためにも。

　ありすや、レッドキャップ隊のみんなや、大切な友人たちを守るためにも。

　交わした約束や、総帥閣下の野望や、デーモンテイルの目指す世界征服、統治しているご近所の治安。

　守るべきものが、気がつけばこんなにもたくさんに増えている。それはきっととても素晴らしいことで、誇ってもいいことなのだろう。

　しかし、だからこそ。

　次も今回のように何とかなるとは限らないのだから。

　守りきれるとは、限らないのだから。

　でも、今は――、千紗が楽しそうにしているこの瞬間だけは、イヤなことは考えないことにしよう、と思った。



　キャッツグレイスのビルから逃げ出した白びやつ虎こ、つまり阿あ久く津つ虎とら之の介すけの行方が、今なお杳ようとして知れないことは。



    

  
    
      


あとがき





　どうも、〆切にひぃひぃ言いながらも、先輩の作家さんたちに誘って頂いて中華を食べに行ったりしたおかざきです。ちなみに〆切が厳しかったのは、執筆に入る前段階で躓つまずきまくったせいです。全部自業自得です。担当のＳさん、ごめんなさい（土下座）。

　でもホラ、そのおかげで北京ペキンダックのシーンが……いえ、何でもないです。

　さて。先日、友人に「お前の小説はタイトルが長い。どう略せばいいんだ」という文句……いや、指摘を頂きました。そういえば、Ｓさんにも一巻の直しをしている頃ころに「何かいい略称ないですかね」と言われた覚えがあります。それどころじゃなかったので華麗にスルーしましたが。重ね重ねごめんなさい。

　なるほど、そういうことも考えてタイトルは決める必要があるのか、と目から鱗うろこが落ちました。うーむ、奥が深い。

友人「普通に考えれば、『ふたせか』とか『ふたせい』とかか」

私「語呂が悪いなあ」

友人「じゃあ何だ。『ふたふく』か」

私「なんだかお多福みたいですよ」

友人「ええい、ゴチャゴチャと……お前にはいい案があるというのか」

私「えーと……『ふためる』とか『りではじ』とか？」

友人「……どうしてそうひねくれた部位を切り取るんだ、お前は」

　というわけで、略称アイデア募集中です。では謝辞を。

　チャイナ千ち紗さを超絶可愛かわいく描いて下さった高たか階しな＠聖人まさと先生、ありがとうございましたっ。この画像は家宝にします。シニヨンキャップとか、無理を言ってすみません。それと、「この日が〆切なんですが、その日までに取れるだけ有給を下さい」などという無む茶ちやな要求に快く応こたえて下さった会社と同僚の皆様、３巻が無事に出せたのは皆様のおかげです。

　中華に誘って下さった先輩方にも感謝感謝です。最高の息抜きになりました。でも皆さん、いくら志し瑞みず先生が可愛いからってセクハラしすぎです。

　色々相談に乗ってくれた同期受賞のみんなも、ありがとう！　まさかみんながあんなに××ール水×（当人たちの名誉のため自主規制）について詳しいとは思わなかったよ！

　超超超ご迷惑をおかけした担当のＳさん、編集長様、編集部の皆様、並びに関係者の方々、本当にありがとうございました。

　そして三冊目まで読んで下さったあなた様にも、心より御礼を申し上げます。もう少し、竜りゆう太たたちのお話におつきあい頂けると嬉うれしいです。では、また。
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